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はじめに 

平成 18 年 10 月より、神奈川県では障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成

等事業により、「重層的な相談支援体制の構築」、「広域的かつ専門的な支援を行うこと

により障害者の福祉の増進を図る」ことを目指し、県内の 5 圏域（横須賀三浦・県央・

湘南東部・湘南西部・県西）に地域生活ナビゲーションセンターを設置しています。 

本報告書は、丹沢自律生活センター総合相談室が本事業を受託し、湘南西部障害保

健福祉圏域地域生活ナビゲーションセンター（愛称は『かながわ湘南西障福ナビ』）と

して活動を開始した平成 21 年度から毎年発行しています。本報告書を通じて圏域内

の各地域と連携して取り組んだ成果と課題を確認いただき、地域における次の取り組

みへ繋げるための資料として活用いただければ幸いです。 

 

本報告書に記された新型コロナウィルス感染症に関連する内容は、その時点での知

見や体制に基づくものであり、本報告書が発行される令和 3 年 4 月現在で既に内容が

古く現状にそぐわないものが含まれているため、それを念頭にご覧ください。  

 

I . 湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業の全体像 

 

湘南西部障害保健福祉圏域においては、「湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネッ

トワーク形成等事業委託仕様書」、「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会設置

要綱」、「令和 2 年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業 事

業計画」に基づき、湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会、湘南西部圏域相談

支援ネットワーク、湘南西部圏域重症心身障害者及び医療的ケアを必要とする方の

支援ネットワークを運営しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 令和２年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業の全体像  
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令和 2 年度は、神奈川県の方針に従って、神奈川県と協議しながら会議の開催方法

等を検討し、実行しました。それに伴い、例年とは会議等の開催回数、開催方法が異

なっています。 

「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会」については、Ⅱ章のタイトル行以降

は、簡易な表現として、「湘南西部圏域自立支援協議会」と表記します。  

「湘南西部圏域相談支援ネットワーク」については、これ以降、Ⅲ章のタイトル行

以外は、簡易な表現として、「圏域相談支援ネットワーク」と表記します。 

「湘南西部圏域重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワー

ク」については、これ以降、Ⅳ章のタイトル行以外は、簡易な表現として、「圏域重心・

医療的ケア支援ネットワーク」と表記します。  

 

 

 

 

 

 

 

図 2 重層的な相談支援体制における  

湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業の位置づけ  
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II . 湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会開催報告 

 

1. 湘南西部圏域自立支援協議会の概要 

 湘南西部圏域自立支援協議会は、「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会設置

要綱」（資料編ｐ41）及び「令和 2 年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネット

ワーク形成等事業 事業計画」（資料編 p41～43）に基づき、年に 2 回の会議を開催

しました。年度当初は、例年通り年 3 回の開催を見込んでいましたが、新型コロナ

ウイルス感染症が収束せず、感染拡大が続く中で、新型コロナウイルス感染症の拡

大防止に向けた県の基本方針「別添資料 1 イベント等の実施の扱い」（資料編ｐ43）

に則り、例年の事業計画の内容を変更し、開催回数を 2 回に減らし、初の書面開催

と Web 開催を行っています。今年度は、異動等により新たに 9 名の委員、3 名の

オブザーバーが就任されました。第 1 回は、新型コロナウイルス感染症対応から見

えた課題、第 2 回は、新型コロナウイルス感染症への取り組み状況と事例報告を中

心的議題として協議しています。 

 

表 1 令和２年度 湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会 参加機関名簿 

委
員
（
30
名
） 

事業者 
社会福祉法人 素心会、ほっとステーション平塚、 

秦野市障害者地域生活支援推進機構、かながわ共同会 秦野精華園 

就 労 平塚公共職業安定所、障がい者就業・生活支援センターサンシティ  

教 育 
神奈川県立平塚盲学校、神奈川県立平塚ろう学校、神奈川県立平塚養護学校、 

神奈川県立湘南養護学校、神奈川県立伊勢原養護学校、神奈川県立秦野養護学校 

当事者 
神奈川県障害者自立生活支援センター、秦野市手をつなぐ育成会、 

ほっとステーション平塚ピアサポーター 

社会福祉 
協議会 

平塚市社会福祉協議会、秦野市社会福祉協議会、伊勢原市社会福祉協議会 

市 町 
平塚市障がい福祉課、秦野市障害福祉課、伊勢原市障がい福祉課（伊勢原市基幹

相談支援センター）、大磯町町民福祉部福祉課、二宮町健康福祉部福祉保険課 

専門相
談機関 

平塚児童相談所、平塚保健福祉事務所、平塚保健福祉事務所秦野センター 

市町 
協議会 

平塚市障がい者自立支援協議会、秦野市障害者支援委員会、 

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会、二宮町・大磯町障害者自立支援協議会 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
11
名
） 

愛名やまゆり園（圏域事業調整会議事務局）、神奈川県発達障害支援センター、神奈川県立総合療育相

談センター、神奈川県精神保健福祉センター、神奈川県社会福祉協議会権利擁護推進部、神奈川県総合リ

ハビリテーションセンター 地域リハビリテーション支援センター、ソーレ平塚（あんしんネット受託

事業所）、湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会事務局、神奈川県  
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2. 湘南西部圏域自立支援協議会の開催状況 

（1） 第 1 回湘南西部圏域自立支援協議会 

 

【主な会議資料】 

・「令和 2 年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業  

事業計画(案) （資料編 p41～43）／ 活動予定（案）」【活動実績はｐ10 参照】 

・市町協議会「令和元年度の成果と課題／令和 2 年度の予定について」（ｐ5～6） 

・「市町村地域生活支援拠点等の取組状況及び広域的課題等の事前調査結果一覧表」 

・第 28 回神奈川県障害者自立支援協議会・神奈川県の取り組み（*県協議会へ 

当圏域から提出した報告資料、県協議会開催結果資料、コロナ施策資料） 

・「新型コロナウイルス感染症対応から見えた課題」 

 （＊各委員・オブザーバーから収集した各機関における課題と対応策） 

・「コロナ禍で障害者虐待の認定を受けた方の緊急一時保護ができず  

在宅生活を継続せざるを得なかった事例を通じて見えた課題」 

   （＊圏域内で起きた事例の報告、課題整理 以下、資料の抜粋） 

     【報告を受けた湘南西部圏域自立支援協議会としての課題整理】 

今回のケースは、行動障害のある方であり、平時であっても短期入所の利用

は簡単ではなかった。それに加え、新型コロナウイルス感染症予防のため、

短期入所施設は利用者の受け入れを中止しているところが多かったことか

ら、最優先で対応されるべき方がサービス利用につながらなかった。コロナ

禍での第 2 波への備えとして、障害者虐待事例のように「緊急で対応すべ

き方の短期入所を滞りなく進めるために、県立施設を中心としたコロナ禍に

おける役割整理が必要である」ことを神奈川県障害者自立支援協議会に課題

として提起する。 

 

【開催結果報告資料】（令和 2 年 8 月 26 日発送） 

・「令和 2 年度第 1 回湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会の書面開催結果 

について（報告）」（ｐ7） 

・「協議事項『新型コロナウイルス感染症対応から見えた課題について』に関する 

ご意見」（資料編ｐ44） 

・「新型コロナウイルス感染症から見えた課題のまとめ」（ｐ7～8） 

・「資料に関する質問と回答」（資料編ｐ44～46） 

日  時 令和 2 年 7 月 29 日（水） 

意見等募集期間 7 月 29 日（水）～8 月 5 日（水） 

＊開催結果報告資料は 8 月 26 日発送 

場  所 書面開催 

参加人数 委員 28 名/30 名、オブザーバー11 名/11 名 計 39 名 

＊意見書の回答をもって、参加したものとして算定  
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話

会
の

再
編

に
つ

い
て

　
 (

3
)秦

野
市

障
害

者
支

援
懇

話
会

（
各

部
門

）
の

報
告

に
つ

い
て

  
  
(4

) 
湘

南
西

部
障

害
者

保
健

福
祉

圏
域

地
域

生
活

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
活

動
報

告
に

つ
い

て

　
第

４
回

秦
野

市
障

害
者

支
援

委
員

会
　

 (
1

) 
障

害
者

福
祉

計
画

の
諮

問
　

 (
2

) 
秦

野
市

障
害

者
支

援
懇

話
会

の
再

編
に

つ
い

て
　

 (
3

) 
秦

野
市

障
害

者
支

援
懇

話
会

（
各

部
門

）
の

報
告

に
つ

い
て

  
  
　

　
※

来
期

の
第

5
期

秦
野

市
障

害
者

福
祉

計
画

に
は

、
障

害
の

あ
る

人
も

な
い

人
も

す
べ

て
の

人
が

　
　

　
と

も
に

支
え

あ
い

な
が

ら
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

「
共

生
社

会
」

の
実

現
と

、
自

ら
の

意
思

決
定

　
　

　
に

基
づ

く
自

己
実

現
を

支
援

す
る

こ
と

を
基

本
的

な
視

点
に

盛
り

込
み

ま
し

た
。

２
　

検
討

を
進

め
て

い
る

課
題

等
　

（
1

）
障

害
者

支
援

懇
話

会
の

5
部

門
を

再
編

し
、

障
害

者
福

祉
計

画
を

推
進

す
る

体
制

を
つ

く
る

。
　

（
2

）
権

利
擁

護
お

よ
び

緊
急

一
時

受
け

入
れ

体
制

や
差

別
解

消
法

や
障

害
の

理
解

に
関

す
る

啓
発

。

令
和

2
年

度
に

向
け

た
課

題

令
和

元
年

度
の

成
果

と
課

題
／

令
和

2
年

度
の

予
定

に
つ

い
て

令
和

2
年

度
の

予
定

（
開

催
予

定
な

ど
の

現
時

点
で

見
通

し
、

検
討

中
の

こ
と

な
ど

）

令
和

２
年

度
に

つ
い

て
は

、
昨

年
度

か
ら

の
各

部
会

や
分

科
会

で
の

取
組

や
課

題
を

引
き

続
き

テ
ー

マ
と

し
て

取
り

組
む

と
と

も
に

、
精

神
分

科
会

で
の

精
神

障
が

い
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

協
議

会
の

設
置

に
向

け
て

た
関

係
機

関
と

の
様

々
な

調
整

や
、

平
塚

市
自

立
支

援
協

議
会

や
企

画
運

営
部

会
で

の
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

必
要

性
や

相
談

支
援

体
制

の
見

直
し

な
ど

に
つ

い
て

も
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
感

染
症

ま
ん

延
防

止
予

防
の

た
め

、
大

人
数

を
集

め
た

形
で

の
研

修
や

事
業

開
催

な
ど

に
つ

い
て

は
開

催
を

延
期

す
る

な
ど

の
対

応
を

取
ら

ざ
る

を
得

ず
、

準
備

会
議

な
ど

に
つ

い
て

も
書

面
会

議
な

ど
に

よ
り

開
催

を
実

施
す

る
と

い
っ

た
形

で
の

対
応

を
検

討
し

て
い

ま
す

。

平
塚

市
障

が
い

者
自

立
支

援
協

議
会

　

令
和

元
年

度
の

成
果

（
特

徴
的

な
取

り
組

み
、

課
題

整
理

、
圏

域
課

題
と

の
連

動
な

ど
）

・
企

画
運

営
部

会
で

は
、

本
協

議
会

で
各

委
員

の
意

見
な

ど
を

聴
き

な
が

ら
、

現
在

の
相

談
支

援
体

制
の

課
題

や
見

直
し

に
つ

い
て

協
議

を
進

め
る

と
と

も
に

、
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

あ
り

方
検

討
会

と
し

て
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。
来

年
度

以
降

も
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
計

画
相

談
支

援
分

科
会

で
は

、
市

内
の

指
定

特
定

相
談

支
援

事
業

者
と

の
連

絡
会

を
年

数
回

開
催

し
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

期
間

や
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

計
画

の
作

成
か

ら
請

求
ま

で
の

事
務

の
流

れ
な

ど
に

つ
い

て
確

認
し

ま
し

た
。

ま
た

、
相

談
支

援
体

制
の

整
備

に
向

け
て

の
意

見
交

換
を

行
う

た
め

、
グ

ル
ー

プ
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
研

修
を

実
施

し
ま

し
た

。
来

年
度

も
継

続
し

て
計

画
相

談
に

関
す

る
課

題
を

整
理

し
て

い
き

ま
す

。

・
身

障
分

科
会

で
は

、
平

塚
市

視
覚

障
害

者
協

会
の

代
表

の
方

か
ら

視
覚

障
が

い
者

の
日

常
生

活
な

ど
に

関
す

る
講

演
会

を
２

回
開

催
し

ま
し

た
。

来
年

度
以

降
も

避
難

行
動

要
援

護
者

の
避

難
所

へ
の

移
動

な
ど

の
様

々
な

課
題

に
つ

い
て

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

・
知

的
分

科
会

で
は

、
市

内
の

事
業

所
へ

の
モ

ニ
タ

ー
視

察
を

実
施

し
、

事
業

所
間

の
連

携
促

進
が

図
れ

ま
し

た
。

来
年

度
以

降
も

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

・
精

神
分

科
会

で
は

、
定

例
会

や
高

齢
者

支
援

機
関

の
連

絡
会

、
日

中
活

動
系

機
関

の
連

絡
会

な
ど

を
開

催
し

、
市

内
の

様
々

な
障

が
い

福
祉

の
関

係
機

関
と

の
意

見
交

換
を

行
い

ま
し

た
。

来
年

度
に

つ
い

て
も

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
ま

た
、

精
神

障
が

い
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

協
議

体
の

設
置

に
向

け
て

、
関

連
す

る
機

関
と

課
題

等
の

整
理

を
進

め
行

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

・
こ

ど
も

部
会

で
は

、
昨

年
度

立
ち

上
げ

た
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
分

科
会

な
ど

を
中

心
に

、
医

療
的

ケ
ア

児
に

つ
い

て
の

様
々

な
課

題
な

ど
に

つ
い

て
関

係
機

関
と

意
見

交
換

を
行

い
ま

し
た

。
来

年
度

に
つ

い
て

も
、

個
別

課
題

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
取

り
組

ん
で

い
く

か
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

・
就

労
支

援
部

会
で

は
、

発
達

障
が

い
・

精
神

障
が

い
の

あ
る

方
の

一
般

就
労

を
テ

ー
マ

と
し

、
就

労
支

援
を

行
っ

て
い

る
金

融
機

関
や

障
が

い
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
方

を
講

師
に

お
招

き
し

講
演

会
を

開
催

し
ま

し
た

。
来

年
度

以
降

も
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
障

害
者

総
合

支
援

法
に

基
づ

く
「

平
塚

市
障

が
い

者
福

祉
計

画
（

第
４

期
）

」
（

計
画

期
間

は
令

和
２

年
度

か
ら

令
和

６
年

度
ま

で
の

５
年

間
）

に
基

づ
き

、
支

え
る

人
と

支
え

ら
れ

る
人

に
分

け
ら

れ
る

こ
と

な
く

対
等

な
立

場
で

地
域

を
構

成
す

る
一

員
と

し
て

、
障

が
い

の
有

無
だ

け
で

な
く

、
障

が
い

の
あ

る
人

の
年

齢
や

性
別

に
関

わ
ら

ず
、

お
互

い
の

人
権

や
尊

厳
を

大
切

に
し

、
支

え
合

い
、

誰
も

が
い

き
い

き
と

し
た

人
生

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
共

生
社

会
の

実
現

を
目

指
し

ま
す

。

令
和

２
年

度
に

向
け

た
課

題

今
年

度
、

各
分

科
会

の
取

組
や

課
題

を
引

き
続

き
テ

ー
マ

と
し

て
取

り
組

む
と

と
も

に
、

精
神

分
科

会
で

の
精

神
障

が
い

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
協

議
会

の
設

置
に

向
け

て
た

関
係

機
関

と
の

様
々

な
調

整
や

、
平

塚
市

自
立

支
援

協
議

会
や

企
画

運
営

部
会

で
の

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
必

要
性

や
相

談
支

援
体

制
の

見
直

し
な

ど
に

つ
い

て
も

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。



6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和

元
年

度
の

成
果

と
課

題
／

令
和

2
年

度
の

予
定

に
つ

い
て

令
和

2
年

度
の

予
定

（
開

催
予

定
な

ど
の

現
時

点
で

見
通

し
、

検
討

中
の

こ
と

な
ど

）

・
相
談
支
援
部
会
：
7
月
よ
り
実
施
。

・
権
利
擁
護
部
会
：
8
月
よ
り
実
施
。
障
が
い
者
週
間
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
中
止
。

・
こ
ど
も
支
援
部
会
：
6
月
よ
り
実
施
。

・
災
害
時
支
援
部
会
：
1
0
月
よ
り
実
施
。

・
就
労
支
援
部
会
：
7
月
よ
り
実
施
。
障
が
い
福
祉
事
業
所
合
同
説
明
会
は
冊
子
の
作
成
及
び
配
布
の
み
の
対
応
。

・
精
神
障
が
い
者
支
援
部
会
：
6
月
よ
り
実
施
。
ピ
ア
の
つ
ど
い
、
家
族
サ
ロ
ン
は
1
2
月
末
よ
り
実
施
。

・
当
事
者
部
会
：
7
月
よ
り
実
施
。
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
中
止
。
ま
ち
点
検
（
第
2
弾
）
延
期
。

※
各
部
会
に
お
い
て
、
第
1
回
開
催
時
に
今
年
度
の
活
動
内
容
を
再
検
討
し
て
い
る
状
況
。

添
付

資
料

、
参

考
資

料
等

　
※
令
和
２
年
度
伊
勢
原
市
障
が
い
者
と
く
ら
し
を
考
え
る
協
議
会
の
取
組
に
つ
い
て

伊
勢

原
市

障
が

い
者

と
く

ら
し

を
考

え
る

協
議

会
　

　
＜
令
和
２
年
度
取
組
ポ
イ
ン
ト
＞
 
※
添
付
資
料
参
照

　
　
1
　
第
6
期
障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
及
び
第
2
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
の
策
定

　
　
2
　
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
に
つ
い
て
（
相
談
支
援
部
会
）

　
　
3
　
相
談
支
援
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
相
談
支
援
部
会
）

　
　
4
　
医
療
的
ケ
ア
児
者
の
災
害
時
対
応
に
つ
い
て
（
災
害
時
支
援
部
会
）

　
　
5
　
障
が
い
福
祉
事
業
所
合
同
説
明
会
及
び
合
同
就
職
説
明
会
の
実
施
に
つ
い
て
（
就
労
支
援
部
会
）

　
　
6
　
ま
ち
点
検
（
第
2
弾
）
の
実
施
に
つ
い
て
（
当
事
者
部
会
）

令
和

元
年

度
の

成
果

（
特

徴
的

な
取

り
組

み
、

課
題

整
理

、
圏

域
課

題
と

の
連

動
な

ど
）

◇
協
議
会
　
（
3
回
）
　
／
　
◇
企
画
運
営
会
議
　
（
3
回
）

◇
専
門
部
会

（
１
）
相
談
支
援
部
会

　
　
○
勉
強
会
（
2
回
）
　
障
が
い
福
祉
課
予
算
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
　
○
G
S
V
事
例
検
討
研
修
（
4
回
）

　
　
○
事
業
所
見
学
会
(
1
回
)
※
こ
ど
も
支
援
部
会
と
の
合
同
開
催
　
地
域
活
動
支
援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ね
く
す
と
､
児
童
発
達
支
援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
お
お
き
な
樹

　
　
○
相
談
支
援
事
業
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
(
2
回
)
　
基
幹
相
談
支
援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の
あ
り
方
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
○
懇
親
会
（
2
回
）

（
２
）
権
利
擁
護
部
会

　
　
○
障
害
者
週
間
啓
発
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
※
当
事
者
部
会
と
の
合
同
開
催

　
　
○
障
が
い
者
虐
待
防
止
研
修
会
　
 
講
師
：
和
泉
短
期
大
学
　
児
童
福
祉
学
科
教
授
　
鈴
木
敏
彦
氏

　
　
○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
職
員
研
修
 
　
講
師
：
(
福
)
唐
池
学
園
　
貴
志
園
　
園
長
　
冨
岡
貴
生
氏

　
　
○
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
虐
待
防
止
講
演
会
 
　
講
師
：
み
な
と
横
浜
法
律
事
務
所
　
弁
護
士
　
内
嶋
順
一
氏

（
３
）
こ
ど
も
支
援
部
会

　
　
○
児
童
通
所
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
に

関
す

る
案

内
冊

子
の

作
成
 
／
 
○
勉
強
会

 ※
災

害
時

支
援

部
会

と
の

合
同

開
催
　

防
災

危
機

管
理

に
つ

い
て

　
　
○
事
業
所
見
学
会
　
※
相
談
支
援
部
会
と
の
合
同
開
催
　
　
地
域
活
動
支
援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ね
く
す
と
、
児
童
発
達
支
援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
お
お
き
な
樹

　
　
○
G
S
V
事
例
検
討
研
修

（
４
）
災
害
時
支
援
部
会

 
 
 
 
○
勉
強
会
　
・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
避
難
計
画
に
つ
い
て
　
※
当
事
者
部
会
と
の
合
同
開
催

　
　
　
　
　
　
　
・
防
災
危
機
管
理
に
つ
い
て
　
※
こ
ど
も
支
援
部
会
と
の
合
同
開
催

　
　
○

｢ﾋ
ﾞｯ

ｸ
ﾚ
ｽ

ｷ
ｭ
ｰ

か
な

が
わ

｣へ
の

参
加

　
※

当
事

者
部

会
と

合
同

開
催

 ／
 ○

県
立

総
合

防
災

ｾ
ﾝ
ﾀｰ

見
学

会
　

※
当

事
者

部
会

と
合

同
開

催

（
５
）
就
労
支
援
部
会

 
 
 
 
○

勉
強

会
　

現
場

の
お

悩
み

解
決

！
Q

＆
A
(情

報
交

換
) 

／
 ○

福
祉

事
業

所
合

同
説

明
会

及
び

就
職

説
明

会
の

実
施

(1
2
/
2
2
)

　
　
○
企
業
見
学
　
（
株
）
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
　
I
B
U
K
I
　
E
B
I
N
A
　
F
A
R
M

（
６
）
精
神
障
が
い
者
支
援
部
会

　
　
○
精
神
障
が
い
者
ピ
ア
の
つ
ど
い
（
6
回
）
　
／
　
○
家
族
サ
ロ
ン
（
3
回
）

　
　
○
精
神
障
が
い
者
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
の
協
議

（
７
）
当
事
者
部
会

　
　
○
勉
強
会
　
災
害
時
要
援
護
者
支
援
避
難
計
画
に
つ
い
て
　
※
災
害
時
支
援
部
会
と
の
合
同
開
催

　
　
○
当
事
者
発
表
　
 
／
　
○
ビ
ッ
ク
レ
ス
キ
ュ
ー
か
な
が
わ
へ
の
参
加
　
※
災
害
時
支
援
部
会
と
の
合
同
開
催

　
　
○
障
が
い
者
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
大
会
へ
の
参
加
　
／
　
○
障
害
者
週
間
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
　
※
権
利
擁
護
部
会
と
の
合
同
開
催

　
　
○
県
立
総
合
防
災
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
見
学
会
　
※
災
害
時
支
援
部
会
と
の
合
同
開
催
　
／
　
○
ﾊ
ﾟ
ﾗ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｯ
ｸ
聖
火
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

令
和

2
年

度
に

向
け

た
課

題

令
和

元
年

度
の

成
果

と
課

題
／

令
和

2
年

度
の

予
定

に
つ

い
て

令
和

2
年

度
の

予
定

（
開

催
予

定
な

ど
の

現
時

点
で

見
通

し
、

検
討

中
の

こ
と

な
ど

）

1
.協

議
会

の
開

催
第

一
回

　
令

和
２

年
７

月
(書

面
会

議
)

第
二

回
　

令
和

３
年

３
月

2
5

日
(木

)

2
.研

修
会

の
開

催
第

一
回

　
令

和
2

年
8

～
1

0
月

　
テ

ー
マ

「
事

例
検

討
会

」
第

二
回

　
令

和
3

年
1

～
2

月
　

  
テ

ー
マ

「
基

礎
研

修
　

知
的

障
害

の
特

性
に

つ
い

て
」

3
.部

会
の

開
催

第
一

回
　

令
和

2
年

8
月

2
1

日
(金

)
第

二
回

(拡
大

部
会

)　
令

和
2

年
1

1
月

第
三

回
　

令
和

3
年

2
月

1
5

日
(月

)

1
.協

議
会

の
開

催
・

第
一

回
　

8
月

2
日

(金
)

　
①

会
長

の
選

任
に

つ
い

て
　

②
平

成
3

0
年

度
活

動
報

告
に

つ
い

て
　

③
各

事
業

所
・

機
関

か
ら

の
報

告
・

第
二

回
　

3
月

2
5

日
(水

)開
催

予
定

。

２
.部

会
の

開
催

・
第

一
回

　
6

月
1

9
日

(水
)

　
①

平
成

3
0

年
度

活
動

報
告

に
つ

い
て

　
②

情
報

提
供

と
意

見
交

換
　

1
)人

材
の

確
保

と
育

成
に

つ
い

て
　

2
)地

域
連

携
と

協
働

に
つ

い
て

　
③

各
事

業
所

・
機

関
か

ら
の

報
告

・
第

二
回

　
9

月
2

5
日

(水
)

　
①

情
報

交
換

と
意

見
交

換
 1

)人
材

の
確

保
と

育
成

に
つ

い
て

 2
)地

域
連

携
と

協
働

に
つ

い
て

  
 ②

各
事

業
所

・
機

関
か

ら
の

報
告

・
第

三
回

部
会

＊
両

町
別

の
拡

大
部

会
と

し
て

開
催

。
　

1
1

月
2

7
日

(水
)大

磯
町

拡
大

部
会

　
大

磯
町

障
害

福
祉

計
画

と
地

域
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

　
1

2
月

1
8

日
(水

)二
宮

町
拡

大
部

会
　

二
宮

町
障

害
福

祉
計

画
と

地
域

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
・

第
四

回
部

会
　

2
月

2
7

日
(木

)
　

①
情

報
提

供
と

意
見

交
換

　
1

)人
材

の
確

保
と

育
成

に
つ

い
て

　
2

)地
域

連
携

と
協

働
に

つ
い

て
　

②
令

和
2

年
度

活
動

計
画

(案
)に

つ
い

て
　

③
各

事
業

所
・

機
関

か
ら

の
報

告

3
.研

修
会

の
開

催
・

第
一

回
　

1
1

月
2

8
日

(木
)G

S
V

(グ
ル

ー
プ

ス
ー

パ
ー

ヴ
ィ

ジ
ョ

ン
)を

活
用

し
た

事
例

検
討

会
・

第
二

回
　

1
月

2
2

日
(水

)　
「

湘
南

西
部

圏
域

・
障

害
者

差
別

解
消

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

0
」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
＊

湘
南

西
部

圏
域

障
害

者
差

別
解

消
支

援
地

域
協

議
会

と
共

催
。

4
.今

年
度

の
成

果
に

つ
い

て
　

例
年

、
当

事
者

団
体

や
地

域
の

事
業

者
・

関
係

各
機

関
か

ら
い

た
だ

い
た

意
見

の
中

か
ら

検
討

課
題

を
設

け
て

意
見

交
換

と
情

報
共

有
を

図
っ

て
い

る
。

令
和

元
年

度
は

「
人

材
の

確
保

と
育

成
」

「
地

域
連

携
と

協
働

」
を

検
討

課
題

(テ
ー

マ
)と

し
、

情
報

提
供

と
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

社
会

全
体

の
雇

用
情

勢
の

変
化

の
影

響
を

受
け

、
人

材
の

確
保

に
つ

い
て

は
共

通
の

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
ま

た
、

育
成

に
関

し
て

は
、

地
域

内
の

法
人

や
事

業
所

が
連

携
し

、
相

互
に

研
修

を
受

講
で

き
る

取
り

組
み

を
提

案
し

た
。

地
域

連
携

と
協

働
に

つ
い

て
は

、
社

会
福

祉
法

人
等

の
福

祉
関

連
事

業
者

が
地

域
貢

献
活

動
の

取
り

組
み

を
紹

介
し

、
地

域
の

介
護

予
防

や
防

災
、

世
代

間
交

流
の

活
性

化
な

ど
の

先
進

的
な

事
例

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
地

域
社

会
の

構
造

も
変

化
し

て
い

く
中

で
、

自
ら

の
機

能
や

マ
ン

パ
ワ

ー
を

積
極

的
に

地
域

に
還

元
し

て
い

く
姿

勢
が

求
め

ら
れ

て
い

る
と

認
識

を
新

た
に

す
る

こ
と

な
っ

た
。

研
修

会
で

は
、

昨
年

か
ら

地
域

内
相

談
支

援
事

業
所

の
数

が
増

え
た

こ
と

も
あ

り
、

相
談

支
援

の
展

開
を

視
野

に
入

れ
た

事
例

検
討

会
を

開
催

し
た

他
、

湘
南

西
部

圏
域

障
害

者
差

別
解

消
支

援
協

議
会

と
「

湘
南

西
部

圏
域

・
障

害
者

差
別

解
消

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

0
」

を
共

催
し

た
。

二
宮

町
・

大
磯

町
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
　

　
令

和
元

年
度

の
検

討
課

題
で

あ
る

「
人

材
の

確
保

と
育

成
」

「
地

域
連

携
と

協
働

」
に

つ
い

て
の

意
見

交
換

を
通

し
て

、
人

口
や

経
済

な
ど

社
会

情
勢

の
変

化
と

、
身

近
な

地
域

社
会

の
構

造
の

変
化

を
背

景
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

福
祉

事
業

者
は

今
ま

で
に

経
験

し
た

こ
と

の
な

い
課

題
に

共
通

し
て

直
面

し
て

い
る

こ
と

が
理

解
で

き
た

。
地

域
の

中
に

あ
る

福
祉

的
な

課
題

と
社

会
構

造
の

全
体

的
な

変
化

の
影

響
を

背
景

と
し

た
地

域
社

会
か

ら
の

期
待

が
高

ま
る

中
で

、
よ

り
一

層
、

関
係

各
機

関
・

事
業

所
と

の
連

携
を

深
め

て
い

き
た

い
。

令
和

元
年

度
の

成
果

（
特

徴
的

な
取

り
組

み
、

課
題

整
理

、
圏

域
課

題
と

の
連

動
な

ど
）

令
和

2
年

度
に

向
け

た
課

題



    
 

 7 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和

2
年
度
第

1
回
湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
に
お
け
る

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
見
え
た
課
題
の
ま
と
め

 

 
 

（
１
）
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
た
こ
と
・
対
応
状
況
 

当
事
者
団
体
で
は
活
動
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
再
開
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
感
染
を
恐
れ
て
通
所
利
用

を
控
え
る
精
神
疾
患
の
あ
る
当
事
者
は
多
く
、
在
宅
で
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
将
来
の
生
活
へ
の
不
安
や
悩
み
を
持
っ
て
い

る
。
各
機
関
で
は
、
集
団
や
対
面
で
の
事
業
運
営
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
機
関
が
そ
れ
に
代
わ
る
方
法
を
模
索

し
、
密
に
な
ら
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。
一
方
で
、
工
夫
に
は
限
界
が
あ

り
、
会
議
等
が
す
べ
て
中
止
さ
れ
た
こ
と
で
情
報
の
収
集
と
発
信
が
難
し
く
な
り
、
情
報
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
で
地
域
の
状
況
等

の
把
握
が
難
し
く
な
っ
た
と
感
じ
る
機
関
は
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
の
事
業
内
容
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
た
め
の
職
員

の
負
担
感
が
大
き
い
。

 

⚫
 
相
談
支
援
事
業
所
で
は
、
十
分
な
面
談
が
難
し
い
な
か
で
利
用
者
の
ス
ト
レ
ス
増
に
よ
る
訴
え
等
が
増
え
た
。
感
染
対

策
を
講
じ
て
も
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
、
不
特
定
多
数
の
来
所
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

 

⚫
 
通
所
事
業
所
で
は
、
自
粛
ま
た
は
通
常
運
営
の
判
断
が
難
し
く
、
利
用
自
粛
時
等
に
お
け
る
「
在
宅
支
援
」
の
扱
い
も

不
明
瞭
だ
っ
た
。
「
在
宅
支
援
」
の
請
求
が
認
め
ら
れ
て
も
減
収
と
な
り
、
事
業
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

 

⚫
 
入
所
施
設
で
は
、
発
熱
が
続
く
方
の
通
院
に
よ
る

P
C

R
検
査
後
に
、
結
果
が
で
る
ま
で
陽
性
患
者
と
し
て
完
全
封
鎖
し

て
対
応
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
濃
厚
接
触
者
に
な
り
う
る
職
員
が
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
生
ま
れ
た
り
、
発
熱

が
続
い
て
も

P
C

R
検
査
を
受
け
ら
れ
ず
に
長
期
の
自
宅
待
機
に
な
っ
た
職
員
が
出
た
。
ま
た
、
感
染
防
止
の
た
め
の
帰

宅
・
面
会
の
ル
ー
ル
作
り
と
解
除
時
期
の
判
断
な
ど
に
難
し
さ
が
あ
る
。

 

⚫
 
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
学
校
の
休
業
に
合
わ
せ
た
利
用
受
入
れ
調
整
と
送
迎
が
煩
雑
で
あ
っ
た
。

 

⚫
 
学
校
で
は
、
休
業
期
間
中
の
在
宅
児
の
学
習
保
障
や
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
の
教
材
の
開
発
と
活
用
、
在
宅
勤

務
者
を
含
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
学
習
の
質
の
確
保
と
い
う
悩
み
が
尽
き
な
い
。

 

⚫
 
児
童
相
談
所
で
は
、
学
校
や
療
育
機
関
等
が
閉
鎖
と
な
り
、
養
育
負
担
や
虐
待
の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
が
懸
念
さ
れ
る
一

方
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
が
低
下
し
、
児
童
の
安
全
確
認
や
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
に
苦
慮
し
て
い

た
。

 

⚫
 
市
町
の
障
害
福
祉
担
当
課
で
は
、
手
作
り
の
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
代
筆
な
ど
の
窓
口
対
応
を

継
続
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対
応
措
置
延
長
に
伴
う
複
雑
な
事
務
連
絡
の
周
知
徹
底
が
非
常
に
煩
雑
で
、
措
置
延
長
者

へ
の
事
務
管
理
が
新
た
に
加
わ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
そ
の
他
の
業
務
に
支
障
が
出
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
事
業
所
の
受
け
入
れ
制
限
に
よ
り
利
用
調
整
が
進
ま
ず
、
雇
用
先
の
休
業
に
よ
り
日
中
の
居
場
所
を
な
く
し
た
方

の
相
談
が
増
え
て
い
る
。

 

⚫
 
緊
急
小
口
貸
付
金
等
の
貸
付
業
務
に
あ
た
る
社
会
福
祉
協
議
会
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
行
う
保

健
福
祉
事
務
所
で
は
、
相
談
者
数
の
急
増
に
対
し
全
職
員
で
の
対
応
体
制
を
整
え
た
り
、
他
機
関
か
ら
の
応
援
を
受

け
る
な
ど
し
、
対
応
し
て
い
る
。

 

⚫
 
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
郵
便
に
よ
る
求
職
者
へ
の
求
人
情
報
の
提
供
、
電
話
に
よ
る
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
を
行
っ

て
い
る
。

 

 

令
和

2
年

8
月

2
6
日

 

湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
 

委
員

、
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
 

各
位

 

湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
 

会
 
長

 
 
 
萩

原
 

勝
己

 

 

令
和

2
年

度
第

1
回

湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
の

 

書
面

開
催

結
果

に
つ

い
て

（
報

告
）

 

 

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
各

委
員

、
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
の

意
見

に
基

づ
き

、
次

の
と

お
り

取
り

ま
と

め
ま

し
た

の
で

ご
報

告
い

た
し

ま
す

。
今

後
と

も
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 

令
和

2
年

度
第

1
回

湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
 

書
面

開
催

結
果

 

 

１
.日

 
程

：
令

和
2
年

7
月

2
9
日

(水
)（

意
見

募
集

期
間

7
月

2
9
日

(水
)～

8
月

5
日

(水
)）

 

２
.出

席
者

：
3

9
名

（
委

員
2

8
名

／
2

9
名

、
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
11

名
／

1
1
名

）（
別

紙
出

席
者

名
簿

参
照

）
 

３
.内

容
 

(1
)令

和
2
年

度
湘

南
西

部
障

害
保

健
福

祉
圏

域
相

談
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
等

事
業

 
事

業
計

画
（

案
）

お
よ

び
令

和
2
年

度
活

動
予

定
に

つ
い

て
 

ご
出

席
の

全
委

員
よ

り
ご

承
認

い
た

だ
き

ま
し

た
の

で
、

資
料

1
の

と
お

り
令

和
2
年

度
の

事
業

 

計
画

お
よ

び
活

動
予

定
を

決
定

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

(2
)協

議
事

項
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
応

か
ら

見
え

た
課

題
に

つ
い

て
」（

別
紙

1
、

2
参

照
）

 

 
い

た
だ

い
た

ご
意

見
（

別
紙

1
）
と

そ
れ

を
踏

ま
え

た
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
応

か
ら

見
え

た
課

題
の

ま
と

め
」
（

別
紙

2
）

を
と

り
ま

と
め

ま
し

た
。

今
回

の
本

協
議

会
で

明
ら

か
に

な
っ

た
諸

課
題

（
資

料
5

-1
、

資
料

5
-2
、

別
紙

1
、

別
紙

2
）

を
神

奈
川

県
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
に

報
告

し
、

他
圏

域
か

ら
あ

が
っ

た
課

題
と

合
わ

せ
て

、
県

内
共

通
の

課
題

へ
の

対
応

に
関

す
る

議
論

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

 

 (3
)資

料
に

関
す

る
質

問
に

つ
い

て
（

別
紙

3
参

照
）

 

い
た

だ
い

た
ご

質
問

に
つ

い
て

、
別

紙
3
の

と
お

り
回

答
い

た
し

ま
す

。
 

 (4
)次

回
本

協
議

会
の

W
E

B
開

催
に

つ
い

て
 

ご
出

席
の

委
員

2
8
名

中
2

4
名

、
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
1
1
名

中
1

0
名

（
計

3
4
名

）
よ

り
、

W
E

B
会

議
へ

の
参

加
が

可
能

と
ご

回
答

い
た

だ
き

ま
し

た
。

そ
れ

を
踏

ま
え

、
第

2
回

の
本

協
議

会
は

、
下

記
の

日
時

で
W

E
B

開
催

と
し

ま
す

の
で

、
ご

参
加

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
環

境

未
整

備
の

機
関

の
方

々
と

は
、

書
面

で
の

参
加

に
つ

い
て

ご
相

談
し

、
全

機
関

に
ご

参
加

い
た

だ
け

る
方

法
で

実
施

い
た

し
ま

す
。

詳
細

に
つ

い
て

は
、

会
議

開
催

前
に

改
め

て
ご

案
内

い
た

し
ま

す
。

 

 

記
 

 

令
和

2
年

度
第

2
回

湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
 

開
催

日
時

 
 

令
和

3
年

2
月

1
7
日

（
水

）
1

4
時

～
1

6
時

 
 

開
催

方
法

 
 

Z
o
o
m

に
よ

る
W

E
B

開
催

（
書

面
に

よ
る

意
見

提
出

併
用

）
 

 

以
 
上
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（
３
）
第

2
波
へ
の
必
要
な
備
え
（
今
後
に
向
け
た
必
要
な
取
り
組
み
）
 

【
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
交
換
の
強
化
】

 

⚫
 

混
乱
時
だ
か
ら
こ
そ
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
交
換
を
行
う
た
め
の
工
夫
に
よ
る
、
地
域
に
存
在
す
る
様
々
な
機

関
（
行
政
、
支
援
者
、
病
院
、
専
門
機
関
、
地
域
住
民
、
…
）
と
密
な
連
携
機
会
の
確
保

 

⚫
 

W
E

B
に
よ
る
会
議
・
面
接
が
で
き
る
環
境
整
備
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る
安
全
な
運
用
方
法
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

 

 【
必
要
な
情
報
の
不
足
を
補
う
】

 

⚫
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
正
し
い
知
識

 

⚫
 

感
染
疑
い
の
治
療
や
緊
急
時
（
家
族
の
コ
ロ
ナ
入
院
時
等
）
の
施
策
利
用
の
道
筋
の
わ
か
り
や
す
い
情
報

 

⚫
 

地
域
内
の
様
々
な
実
態
（
利
用
で
き
る
居
場
所
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

等
）
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

 

な
ど
、
必
要
と
さ
れ
る
有
益
な
情
報
の
発
信

 

 【
サ
ー
ビ
ス
利
用
制
限
に
よ
る
居
場
所
喪
失
へ
の
地
域
で
の
備
え
】

 

通
所
・
利
用
で
き
な
い
こ
と
で
日
中
の
居
場
所
を
失
っ
た
方
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
地
域
で
話
し
合
っ

て
お
く
。
利
用
自
粛
を
求
め
る
事
業
所
は
、
自
粛
中
の
過
ご
し
を
ど
う
す
る
の
か
を
個
別
に
打
ち
合
せ
て
お
く
。
そ

の
際
、
代
替
の
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
利
用
で
き
る
事
業
所
を
複
数
持
つ
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

 

 【
コ
ロ
ナ
禍
で
も
事
業
を
継
続
す
る
の
た
め
の
方
策
の
実
施
】

 

⚫
 

衛
生
関
連
備
品
の
備
蓄
（
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
手
袋
等
）
、
感
染
疑
い
や
陽
性
者
が
出
た
場
合
の
対
応
指
針
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
と
地
域
に
お
け
る
共
有
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
で
き
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
推
進

 

⚫
 

リ
ス
ク
を
低
減
し
つ
つ
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
運
営
の
実
際
の
在
り
方
（
モ
デ
ル
）
の
共
有

 

⚫
 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
の
整
備
の
た
め
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー
ト

 

⚫
 

在
宅
支
援
を
行
う
事
業
所
に
お
け
る
運
営
規
定
へ
の
明
記

 

 【
つ
な
が
り
に
よ
る
安
心
の
確
保
】

 

⚫
 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
そ
っ
た
交
流
、
つ
な
が
り
の
場
の
再
開

 

⚫
 

S
N

S
や

W
E

B
を
通
じ
た
つ
な
が
り
の
活
用

 

⚫
 

地
域
で
孤
立
し
た
人
を
作
ら
な
い
た
め
に
、
民
生
委
員
の
地
域
活
動
支
援
策
の
検
討

 

⚫
 

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
多
様
な
社
会
参
加
（
居
場
所
）
の
在
り
方

の
用
意

 

に
よ
る
不
安
の
解
消
と
健
康
の
維
持

 

 【
学
校
の
休
業
時
の
放
課
後
支
援
と
の
連
動
性
の
担
保
】

 

学
校
の
休
業
時
期
等
を
地
域
性
も
加
味
し
な
が
ら
あ
る
程
度
統
一
す
る
な
ど
、
放
課
後
支
援
事
業
所
と
の
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
な
ル
ー
ル
を
整
え
る
。

 

 【
災
害
へ
の
備
え
】

 

各
機
関
に
よ
る
、
災
害
発
生
時
の
感
染
症
対
策
の
内
部
で
の
確
認
と
外
部
と
の
共
有
。
従
来
と
は
違
っ
た
避
難
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
当
事
者
へ
の
事
前
説
明
な
ど
の
準
備
。

 

（
２
）
活
動
を
通
じ
て
把
握
し
た
地
域
で
の
課
題
 

 【
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
の
難
し
さ
】

 

⚫
 

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
中
に
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
理
解
が
と
て
も
難
し
く
、
家
族
と
の
面
会
や
外
出
が
で
き
な
い

こ
と
の
理
解
や
行
動
の
自
粛
が
難
し
い
方
も
い
る
。

 

⚫
 

精
神
疾
患
の
あ
る
方
は
、
通
所
で
き
な
か
っ
た
り
、
外
出
を
控
え
る
こ
と
で
、
定
期
的
な
運
動
や
ス
ト
レ
ス
を
発

散
す
る
場
を
失
い
、
こ
の
先
の
生
活
の
見
通
し
が
つ
か
ず
不
安
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
生
活
リ
ズ
ム
が
変
化
し
て

病
状
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
で
、
家
族
へ
の
暴
力
、
医
療
中
断
に
よ
る
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
相

談
が
急
増
し
て
い
る
。

 

⚫
 

地
域
で
孤
立
し
た
高
齢
者
の
認
知
症
が
進
行
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 

 
 

 

【
居
場
所
の
喪
失
に
よ
る
孤
立
の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
と
潜
在
的
課
題
の
顕
在
化
】

 

⚫
 

地
域
の
集
い
の
場
が
な
く
な
る
、
当
事
者
活
動
、
家
族
会
の
活
動
が
停
滞
す
る
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
で
き
な
く
な

る
な
ど
し
、
居
場
所
を
失
っ
て
将
来
の
見
通
し
が
つ
か
な
く
な
っ
た
方
が
い
る
。

 

⚫
 

公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
、
到
着
後
の
集
団
で
の
過
ご
し
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
を
心
配
し
て
、
学
校
、
事
業
所
の

利
用
を
控
え
る
方
が
い
る
。

 

⚫
 

事
業
所
の
利
用
制
限
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
、
自
宅
外
の
居
場
所
を
失
い
、
自
宅
で
先
送
り

し
て
き
た
問
題
が
顕
在
化
・
肥
大
化
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
方
も
い
る
。
代
替
サ
ー

ビ
ス
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
で
、
新
し
く
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
く
て
も
見
学
す
ら
難
し
い
。

 

⚫
 

経
済
活
動
の
低
迷
に
よ
る
障
害
者
の
雇
止
め
や
内
定
取
り
消
し
が
あ
り
、
障
害
者
雇
用
の
後
退
が
懸
念
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

 
 

 

【
家
族
が
感
染
後
の
対
応
へ
の
不
安
】

 

障
害
特
性
等
で
個
々
に
配
慮
し
た
支
援
が
必
要
な
児
・
者
で
、
そ
の
養
育
者
・
介
護
者
が
感
染
に
よ
り
不
在
に
な
っ
た

場
合
の
対
応
へ
の
懸
念
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

 

 【
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
で
陽
性
者
等
が
出
た
際
の
現
場
対
応
の
不
安
と
経
営
苦
】

 

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
で
は
、
支
援
環
境
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の
点
か
ら
、
感
染
疑
い
や
陽
性
者
が
出
た
後
の
現
場
対
応
等

へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

3
密
を
避
け
る
た
め
に
、
活
動
場
所
の
広
さ
に
よ
る
利
用
人
数
制
限
が
生
じ
、
事
業
運
営

が
低
迷
し
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

 

 【
学
校
と
放
課
後
支
援
事
業
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
難
し
さ
】

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

⚫
 

通
常
と
は
違
う
在
校
時
間
と
放
課
後
支
援
事
業
所
の
利
用
時
間
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く
い
か
ず
、
利
用
の

た
め
の
移
動
や
家
族
の
就
労
に
課
題
が
出
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

 

⚫
 

教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
学
校
の
休
業
時
期
等
に
違
い
が
あ
る
こ
と
で
、
複
数
の
地
域
や
学
校
か
ら
の
児
童
を
受

け
入
れ
て
い
る
放
課
後
支
援
事
業
所
は
、
情
報
の
把
握
と
対
応
に
追
わ
れ
事
業
運
営
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。

 

 【
災
害
へ
の
不
安
】

 

台
風
な
ど
の
災
害
時
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
避
難
場
所
の
確
保
が
必
要
に
な
る
た
め
、
避
難
場
所
の
新
た
な
候
補
と
な

る
機
関
へ
の
自
治
体
か
ら
の
余
裕
を
持
っ
た
具
体
の
相
談
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
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（2） 第 2 回 湘南西部圏域自立支援協議会 

 

【主な議題と内容】 

① 神奈川県の取り組みについて（神奈川県より） 

⚫ 相談支援従事者初任者研修等の法定研修の実施状況について説明する。 

⚫ 新型コロナウイルス対策で県の予算はひっ迫しており、来年度の障害保健

福祉圏域地域生活ナビゲーションセンターの委託費は減額が予定されてい

る。それに伴い、委託内容は一部変更する見込みで、事例検討会を年４回

から１回に変更し、相談支援体制充実強化事業を１事例とする予定である。 

 

② 湘南西部圏域地域生活ナビゲーションセンター活動実績報告について 

「令和２年度  湘南西部圏域障害保健福祉圏域  地域生活ナビゲーションセン

ター事業 活動実績」（ｐ10）に基づき事務局より報告する。 

 

③ 第 1 回協議会報告事例のその後と課題について 

⚫ 該当地域障害福祉主管課より 

現在、11 か所の短期入所施設を利用しており、昨年末には北関東の施

設も利用した。各施設を渡り歩く「コロナ感染リスクが高いケース」であ

りながら、何とかご協力いただいている。ただ、利用調整は容易ではなく、

支援の連続性を担保し、利用者が安心して利用できるようにするために、

施設間の情報共有と連携がとても重要になる。こういった様々な調整を市

町村単独で担うのは体力的にかなり厳しいため、施設間の情報共有、利用

調整のやり取り等がスムーズに行えるよう、県立施設によるケース評価の

ための中期入所やそれに基づくアドバイス、利用調整のコーディネートが

必要だ。 

 

⚫ 会長より 

 本事例が今もなお大変厳しい状況にあることがわかった。第 1 回の本協

議会では、「緊急で対応すべき方の短期入所を滞りなく進めるために、県

立施設を中心としたコロナ禍における役割整理が必要である」ことを提起

したが、今回の追加報告によって、新たに「行動障害のある方の地域での

支援を進めるための、コーディネート機能（有期限の入所による利用者評

価や機関支援）の必要性」も追加して、改めて神奈川県障害者自立支援協

議会に課題として提起したい。 

 

日  時 令和３年２月１７日（水）14：00～16：15 

場  所 Web 開催（Zoom ミーティング） 

参加人数 委員他 25 名、オブザーバー9 名、事務局 2 名 計 36 名 
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④ 令和 2 年度各市町協議会の取り組みについて 

各市町協議会より、「各市町協議会における新型コロナウイルス感染症への

取り組み状況」（ｐ12）に基づき報告いただく。各市町協議会とも、コロナ

禍で感染対策を講じ、工夫しながら活動を行っていることの報告がある。  

⚫ 秦野市障害者支援委員会 

部門を再編し活動を始めたが、コロナ対策により十分な活動が行えてい

ない。障害福祉サービス提供事業所における、新型コロナウイルス感染症

の発生に関する正確な情報を共有するため、その仕組みを作って稼働させ

ている。これまでに 2 件の発生情報を共有した。（秦野市障害福祉課、秦

野市地域生活推進機構から、「障害福祉サービス事業所における新型コロ

ナウイルス感染症対応フロー（対象者：入所者、通所者、施設職員の場合）」

（資料編ｐ47）、「市内障害福祉サービス事業所内でコロナ陽性者が発生

した場合の対処」（資料編ｐ46）について詳細説明あり） 

⚫ 伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会  

伊勢原市では Zoom の有償アカウント契約を結んだことから、Zoom に

よる Web 会議の開催が可能となり、２月８日の第３回協議会を Web 開催

することができた。 

 

⑤ 新型コロナウイルス感染症への取り組み状況と今後の対応について  

⚫ 各機関の取り組み状況 

➢ 会長 

 第 1 回協議会後の各機関の取り組み状況を改めて報告いただき、と

りまとめた結果、当圏域では、以下の状況にあることが分かった。 

 

i. 基本的な感染症予防対策をとった上でのそれぞれの事業内容に合わせ

た事業継続の工夫と方法の確立が進んだ  

ii. 陽性者発生時の対応指針やマニュアルの整備が進んだ  

iii. 衛生関連用品などの備蓄など、計画的に行われている  

iv. 会議等で、リモートの活用が進められている  

 

➢ 秦野市手をつなぐ育成会 

 施設入所している子を持つ会員から、この 1 年面会できず、施設から写

真が送られてくるだけなので寂しいという話を受けた。リモートを活用す

る意見もあったが、会員の中には通信に疎い方もいることから、やはり直

接子どもの姿を見たいという話になった。  

 

➢ ほっとステーション平塚 ピアサポーター 

 当事者は、コロナ禍により福祉サービス、医療サービスを受けられなく  



12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    
 

 13 
 

なってしまう不安を抱えている。生活は、これらサービスがあるからこそ

成り立っており、利用できなくなると行き場を失ってしまう。外出自粛制

限下では、電話や SNS を通じた相談支援や当事者間の交流が必要だ。距

離感が以前とは変わるが、新しい支援のあり方ができあがれば良い。  

 

⚫ ≪事例報告Ⅰ≫「入所施設における新型コロナウイルス陽性者発生に係る

対応経過」（ｐ14） 

圏域内の知的障害者入所施設より、新型コロナウイルス陽性者発生後の

対応事例を報告いただく。 

 

➢ 事例提供事業所より追加説明 

✓ ケア付き宿泊療養施設は、当施設での受け入れが整うまでの一時

的な期間のみの利用であった。 

✓ 感染拡大警戒期間は、1 月 10 日までとしているが、新規陽性者が

出なかったため、ここで終了した。 

✓ 昨年 9 月に保健福祉事務所から訪問指導を受け、ユニット毎の活

動グループ編成・職員配置に切り替えたことで、感染者は全て同

じユニット内で収まり、大規模な感染に至らずに済んだ。  

✓ 退院した 3 名の方は、長期間寝たきりであったことの影響もあり、

現時点では元の身体状況に戻ってはいない。  

✓ 職員たちが皆前向きに対応してくれたことがありがたかった。今

回の陽性者発生前は、事前に陽性者対応に関わる職員を募ってい

たが、実際に起きてしまうとその場にいる職員で対応を開始せざ

るを得なかったことから、基本的には全職員で対応することに切

り替えた。  

  

➢ 保健福祉事務所 

 昨年 9 月の当所からのコロナ対策の助言を最大限に取り入れてくだ

さっていた。既に顔が見える関係ができていたことも功を奏した。発

生後、短時間で効率よく検査作業を進めるために協力いただいた。普

段の状態を知っている職員の方が異常を察知し、すぐに相談いただけ

たことで、スムーズに入院につながった。  

  

➢ 質疑  

陽性者とその他の利用者とで対応職員を分けると、勤務体制がひっ

迫すると思われるが、どのように工夫されたか。また、通院に付き添

った職員は濃厚接触者になるが、施設としてのサポートが行われたか。

（ソーレ平塚）  

⇒  一つのユニットに 20 名の方が暮らしており、日勤と夜勤を分 
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。
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面
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フ
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シ
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性
者
発
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対
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※
こ
の
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26
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発
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⇒
翌
午
前
通
院
⇒
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⇒
陽
性
⇒
病
院
個
室
に
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・
感
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拡
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発
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症
状
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27
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所
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今
後
の
進
め
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に
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検
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けてそれぞれ一人ずつ増員して対応した。他ユニットの職員によ

る応援はせず、同一ユニット内職員の年末年始の長期休暇取得予

定を調整してもらい、課長や管理職も現場に入り乗り切った。  

 検査のため通院し、陽性が判明し、ケア付き宿泊療養施設に入

るまでに 10 時間程経過しているが、それまで付き添った職員と

陽性の利用者が病院の個室で待機となった。施設では陽性判明後

の対処に奔走しており、この特異な状況が生まれていることを的

確に把握して対処することができなかった。この点に悔いが残っ

ている。付き添い職員の交代、差し入れ、可能なら法人内の隔離

された別の居室への移動などについて、病院側に相談し調整する

等できればよかった。今後はこの教訓を活かしたい。付き添者が

濃厚接触者になった場合に備え、自宅に帰らずに一時的に暮らせ

る場所を確保している。（事例提供事業所） 

 

⚫ ≪事例報告Ⅱ≫「在宅の重症心身障害がある方の家族の感染･入院により

困った事例」 

圏域内の障害福祉主管課より、対応に苦慮した事例を報告いただく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 事例提供者より追加説明  

✓ 主たる介護者が入院し、残された陽性者である家族が保健福祉事

務所、訪問看護ステーションからのサポートにより、在宅で慣れ

重症心身障害がある方の同居のご家族が皆感染し、主たる介護者は入

院、ご本人は陰性であると、保健福祉事務所から当方（障害福祉主管課）

に 12 月はじめに連絡が入った。  

担当の相談支援専門員に連絡をとると、ご家族から同様の連絡が入っ

ていることがわかった。  

神奈川県障害サービス課に状況を報告し、ご本人の短期入所利用を相

談したが、家族がコロナ入院した当事者の方専用の短期入所協力施設は、

ご本人が重症心身障害であるため利用できないとのことで、市で対応と

の回答であった。  

そのため、短期入所事業所に相談するも、ご本人が濃厚接触者である

ことから利用できなかった（ご家族が陰性となってから 2 週間経過した

後、ご本人が再度陰性であれば利用可能とのことであった）。また、同様

の理由により通所や訪問看護の利用も難しかった。  

結果として、自宅療養で残ったご家族が慣れない中、自宅でご本人の

ケアを行わざるを得なかった。  
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ない本人のケアを行った。その家族が重症化することなく、なん

とか主たる介護者の退院まで持ちこたえることができた。  

✓ 移送に関しては、手段が見つからず、その時は行政で対応せざる

を得ないかもしれないと課内で考え、保健福祉事務所に指導を仰

ぐことを検討した。今後も、県障害サービス課や保健福祉事務所

にご相談しながら、次に向けて準備を進めていく必要がある。  

 

➢ 中井やまゆり園（神奈川発達障害支援センター）  

当事業所は、家族がコロナ入院した際に、自宅に取り残された陰性

の本人の受入れを行う短期入所協力施設である。今回は、重症心身障

害のある方であったことから、県障害サービス課が受入れできないと

判断した。例え陰性者であっても、入所者との接触を避けるため、本

来宿泊を想定していない講堂や隣接する職員公舎で受入れ、そこで 2

週間生活していただくこととしている。   

 

➢ ソーレ平塚 

主たる介護者が入院することになり、県障害サービス課から短期入

所受入れの相談を受けた。取り急ぎ検討し、①入所、通所から職員一

人ずつを専属職員として配置し他の利用者から隔離して短期入所を受

け入れる、または、②短期入所協力施設の場所のみお借りし当法人の

専属職員がケアを行う、のいずれかが可能であると回答した。それに

対し、神奈川県災害対策本部からの助言もあり、①は濃厚接触者を入

所施設に入れることと移送に問題が生じる、②は短期入所協力施設で

は大きな車いすの利用が難しい、という理由で断念した。その後、残

された陽性者である家族が、慣れない食事介助や本来訪問看護が行う

摘便などを頑張っていると聞き、なんとか障害福祉サービスで対応で

きないか、行政も交えて相談を重ねたが、結局何もできなかった。 

 

➢ 保健福祉事務所 

主たる介護者に入院を勧めたが、お子さんが心配（自分の作ったも

のしか食べない等）で入院を辞退されたため、医師と保健師が自宅を

訪問し、最大限のゾーニングを施した。主たる介護者が自身で入院を

決断した後、市へ報告し、稀なケースであることから県障害サービス

課にも報告し協力を求めた。ご本人が陰性でも、利用直前の検査結果

でないと施設利用につながらないことは経験上承知していたため、利

用直前に検体を採取し、結果がすぐに出るよう配慮した。コロナ感染

により、親亡き後の課題が顕在化した側面もある。  
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➢ 質疑  

行動障害のある方、知的障害のある方、重心の人はこれからどうす

ればよいか。重心者が陽性、濃厚接触者になる場合に、対応の検討が

されるか不安になった。また、病院・施設から陽性者を移送する方法

はあるだろうか。（伊勢原市障がい福祉課） 

⇒ このスキームは、障害サービス課が調整窓口で、そこに移送も含

まれると理解している。また、当所では小児慢性特定疾病患児の

母から心配の声をいただいているのをよく承知している。陽性に

なった際の対応は、現状では事例を積み上げていくしかないと感

じる。現状のスキームに乗らない方であったことから、担当課に

課題として報告した。（保健福祉事務所） 

 

➢ 会長 

本事例から、「家族がコロナ入院した重症心身障害のある陰性の方が

利用できる短期入所協力施設が無い」ことが確認されたため、神奈川

県障害者自立支援協議会に課題として提起したい。 

 

⚫ 保健福祉事務所との質疑応答 

事前に募った、以下の質問に保健福祉事務所から回答いただく。  

➢ 事業所で陽性者が発生し、利用している人が保健所の指示で PCR 検査

をした場合、結果が出るまではどう過ごせば良いか。また、陰性であ

った場合は、すぐに普段の生活に戻して良いか。 

➢ 単身在宅生活で、移動が困難な障害者が濃厚接触者となった場合、PCR

検査を受ける病院までの移動手段で何か支援はないか。  

➢ 毎日感染者数が掲載されるが、累積人数なので、治癒した人、療養し

ている人の数の方が良いのではないか。  

➢ 障害者は既往症を持つ人も多いので、一律のワクチン接種ではなく、

本人の病状を把握しているかかりつけ医などでの接種を希望したい。 

➢ 発熱があり、保健所に一時間電話をかけたが繋がらず、かかりつけ医

に電話をすると保健所に連絡するよういわれ不安だった、という話を

聞いた。保健所に電話が繋がらない時はどうしたら良いか。 

 

回答の内容は、令和 3 年 2 月時点の知見に基づくものであり、時間の

経過とともに相違する可能性があるため、本報告書では掲載しません。  
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3.  市町及び神奈川県障害者自立支援協議会等との連携 

（1） 市町自立支援協議会 

  湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会事務局は、圏域内の 4 つの市町

自立支援協議会とその部会の一部へ、委員やオブザーバーとして出席し、地

域の取り組みから得られた成果と課題を共有しています。当協議会へは、そ

れぞれの市町自立支援協議会から地域課題とそれに対する特徴的な取り組み

を報告いただくことで、圏域内の優れた実践の共有につながっています。令

和 2 年度は、例年通りに開催できた地域はなく、書面や Web を取り入れて

工夫しながら開催されました。Web 開催を行った地域には、事前のテスト接

続に協力しました。 

 

（2） 神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議 

  神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議は、県内 5 つの圏域自立支援協議

会、県、及び広域専門機関が参加していますが、今年度は新型コロナウイル

ス感染症の影響により対面で 1 回の開催となりました。 

その分、神奈川県と各圏域ナビとの連絡調整のために、令和 2 年度から継

続している相談支援体制充実強化事業の打ち合わせや事例研究会（対面と

Web を併用）の機会を活用しています。 

 

（3） 神奈川県障害者自立支援協議会 

  神奈川県障害者自立支援協議会は、当事者、圏域自立支援協議会、県域の

相談支援事業者、学識経験者、及び関係行政機関の職員が参加しています。

新型コロナウイルス感染症の影響で、開催された 2 回とも書面開催となって

います。 

 

（4） 湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会 

  湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会は、平成 27 年度の

モデル事業からはじまり、平成 29 年 7 月までは当協議会との同日開催、同

一委員構成（事務局等は別）でしたが、これ以降は事務局が相互に会議に参

加し合って連携を維持しています。今年度は昨年度から継続している合理的

配慮の好事例集（リーフレット）を完成されました。例年開催されている「湘

南西部保健福祉圏域障害者差別解消フォーラム」は、新型コロナウイルス感

染症により中止されています。 
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III . 湘南西部圏域相談支援ネットワーク活動報告 

 

1. 湘南西部圏域相談支援ネットワークの概要 

市町行政、中核的な相談支援事業所（基幹相談支援センター、委託相談支援事業

所等）、平塚保健福祉事務所、発達障害者地域支援マネージャーによりネットワーク

を構成しています。今年度のネットワーク会議は Web で 2 回開催し、コロナ禍で

のニーズや支援の変化、地域課題などについて情報交換を行いました。 

 

平塚市 
平塚市障がい福祉課 ソーレ平塚生活支援センター 

サンシティひらつか ほっとステーション平塚 

秦野市 秦野市障害福祉課 
秦野市地域生活支援ｾﾝﾀｰ“ぱれっと･はだの” 
障害福祉なんでも相談室 

伊勢原市 伊勢原市障がい福祉課 しせん相談室 

大磯町 大磯町障がい福祉係 

地域支援センターそしん 

二宮町 二宮町福祉･障がい者支援班 

湘南西部
圏 域 

神奈川県発達障害支援センター かながわ A  

平塚保健福祉事務所保健福祉課 

表 2 令和 2 年度圏域相談支援ネットワーク参加機関名簿 

 

 

2. 湘南西部圏域相談支援ネットワークの活動状況  

（1） 第 1 回圏域相談支援ネットワーク会議  

 

 【主な議題と内容】 

① 神奈川県障害者自立支援協議会、湘南西部圏域自立支援協議会について 

資料に基づき、今年度のそれぞれの開催結果について事務局より説明する。 

  

② 昨年度の実績と今年度の相談支援体制・取り組み予定について  

資料に基づき、市町の令和元年度委託相談支援事業実績、協議会相談部会

等活動実績、令和 2 年度市町相談支援事業所一覧、相談支援部会等活動予

定を各機関より説明する。 

日  時 令和 2 年 9 月 25 日（金）14：00～16：30 

場  所 Web 開催（Zoom ミーティング） 

参加人数 15 名 
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③ 相談支援と地域での課題について【意見交換】 

⚫ 利用者との援助関係の維持について 

   病状により相談員に対し被害的な感情を持ったり、本人が望むサービスの

量･内容等について相談員と折り合わない時に、援助関係の構築やサービス等

利用計画の作成が難しい。市は本人に厳しいことを伝え、相談員は本人の気

持ちに寄り添う役割を分担したり、関係修復のアプローチをしているが、相談

関係の継続に難しさを感じることもある。（ほっとステーション平塚） 

➢ 相談員がサービスをコントロールすることの適否や判断の難しさもある。

行政以外との連携等の取り組みがあるか。（障害福祉なんでも相談室） 

⇒ 医師の診察への同行や、訪問看護との同行訪問により、健康上必要

な助言･厳しい事柄は看護師から伝えることが増えている。しかし、

支援者が一枚岩になると本人の逃げ場がなくなるため、慎重に対応し

ている。（ほっとステーション平塚） 

➢ 計画相談支援を担当している事業所と利用者が合わず、基幹相談支援

センターや委託相談支援事業所に相談される場合はあるか。（障害福祉

なんでも相談室） 

⇒ その場合には、前担当事業所と対応の検討、関係悪化の原因究明

等の連携をしつつ、当事業所でも関係維持が難しくなる可能性が

あると覚悟の上で対応している。反対に、当事業所で対応が難し

い場合や、障害者就業・生活支援センター事業との分散を目的に

他事業所に依頼する場合もある。（サンシティひらつか） 

 

⚫ 相談支援の在り方について 

 計画相談支援開始以降、サービス調整に相談支援のウエイトが置かれる

傾向が強い。基幹相談支援センターとして地域の相談支援事業所を束ねる

役割が追い付かない状況もあるが、相談支援のあり方について共通認識を

持てれば、少しずつ前進できると思われる。（地域支援センターそしん） 

➢ サービス等利用計画とモニタリング報告書作成以外は、委託相談支援

事業所へ相談するよう利用者へ伝える事業所が多い一方で、基本相談

をしっかり行う事業所もあり、差が大きい。相談支援専門員の裁量と

は別に、法人や管理者の考え方による部分もあると思われる。（障害福

祉なんでも相談室） 

 

⚫ 8050 問題・ひきこもりについて 

地域高齢者支援センターと連携により、様々な相談を受ける。高齢の親

からひきこもりの子の相談等が増えており、今年度は当事業所の相談員 4

名が 2～3 ケースずつ新規で関わっている。（障害福祉なんでも相談室） 

➢ 障害者就業･生活支援センターでは、こまめに連絡をとって状況確認や

話をする機会をつくり、本人が興味を示したらハローワークへの同行
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等をしている。委託相談でもひきこもっている方と毎月面談している。

本人が外出を拒否する場合は、様子を見ながらサービス等に興味を持

ったら連れ出すなど、粘り強く声掛けをするほかないと思われる。（サ

ンシティひらつか） 

➢ 大磯町では、定期的に地域ケア会議（医師、民生委員、ケアマネジャ

ー、保健福祉事務所、行政、基幹相談支援センターが参加）を開催し、

高齢、障害、児童を含めて検討の場を設けている。地域包括ケアシス

テムの先駆的な取り組みであり、実際に地域で起こっている 8050 問

題やひきこもり等の課題などを協議している。二宮町は、扱うケース

に応じて基幹相談支援センターが参加している。（地域支援センターそ

しん） 

➢ ひきこもりの方の相談は、電話相談の内容に応じて来所につなげるが、

外出により病状の悪化が懸念される等で難しいケースも多い印象があ

る。来所可能な方は、一般的に言われている“ひきこもり”ではなく、

学生で躓きがあったり対人面の不安感があるといった方で、特性を考

慮しながら安心できる関係を築いて就労支援や地域の事業所につなげ

ることが多い。どの方に対しても、医療や服薬に関する情報は慎重に

提供している。（かながわ A） 

➢ 親が倒れてひきこもっている子の存在が発覚し、緊急で関わった方が

今年度 2～3 名いる。全ての方に精神疾患がある訳でないが、社会に

出る不安は大きい。移動支援でヘルパーと外出し、徐々に人や外出に

慣れて通所につながることもある。統合失調症・医療中断で家に入れ

てくれないので、月に 1 回庭掃除をしに訪問する方がおり、初回訪問

から半年以上が経過し難しさを感じるが、見守りながら本人が興味を

持つことを待つほかない。（ほっとステーション平塚） 

 

⚫ 日中支援型グループホームについて 

平塚市内に日中支援型グループホームが開設される。障害支援区分 4～

6 の方の利用が可能とのことだったが、強度行動障害のある方などは難し

いと思われる。しかし、入所施設に空きがない状況では、一つの手がかり

になる。通常のグループホームでは介護度が高い、透析等により日中に通

所する体力がない方への案内を検討しているが、支援内容の情報があれば

参考にしたい。（サンシティ平塚） 

➢ 秦野市内にも、今年度末までに 2 事業所の開設が予定されている。現

状では不明だが、今後も本会議で情報を共有していきたい。（事務局） 

 

⚫ 地域移行支援の推進について 

➢ 当事業所は昨年度、今年度に 1 事例ずつ地域移行支援を行い、そこで

分かった難しさがある。一般相談支援事業所の立場で制度の使いづら
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さをしっかり報告していく必要がある。（事務局） 

➢ 秦野市は入院設備のある精神科病院が 4 箇所あるが、支給実績は年間

2 件程度である。病院と相談支援の役割分担や連携が難しく進まない

状況や、病院側の退院支援が個別給付に乗らない側面もある。（障害福

祉なんでも相談室） 

➢ 当町は地域移行支援の支給実績はなく、町内に指定一般相談支援事業

所も無い。通常の相談支援の範疇として委託相談で退院支援をしてい

る部分が多く、委託相談と地域移行支援の住み分け、個別給付のタイ

ミング、病院･委託相談･一般相談支援の役割分担の難しさを感じてい

る。（大磯町障がい福祉係） 

➢ 当市は一般相談支援事業所が 2 箇所あるが、実質動いていない。事業

所側が、地域移行･定着支援ではなく通常の計画相談支援での対応を希

望し、計画相談支援で退院支援をできている現状があり、住み分けや

切り替えの設定が難しい。（伊勢原市障がい福祉課） 

➢ 退院前の関わりが長期に渡る場合があり、当事業所ではまず委託相談

支援で加わり、支給開始後に地域移行支援を実施している。一般相談

支援事業所が支給決定前に長期間無収入で支援することは難しく、支

給決定後も最低月 2 回の対面支援などで時間を要する。しかし、委託

相談支援事業所のみでは対応しきれないため、行政と一緒に退院困難

な理由を洗い出し、個別給付による退院支援が可能な場合は一般相談

支援事業所につなぐ流れを作りたい。事業所開拓も行政と取り組まな

ければならない。（ほっとステーション平塚） 

 

⚫ 個人情報の管理・取り扱いについて  

➢ 計画相談支援では契約時に情報提供の同意をいただいているが、関係

機関に情報を提供する際に正確に伝わらず、リスクやトラブルが発生

することがある。各機関の意識やスキルの差もあると思われる。（地域

支援センターそしん） 

➢ 平塚市では個人情報書式を統一しており、契約時に関係機関等への情

報提供の同意を得ている。情報は全て共有するが、随時改めて確認す

ることを契約時に伝えて、気にする方であれば、再度確認している。

相談で支援する方が利用する法人内事業所とのデータ共有を検討した

が、個人情報の取り扱いなど課題が多い。（しせん相談室ひらつか） 

➢ 他機関との情報共有では、上手く伝わらずに相談員が悪者になること

もある。常に関係機関とコミュニケーションをとり、利用者に伝える

べきでない情報や支援のスタンスを確認することでしかトラブル回避

は難しいと感じる。万が一、特定の機関が悪者になった場合は、他の

機関が良い役を担って本人に寄り添うなど、お互いの役割分担などで

対応をするほかない。（サンシティひらつか） 
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➢ 個人情報の取り扱いに様々な機関が慎重になっているが、相談者に対

して嘘をつかないことが大事であり、事前に情報の提供先や内容･範囲

等を提示して、そこに収めることが大前提となる。（ぱれっと・はだの） 

 

⚫ 新型コロナウイルス感染症対策での工夫  

➢ 相談員は消毒スプレーを所持している。関係機関が多いケア会議は、

同じ内容を 2 回に分けて少人数で開催した。（事務局） 

➢ 会議室等へのアクリル板、扇風機、換気用の網戸の設置や、紙コップ

でのお茶等を提供している。モニタリングは電話対応が中心で、計画

作成や認定調査では、玄関先での対面、電話対応、利用者希望による

事業所への聞き取りのみなどがある。（サンシティひらつか） 

➢ 事前の電話での聞き取りによる訪問時間短縮、対面を希望しない方の

電話での聞き取りと玄関先でのサイン等の対応をしている。電話によ

る聞き取りのため、インカムの導入を検討している。(しせん相談室) 

➢ 当事業所は法人内他事業所等から人員補充ができず、職員 1 名が感染

すると全員が濃厚接触者になり事業が閉止するリスクがある。リモー

トワークの体制が必要だが、セキュリティ等の問題があり難しい。

BCP（事業継続計画）を作成したが、平塚での市中感染拡大時に職員

を 2 班に分けて日替わりで出勤させ、施設長のみ別働とする計画であ

る。しかし、市中感染拡大前に職員が感染すると事業閉止となる不安

がある。（ほっとステーション平塚） 

⇒ マスク、換気、パーテーション等の対策をしていれば、全員が濃

厚接触者にならない可能性がある。個別に相談いただければ事業

所の状況等を踏まえて正式に回答できる。(平塚保健福祉事務所)  

 

（2） 第 2 回圏域相談支援ネットワーク会議  

 

 【主な議題と内容】 

① 湘南西部圏域と他圏域の取り組み状況ついて 

湘南西部圏域事業の進捗状況と今後の見込み、他圏域の資料【湘南東部

圏域：地域協議会開催状況、県央圏域：綾瀬市基幹相談支援センター（相談

支援センターゆいまーる）のコロナ禍の取り組み】を共有した。 

 

② 各機関の取り組み状況や課題について 

⚫ 平塚市障がい福祉課 

日  時 令和 3 年 1 月 15 日（金）14：00～16：00 

場  所 Web 開催（Zoom ミーティング） 

参加人数 15 名 



24  

 

重症心身障害のある方の主たる介護者である家族がコロナ陽性となり

入院（本人は濃厚接触者だったが陰性）し、市や県も介入したが施設の短

期入所にもつながらず、結果的に同居のコロナ陽性の別の家族が本人を介

護せざるを得ない状態となり、対応に苦慮した。  

【令和 2 年第 2 回圏域自立支援協議会に事例報告（ｐ15）】 

⚫ サンシティひらつか 

後見申し立てについて、成年後見を受ける側（ＮＰＯ成年後見等）の高齢

化も相まってなかなかニーズに応えるのが難しい。書類作成も相談業務の中

で行うことが多く、業務を圧迫している 

⚫ ほっとステーション平塚 

➢ 平塚市委託相談支援事業所間のコロナ禍での緊急事態における意思統一

が不十分と感じる。市が主導し、対応方法を統一できるように働きかけて

ほしい。地域移行支援では、病院に面会に行けなくなったり、外出制限に

よりＧＨの体験利用が中止となり退院が長引き、更にＧＨの空きが埋まっ

て退院が先延ばしになるというようなことが起きている。 

➢ 高齢の親からこれまで支援者と一切関りが無かった子どもの相談が続

いており、なかなか面会できずアプローチに時間がかかっている。で

きたとしても３カ月以上の入院は難しいため、早い段階で障害支援区

分の認定を行い、次の支援に繋げたい。 

⚫ ぱれっと・はだの 

地域共生推進課、ケアマネ協会、地域高齢者支援センターと 8050 問題

を話し合っており、地域高齢者支援センターが事例を集めている。問題が

顕在化していない事例も対象に含め、協議ができる場を作りたい。  

⚫ 伊勢原市障がい福祉課  

今年度は障がい福祉計画策定年度であり、協議会が策定委員会の役割を

担っているため、積極的に対面で開催した。県が策定を見送りしている中

で、国の指針から計画の方向性を読み取って市の計画へ落とし込むことに

大変苦労した。 

⚫ しせん相談室 

密な情報共有のために出来るだけ対面形式で相談支援部会を開催した

いが、コロナ感染の状況を見ながら判断していきたい。  

⚫ 大磯町障がい福祉係 

➢ ケース引継ぎ時に相談支援事業所が変わる際は、行政が間に入ること

で利用者の意思を尊重し、混乱がないように対応したい。  

➢ 地域ケア会議には、基幹相談支援センターとして地域支援センターそ

しんが参加しており、保健福祉事務所、医師会、ケアマネジャー、訪

問看護も参加しているので、この場が地域包括ケアシステムの協議の

場となると考えており、今年度末の設置に向け検討を重ねている。地

域生活支援拠点の整備については、中核的な事業所との協議の下、要
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領を作成し届け出ていただきたいと考えている。  

⚫ 地域支援センターそしん 

➢ 「コロナ禍だから」という理由でそれが逃げ道になり、本人の意思決

定が疎かになり、社会情勢や事業所の事情で主体が本人にない状況を

招いてしまうことを危惧している。 

➢ コロナが発症した際の個人情報や人権に配慮する必要性を感じる。根

も葉もないうわさや誹謗中傷があり混乱している中で、地域ケア会議

に参加できていることは、チームで課題の抽出や取り組みを行えるチ

ャンスであると感じている。 

 

（3） 第 1 回圏域事例検討会 

 

（4） 第 2 回圏域事例検討会 

日  時 令和 2 年 9 月 14 日（月）14：00～15：00 

場  所 Zoom ミーティング 

参加人数 7 名（ご本人、みくるべ病院ケースワーカー、相談支援専

門員、秦野市障害福祉課、県立保健福祉大助教、平塚保健

福祉事務所秦野センター、かながわ湘南西障福ナビ） 

経緯と内容 平塚保健福祉事務所秦野センターの精神障がいにも対応

した地域包括ケアシステム構築推進事業のケア会議と合同

開催した。ご本人は、精神科病院から地域生活移行を試み、

GH の体験利用した後、病院に戻らざるを得なかった方であ

ったが、相談支援専門員からは、今後の具体の支援の進め方

と併せて、GH の調整にまつわる地域課題についても言及が

あった。かながわ湘南西障福ナビからは、体験利用により

GH の利用イメージができたことが大きな収穫であり、この

先につながる貴重な経験であることをお伝えした。  

＊その後、10/12 地域移行支援会議にも参加 

日  時 令和 2 年 10 月 1 日（木）15：30～17：30 

場  所 A 施設 

参加人数 5 名（障害福祉主管課ケースワーカー、相談支援専門員、

A 施設職員 2 名、かながわ湘南西障福ナビ） 

経緯と内容 行政と相談支援専門員から施設入所の調整が必要な障害

者虐待事例の相談を受けたため、当事者支援に関わったこ

とのある短期入所施設を同行訪問した。意見交換を通じ

て、今後の支援方針、必要な環境、施設側が懸念する事柄、

家族像について共通認識を持つことができた。  
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（5） 第 3 回圏域事例検討会 

 

（6） 第 4 回圏域事例検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時 令和 2 年 11 月 16 日（月）13：45～15：45 

場  所 丹沢自律生活センター総合相談室 

参加人数 7 名（しせん相談室ひらつか 相談支援専門員 5 名、かな

がわ湘南西障福ナビ 2 名） 

経緯と内容 神奈川県相談支援従事者初任者研修で使用しているアセ

スメント様式は近年新たに導入されたもので、まだ地域で

普及している訳ではない。今後、この様式でのアセスメン

トを学んだ相談支援専門員が増えてくることから、委託相

談支援事業所が、地域の相談支援専門員とスムーズ連携を

進められるよう、このアセスメント様式の体験を目的に、

しせん相談室ひらつか から事例提供を受け開催した。併

せて、アセスメントのポイントについて確認し合った。  

日  時 令和 2 年 12 月 11 日（金）14：00～16：00 

場  所 ぱれっと・はだの 

参加人数 7 名（秦野市障害福祉課 2 名、秦野市基幹相談支援セン

ター2 名、障害福祉なんでも相談室 2 名、かながわ湘南

西障福ナビ） 

経緯と内容 秦野市障害福祉課と秦野市基幹相談支援センターからの

依頼により、秦野市相談支援事業所等連絡会で相談支援専

門員を対象に実施したアンケート調査結果のとりまとめ

を通じて、秦野市内の地域課題の整理と新年度からの対策

の立案（相談支援事業所連絡会の運営方法の改善、など）

に協力した。 

＊その後の令和 2 年度内の同様の会議 7 回（12 月 24 日、

令和 3 年 1 月 6 日、2 月 1 日、8 日、22 日、3 月 11

日、26 日）にも参加し、協議した。 
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3. 湘南西部圏域内での研修の共有 

令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症の流行により、地域で開催される研修

会は大きく減りました。また、一部対面で開催された研修会などは、短時間、最少

人数での開催とされており、年度後半からは、リモート研修の数が増えてきた印象

があります。湘南西部圏域自立支援協議会では、こういった研修をとりまく環境の

変化を考慮し、令和 2 年度湘南西部圏域自立支援協議会事業 事業計画において、

例年行ってきた圏域内市町協議会等が主催する研修の圏域内共有には取り組まない

こととしました。（事務局に、研修主催者からメールによる案内の周知があった研修

等は、これまで通りその都度対応しています。） 

 

4. 相談支援体制充実強化事業 

本事業は、県域の相談支援専門員を対象に、昨年度より支援困難事例に関する専

門的かつ継続的な助言等を行う事業として神奈川県が、かながわ湘南西障福ナビと

同様に各圏域の地域生活ナビゲーションセンター（以下、「圏域ナビ」という）に委

託して実施しています。相談支援専門員から基幹相談支援センター等を通じて（ま

たは直接）支援依頼を受けた圏域ナビが、専門機関（神奈川県立保健福祉大の研究

者、神奈川県精神保健福祉センターの精神科医や福祉職等）と事例検討会（コンサ

ルテーション）を開催しています。その後は専門機関による見立てや助言をもとに、

圏域ナビが伴走者として必要な期間関わります。また、支援困難事例を支援する相

談支援専門員を後方支援することと併せて、地域の中心となる相談支援専門員を育

成することも目的であることから、基幹相談支援センターや委託相談支援事業所に

も本事業への協力と参加をお願いしています。今年度は、昨年度末で中断された 1

事例を含む 2 事例に取り組みました。 

 

（1） コンサルテーション 

 

2 事例とも、相談支援専門員も含めた支援者は、これまでの支援の中で疲弊して

いる様子がありましたが、事例検討会終了時には、新しい発見や捉え方の変化を通

じて、まだできることがあると気づき、皆表情が和らぎました。かながわ湘南西障

福ナビでは、事例検討会で共有された今後の対処方針に則り支援を再開できるよう

に、会議の成果をとりまとめて、報告書として出席者全員と共有しています。ｐ29

の図は、会議の成果を通所事業所職員全体で共有していただくことを目的に、ポイ

日 時 《1 事例目》 

令和 2 年 6 月 23 日（火）10:00 ～ 12：30 

《2 事例目》 

令和 2 年 10 月 28 日（水）14：00 ～ 16：00 

参加者 相談支援専門員、障害福祉主管課ケースワーカー、基幹相談支

援センター等、サービス提供事業所、県立保健福祉大学講師（助

言者）、かながわ湘南西障福ナビ 



28  

 

ントを視覚的に分かりやすく伝えるため、事務局が補助的に作成した報告書の一例

です。事例検討会終了後は、継続支援として会議を開催しますが、2 事例とも個別

の事情により、開催していません。 

 

（2） 事例研究会 

 

 

2 年度に渡る事例研究会と半年間の編集作

業を経て、令和 3 年 3 月に相談支援専門員向

けに 

「支援困難事例に関する対応事例集」  

が発行されました。この事例集（冊子）は、

令和３年 3 月に神奈川県から市町村経由で神

奈川県域のすべての相談支援事業所に配布さ

れました。 

 

データファイルをご希望の方は、 

「神奈川県 相談支援体制の充実のために」

で検索し、神奈川県の該当ホームページ

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ 

yv4/20210406.html 

からダウンロードしてご利用ください。 

 

日  時 令和 2 年 9 月 2 日、10 月 7 日、11 月 9 日、12 月 7

日（Web）、22 日（Web）、令和 3 年 1 月 14 日（Web）、

2 月 5 日（Web）、19 日 

場  所 ふじさわ基幹相談支援センターえぽめいく 会議室 

参加人数 10 名（神奈川県障害福祉課、神奈川県立保健福祉大講師、

横須賀三浦圏域ナビ、湘南東部圏域ナビ 2 名、県央圏域

ナビ、県西圏域ナビ 2 名、かながわ湘南西障福ナビ 2 名） 

内容 事例集としての全体の構成、各圏域から集まった事例の掲

載内容（項目、表現方法など）などについて意見交換し、

各種調整を行った。また、それと連動して、事例集を通じ

て相談支援専門員をどのように支えるか、どのようなメッ

セージを送るかについても検討を重ねた。 

その他、令和 3 年 2 月 21 日に緊急作業会議を Web で 2

度開催し、巻末の参考資料と各事例の『この事例から学ぶ

こと』との紐づけ作業を進めた。 
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＊このページのスライドは、湘南西部圏域でのコンサルテーション後に助言者のアドバイスを

まとめた参考資料であり、「支援困難事例に関する対応事例集」とは関係がありません。  

             
               

       
             
      
           
             
         

                

                
               

     

        

                
               
               
    

             
                
  

               
         

            
            
            
            
         
            
         

      

            

  

               
              
              
              
              
 

               
  

              

 

 
 

                       

支援方 

                     
                     
       
                     
                 
                      
  

                    

                
       
              

       

                  
                 
          

                   
                   
          
              

                   
           

                   
                   
                    
                   
      
                   
                   
           

      

        
      

    

                       



30  

 

IV . 湘南西部圏域重症心身障害児者及び 

           医療的ケアを必要とする方の支援ネットワーク活動報告 

 

1. 重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワークの概要  

平成 22 年度の支援検討委員会における実態調査結果から抽出した地域課題の軽

減・解消に向けて、情報交換と地域連携の強化を目的としてネットワーク活動を開

始しました。今年度は、他の活動と同様に、ネットワーク会議は Web で開催しまし

た。当初は昨年度の中心的な議題であった災害への備えについて更に深めていく予

定でしたが、新型コロナウイルス感染症に関する情報交換・意見交換が中心になっ

ています。医療機関懇談会は、医療機関の本来業務のひっ迫状況を考慮し、また、

事業所情報交換会は、50 名規模でのグループワークの実施は難しいと判断し、それ

ぞれ開催を見送りました。一昨年度から平塚保健福祉事務所秦野センター（以下、「秦

野センター」という）の小児特定疾病部会に設置されたワーキングにおいて、退院

して自宅に戻る医療的ケアを必要とするお子さんと保護者の方のニーズに応えるた

めのツールを作成し、昨年度末の研修会で公表し、参加者との意見交換により更に

改良を進める予定でしたが、新型コロナウイルス感染症により令和２年度へ延期に

なった経過がありました。しかし、令和２年度中も同様の理由から開催の目途は立

ちませんでした。令和３年度は、新型コロナウイルス感染症による社会の動向も考

慮しつつ、再検討の必要があります。 

 

 

ＯＨＡＮＡの会 
病児･肢体不自由児･者･父母の会  

湘南ＨＯＮカンパニー  

平塚児童相談所 平塚保健福祉事務所 

平塚保健福祉事務所秦野センター 神奈川県立総合療育相談センター 

平塚市障がい福祉課 平塚市こども家庭課 

秦野市障害福祉課 伊勢原市障がい福祉課 

大磯町町民福祉部福祉課 障がい福祉係 二宮町健康福祉部福祉保険課 

神奈川県立平塚養護学校 神奈川県立秦野養護学校 

神奈川病院 訪問看護ステーションひかり 

つるかめ訪問看護ステーションかみおおつき  すこやか園生活支援センター 

ソーレ平塚（あんしんネット） 障害児･者･家族サポート事業所 スプラウト 

ソーレ平塚地域支援センター 地域支援センターそしん 

神奈川県障害福祉課 

 

表 3 令和 2 年度圏域重心・医療的ケア支援ネットワーク参加機関名簿  
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２．重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワークの活動状況  

（1） 第 1 回重心・医療的ケア支援ネットワーク会議  

 

【主な議題と内容】 

① 神奈川県障害者自立支援協議会、湘南西部圏域自立支援協議会の取り組み状

況、今後の予定について報告し、以下の配布資料を説明する。 

⚫ 「神奈川県医療的ケア児実態把握調査結果（概要）」  

（https://www.pref.kanagawa.jp/documents/60655/ikeatyousa-

gaiyou.pdf） 

⚫ 「災害時の電源対策に『０円ソーラープラン』」  

（http://ohisama.kcmc.jp/information/1287/） 

おひさま 小児在宅療養ナビ 

⚫ 「人工呼吸器などで使用、災害時備え発電機購入『医療的ケア児』いる家庭

らの団体、ネットで資金募る」 

（https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/192019） 

2020 年 3 月 30 日 京都新聞   

⚫ 「令和元年度障害者総合福祉推進事業 『医療的ケア児者とその家族の生活

実態調査』調査結果概要」 

（https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2020/05/koukai_20

0520_1_2.pdf） 

2020 年 5 月 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 

⚫ 「新型コロナウイルスによる生活への影響等緊急アンケート調査結果」

（https://sites.google.com/view/kyoto-kick/お役立ち情報/コロナウイ

ルス緊急アンケート結果） 

＜公式＞京都の医療的ケアを考える会 KICK 2020 年 5 月 23 日実施「新

型コロナウイルスによる生活への影響等緊急アンケート」結果一覧  

⚫ 「鎌倉市・逗子市・葉山町にお住いの方へ 医療的ケアなどが必要なお子さ

んへ相談窓口のご案内」 

（ https://www.pref.kanagawa.jp/documents/66134/goannai.pdf ） 

⚫ 「医療的ケア児等医療情報共有システム（MEIS）について」 

（https://www.mhlw.go.jp/content/12204500/000652672.pdf） 

 

② 本会議で伝えたいこと 

⚫ 湘南ＨＯＮカンパニー 

手指消毒用エタノールやアルコール綿が手に入らない場合の不安がぬ

日  時 令和 2 年 9 月 4 日（金）10：00～12：00 

場  所 Web 開催（Zoom ミーティング） 

参加人数 25 名 
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ぐえない。医療的ケアの必要な障害児者専用の購入サイトを情報としてい

ただいた。厚労省運営サイトなので、全国対象だと思うが、私も含め知ら

ないご家庭がほとんどであった。情報の迅速な周知を願う。 

⇒ アルコール綿など衛生用品の配布情報については、情報の収集と必要

な情報の迅速な周知には、今年度衛生用品等の配布情報を事務局から

メールまたは電話で発信し、各市町、特別支援学校、事業所から当事

者家族に直接周知いただいている。今後も本ネットワーク関係の皆様

に協力いただきながら進めていきたい。（事務局）  

⚫ ソーレ平塚地域支援センター 

 当事業所では PCR 検査を受けた職員や利用者が複数いたが、国や県の

ガイドラインのみでは事業休止等の対応の判断が難しい。他事業所等の対

応の基準を知っていれば、サービスを併用している利用者への幅広い対応

が可能になるため、事業所間の情報共有が大事だ。  

⇒ ソーレ平塚地域支援センターを併用している利用者がいるため、感

染疑いがあった際は互いに協議して対応を決めざるを得ない。ハイ

リスクな利用者が多いため、一時閉所や時間短縮等の厳しい対応を

した。ただ、非常に多くの時間を要し、対応の遅れや、後で判明す

ることも多かったため、判断の明快な基準があると非常に有難い。

（障害児･者･家族サポート事業所 スプラウト） 

⇒ 当法人のマニュアルでは、PCR 検査を受けた時点で、結果が分かる

までは事業を休止することとした。これまで利用者のサービス併用

先として前出の２事業所と密に連携し、PCR 検査情報を得て事業を

休止していたが、今後次々に PCR 検査を受ける方が出ると、長期

間の事業休止も考えられ、法人内の他の事業へも影響が及ぶ。他事

業所での判断基準を調査したところ、A 市では検査中でも陽性が確

定していなければ事業を継続する共通認識があるようだった。PCR

検査を受けた段階で事業を休止する必要性の有無について、県や圏

域で共通認識を持てると良い。（地域支援センターそしん） 

⇒ 現段階では特に一定のルールを設けている市町の情報を確認できて

いないが、実際に同様の問合せが県に寄せられている。改めてお示

しできるものがあるか確認したい。（県障害福祉課） 

➡ 会議終了後、県障害福祉課より、提供できる情報は無いと事務

局に連絡あり。また、ネットワーク委員より、A 市の介護保険

事業所向けで該当する文書があるとの情報提供があり、それぞ

れ会議出席者と情報を共有した。 

 

⚫ 平塚市こども家庭課  

医療的ケア児の家族から“実際の生活の様子を見てほしい”と要望があ

り、外出時の物品や車に乗り込む様子を拝見した。日々時間や体力がギリ
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ギリの状況であり、レスパイトの大切さを伺った。支援者が正確に生活を

イメージできるよう、Web 会議等で映像を用いて情報共有できると良い

との提案があり、今後対応を検討したい。 

⚫ 訪問看護ステーションひかり 

様々な課題を抱えた家庭があるが、ケース会議を開催することで困りを

整理し、複数の支援者で解決策を検討しサポートできる。市でケース会議

を設けていただけると良いのではないか。  

⇒ 医療的ケア児分科会の中でコア会議のような場の設置を考えており、

そこで検討したい。今後進めていきたい。（平塚市こども家庭課） 

⇒ サービスを利用していない小さい子どもの場合、障害児相談支援の対

象にならず委託相談支援事業所が中心になると思われるが、イニシア

チブをとっていく人が見えづらい印象がある。（事務局） 

 

③ 本会議で他機関に尋ねたいこと 

⚫ 神奈川県のコロナ対応スキーム 

➢ コロナの不安を他の保護者に尋ねたところ、一番は介護者の感染であ

った。神奈川県のホームページには、家族がコロナ入院した場合、陰

性の本人を受け入れる『短期入所協力施設』や、福祉的ケアの割合が

高く医療機関への入院が難しい陽性の本人を受け入れる『ケア付き宿

泊療養施設』が載っているが、稼働状況はいかがか。（湘南ＨＯＮカ

ンパニー） 

⇒ 介護者がコロナ入院で不在となった場合、まずは保健所で優先的

に PCR 検査をしていただいた上で、その方の状態像に応じて行

き先を調整していく。この事業は福祉の度合いが強い方が対象だ

が、現状では医療的ケアの必要な障害児者は対象にはならないの

で、県の対策本部で対応を検討中である。（県障害福祉課） 

➢ ヘルパー等での感染者発生によりサービスが提供できなくなった場

合、そこへの職員派遣も可能か。（湘南ＨＯＮカンパニー） 

⇒ 「福祉施設における応援職員派遣事業」は、施設の中で職員が感

染または濃厚接触者となった場合に、その代わりに福祉関係職員

を派遣するもので、本事業は生活の場の支援を補完することが目

的であるため、対象施設･種別は原則入所施設やグループホーム

等となっている。（県障害福祉課） 

⚫ ケア付き通学支援 

➢ 市町での動きはいかがか。 

✓ 平塚市：実施に向けて進めたいと考えている。  

✓ 秦野市：実施の方向で考えているが、利用者のニーズがなく、引

き受けていただける事業所がない。 

✓ 伊勢原市：対象者の日々の様子の把握や、車と運転手が必要であ
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るため、事業所の協力が必須だが見つからない。今後、予算内で

資材をどの程度持ち出すかという点を含めて検討を進めたい。  

✓ 大磯町：現在対象者がいないため、特段動きはない。  

✓ 二宮町：対象者が少なく、他市町村の動向も見つつ検討したい。 

⚫ 短期入所 

➢ 神奈川病院の短期入所が個室対応で再開したが、次に利用するまで期

間が長くなると、保護者の精神的肉体的負担が大きくなるため、人数

を縮小してでも受け入れの継続を検討する余地はあるか。 

➢ 利用枠は、平常時よりも少ない状態での再開か。 

⇒ 短期入所の休止期間中も、緊急の方を数人受け入れた。8 月から

再開したが、感染対策のため制限が生じており予約は取りづらい。

これまで 2 ヵ月前から受けていた予約を、前月の上旬に翌月分を

受け、中旬に利用予定を通知することに変更した。緊急性（家族

の入院や治療、出産等）のある方をできるだけ受け入れている。

それ以外の方は順次受け入れるが、8 月は断る方が非常に多かっ

たため、9 月は前月に断った方を優先した。次回の利用まで何ヶ

月も待たせないよう配慮している。9 月に予約したが、“コロナ

が心配だから予約を取り下げたい”という方がいた。本当は利用

したいが怖くて使えないなど、心配な方もいる。（神奈川病院） 

⇒ 既に契約済みで医療的ケアが必要な方に限り 2 床で受け入れて

いる。しかし、“(感染が)心配だから使いたくない”、“福祉施設な

らではの活動が制限されていて楽しめないからやめる”などと利

用を断られるケースもある。契約者との定期連絡の際に、“大変

だけど仕方ないから家で看るしかない”、“限界に近い”と言う家

族もあり、不安を受け止めつつ、利用する気持ちになったら連絡

いただきたいと伝えている。感染症対策で相部屋を個室化する工

事を予定しており、工事中は 1 床になる。（あんしんネット） 

⚫ 通所事業所の感染症対策 

➢ 感染疑いの利用者が乗った送迎車を消毒せずに、養護学校の生徒が乗

車したところ、その感染疑いの方の陰性が確認できるまでその生徒の

通学が禁止になった。学校の基準を満たす方法で消毒し、子どもたち

には安心して送迎車を利用してもらい、学校にも通ってほしいので、

学校で認められている消毒方法を教えていただきたい。（通所事業所） 

⇒ 事業所が対応に苦慮されたことは承知しているが、感染の可能性

を考えて念のため翌日の登校を控えていただいた。スクールバス

は、登下校時それぞれで生徒が降りた後、手が触れる部分の全て

を次亜塩素酸ナトリウム消毒液等で拭いている。現在はマイペッ

トに変更になっている。（特別支援学校） 
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④ 新型コロナウイルス感染症対応に関する保健福祉事務所との意見交換  

事前に募った、事業所等での対応で迷うことなど 15 の質問に、保健福祉

事務所から回答いただき、意見交換を行った。 

 

回答と意見交換の内容は、令和 2 年 9 月時点の知見に基づくものであり、

時間の経過とともに相違する可能性があるため、本報告書では掲載しま

せん。本会議終了後にそこでの質疑も踏まえ、平塚保健福祉事務所は、

地域の事業所が抱える不安に応えるため、湘南西部圏域の障害福祉サー

ビス提供事業所向けに、「新型コロナウイルス感染症が疑われたら・・・」、

「新型コロナウイルス感染症対策チェックリスト（入所系）（通所系）（訪

問系）」（資料編ｐ48～49）を作成され、かながわ湘南西障福ナビを通

じて 9 月に圏域内市町、関係機関に配信しました。その後、県障害福祉

課からの要請により、他圏域にも参考資料として配布されることになり

ました。令和 3 年 3 月末時点で「新型コロナウイルス感染症が疑われた

ら・・・」には現状にそぐわない内容が含まれていますが、連携して地

域を支える取り組みの記録として参考までに掲載するものであることに

留意してください。 

 

（2） 第 2 回重心・医療的ケア支援ネットワーク会議  

【主な議題と内容】   

① 各機関の取り組み状況 

⚫ 神奈川県 

➢ 「医療的ケア児への支援について」（神奈川県ホームページ） 

神奈川県医療的ケア児等実態把握調査結果での、支援に関する情報

発信を強化すべきとのご意見を基に、ホームページの充実を図ってい

る。新型コロナウイルス感染症に係る関連情報について新たに項目を

追加するなど、新しい情報を集約し随時掲載できるよう努めている。 

 OHANA の会 

県ホームページの内容の充実に向け、以下の意見をヒアリング

でお伝えした。1 ⃣出産後に病院を退院して在宅生活に戻った時、

何が必要かすら分からなかったため、そんな家族を導いてくれる

ナビゲーターが欲しい。2 ⃣既存の資料は手帳取得後にできること

が中心に掲載されているが、在宅生活の開始直後は通院に必要な

情報の収集などがまず必要であることから、関係機関に出向く前

に、困りごとに対応する相談先の一覧が欲しい。3 ⃣家族は障害受

日  時 令和 3 年 1 月 22 日（金）10：00～12：00 

場  所 Web 開催（Zoom ミーティング） 

参加人数 26 名 
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容ができていないため、資料を渡されてもショックを受ける可能

性がある。病院にポスターを掲示し、そこに掲載されたＱＲコー

ドから退院前に自ら情報が取得できると良い。 

➢ ケア付き通学支援 

令和元年度に県が予算化した市町村が取り組む事業であり、現在実

績は確認されていない。近隣で先進的に取り組みを進めている事業所

では、放課後等デイサービス事業所の看護師及び送迎車両等を活用し、

その事業所を利用している児童から試験的に始めて行く予定で、次年

度は 2 つ目の事業所が実施を検討している。 

➢ 医療的ケア児等コーディネーター 

配置と運用が重要であり、県医療課と協力し動いている。横須賀・

三浦圏域では、行政を含めた関係者で検討会を開催し、コーディネー

ターの役割と活動について意見交換し、令和 5 年度から横須賀・三浦

圏域で実施予定である。会議の傍聴は可能である。  

⚫ 平塚保健福祉事務所 

 小児慢性特定疾病患児の療養状況や災害時の備え等を更新時アンケー

トで確認した（平塚・大磯・二宮・藤沢・茅ヶ崎・寒川の 720 名対象）。

就学前児童の 3 割、就学後児童の 7 割の家族が相談を希望しており、希

望する相談内容は「今後の症状の変化」「就園先・就学先」「通学介助」「移

送・交通費」「レスパイト先」「生活のために就労が必要、預け先が欲しい」

「災害時の電源・薬・避難所」などだった。  

➢ 災害への備えで、予備バッテリーが高額という課題があるが、自治体

によっては日常生活用具として補助の対象となっている。災害時の課

題については今後も取り上げていきたい。（事務局）  

⚫ 平塚市障がい福祉課 

重症心身障害のある方の主たる介護者である家族がコロナ陽性となり

入院（本人は濃厚接触者だったが陰性）し、市や県も介入したが施設の短

期入所にもつながらず、結果的に同居のコロナ陽性の別の家族が本人を介

護せざるを得ない状態となり、対応に苦慮した。（ｐ15 と同一事例） 

➢ 第 1 回の本会議で、ケア付き宿泊療養施設や短期入所協力施設を利用

することが難しいと分かったが、実際に起きた事例を基に対応を検討

しなればいけない。圏域協議会でも報告する予定である。（事務局）  

➢ 人工呼吸器を使用している児童の家族が陽性となり、「2 週間、訪問

看護を休む」と言われた。当事業所では対応する方針であったが、家

族が辞退された。（訪問看護ステーションひかり）  

⚫ 平塚市こども家庭課 

 医療的ケア児支援分科会では、医療的ケア児や重心の方に特化したペー

ジを平塚市ホームページ上に作成予定である。また、災害への不安に対し

て、市災害対策課の協力を得て取り組みを進めるべく、アンケートを実施
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している。放課後等デイサービスを医療的ケア児や重心の方に多く支給す

ることができないか検討しており、こちらもアンケートを実施している。 

⚫ 伊勢原市障がい福祉課 

 医療的ケアを必要とする障がい児者の日中活動の場を確保するため、看

護師不在の時間帯に訪問看護師を事業所等に派遣する医療的ケア支援事

業を数年前から検討していた。今年度に入り、翌年 4 月から通園する児

童の相談があり、訪問看護師の保険や指示書（保護者が手順書を作成）の

作成について調整してきた。費用についても負担上限額を設けた要綱を作

成し、実際に動けるよう準備を進めている。  

➢ 特別支援学校で支援を行うことは可能か。（平塚養護学校） 

⇒ 短時間かつ看護師が不在の時間帯であれば可能である。（伊勢原

市障がい福祉課）  

⚫ 訪問看護ステーションひかり 

 コロナ禍で母親たちが体調を崩していることが目立つためアンケート

調査を実施した（25 名中 24 名が回答）。幼児や小学生の子育てをしてい

る母親は自分の時間が持てて成長を楽しんでいる様子もあった。中学生以

上の子を持つ母親たちは、祖父母が高齢となりサポートが無くなったこと

で、母親の身体的・精神的な不調が多くなっていた。高校生以上の子ども

を持つ母親たちは、子どもの身長が伸び体重も増え、介護が大変となって

いて、腰痛、睡眠時間が少なさによる体調不良、自分が受診する時間の取

れなさ、自分の時間が持てないことでのイライラなどが目立った。しかし、

子どもが成人になると通所が送迎付きとなるため、身体が楽になり、イラ

イラすることもなく精神的にゆとりができた、と回答する母親が多かった。

また、24 名中 12 名の母親は就労・社会復帰を考えており、現在 5 名の

母親が働いている。出産後 1～2 年の間は不安定で、社会復帰できない事

にストレスを抱えている傾向があった。  

⚫ ソーレ平塚（あんしんネット） 

 コロナ禍でも、短期入所は中止せずこれまで通り継続してきたが、「短

期入所の利用を控えたい」と辞退する方も多かった。また、コロナの影響

で通所できないため、新たに短期入所利用を希望する方もいた。コロナ禍

ではあるが緊急時や家族の体力の限界などによる利用ニーズに応えるた

め、24 時間 365 日の看護師配置によるサービスの提供を検討している。  

 来年度であんしんネットの事業が終了になる可能性があり、神奈川県は、

病院等での医療型短期入所への移行を勧めている。利用者の中には、身体

拘束や生活の場ではないため楽しめないことなどへの不安を訴え、病院で

はない福祉サービスの利用を希望する方がいる。他にも強い困り感や将来

への不安などの相談が寄せられており、今後も支援の継続が必要と感じて

いる。ただ、事業終了により人件費など予算面の不安が生じるため、その

まま事業を継続できるか心配している。  
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⚫ 障害児・者・家族サポート事業所スプラウト  

 利用者の年齢が高くなってきており 40 代半ばの利用者もいる。今後、

自宅での介護が難しくなった方へ対応するため、医療的ケアのある成人を

対象としたグループホーム開設を検討している。夜間看護師の配置は、負

担が大きいが、利用者が日中に当事業所へ通所することで経営が成り立つ。

医療的ケア児は注目を浴びているが、当事業所では医療ケアのある成人に

ついても力を注ぎたい 

 

② 意見・情報交換 

⚫ 平塚市こども家庭課 

➢ 重心児の放課後等デイサービス支給量への配慮、ケア付き通学支援と

医療的ケア児等コーディネーター配置の進捗があれば、うかがいたい。

当市では、近隣市のケア付き通学支援の実施要綱を参考に案を作成し、

担い手候補の事業所に意見をうかがい進める予定である。 

 ケア付き通学支援では、午前中の看護師の確保が課題である。放

課後等デイサービスの支給量は個別に調整を行っており、重度障

害により標準支給日数以上の方もいる。（伊勢原市障がい福祉課） 

 重心判定を受けている方、重度重複障害のある方は上限日数を 3

日、家族が協力できない状況で条件を満たせば上限日数を 8 日多

くするなどしている。（大磯町障がい福祉係）  

➢ 医療的ケア児等コーディネーターの「配置」とは何をもって配置とす

るのか。（大磯町障がい福祉係からも同様の質問あり）  

 具体的に国から示されていない。次年度以降も、障害福祉計画・

障害児福祉計画の策定目標になっているため、確認後、情報提供

したい。（県障害福祉課）  

⚫ 訪問看護ステーションひかり 

神奈川病院の短期入所を利用する家族の中には、荷物が多く困っている

方もいる。一般駐車場から病棟に荷物を持って行く負担が大きいとも聞く。 

➢ 神奈川病院 

1 年前に例外ケースの適用が終了し、多くの利用者が大荷物となっ

ている事を、当院でも問題視してきた。そのため、「短期入所用のア

メニティ」を提供するため、内容や費用について検討している。駐車

場については、現在「駐車許可証」を発行し重心病棟の近くの駐車場

に車を止めることを許可している。昨年 1 月から実施していたが、コ

ロナの影響で情報が行き届かずにいた。  

この度の緊急事態宣言の延長に伴い、「緊急性のある方の利用」と

させていただき通知した。今月から短期入所利用者は、重心病棟近く

の駐車場へ到着後に療育指導室に電話を入れ、駐車場に職員が出向き

検査を実施している。  
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V . 自立支援協議会、部会等への参加状況について 

 

  以下の会議に参加し、連携して取り組みを進めました。新型コロナウイルスの影

響等で中止になり、年度内に参加実績のない会議は記載していません。  

神奈川県障害者自立支援協議会（書面 2） 

平塚市障がい者自立支援協議会（書面 1） 

平塚市障がい者自立支援協議会 地域生活支援部会精神分科会（対面 2） 

平塚市障がい者自立支援協議会 こども部会医療的ケア児支援分科会（書面 1） 

秦野市障害者支援委員会（対面 2、書面 1） 

秦野市相談支援事業所等連絡会（対面 3） 

秦野市相談支援事業所等連絡会 アンケートとりまとめワーキング（対面 7）  

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会（対面 2、Web1） 

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会 企画運営会議（対面 2） 

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会 相談支援部会（対面 1、書面 1、Web1） 

二宮町・大磯町障害者自立支援協議会（書面 2） 

二宮町・大磯町障害者自立支援協議会 部会（対面 1、書面 2） 

神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議（対面１） ナビ連絡会（Web2） 

湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会（書面 3） 

平塚保健福祉事務所秦野センター 地域精神保健福祉連絡協議会（書面 1） 

平塚保健福祉事務所秦野センター 保健福祉サービス連携会議母子保健委員会（書面 1） 

湘南西部圏域あんしんネット支援協議会（書面 1） 

平塚児童相談所 施設入所中児童の地域移行に係る連絡会議（書面 1） 

平塚児童相談所 施設入所中児童の地域移行に係る連絡会議（書面 1） 

放課後デイサービス特例措置終了期限設定に関する意見交換会（Web1） 

神奈川県立平塚養護学校 肢体不自由教育部門の進路に関わる連絡会（対面 1） 
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資料編  

⚫ 「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会設置要綱」（ｐ41） 

⚫ 「令和２年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業  

事業計画」（ｐ41） 

⚫ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた県の基本方針  

「別添資料 1 イベント等の実施の取り扱い」（ｐ43） 

⚫  令和２年度第１回湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会  

「協議事項『新型コロナウイルス感染対応から見えた課題について』に関する

ご意見」（ｐ44） 

⚫  令和２年度第１回湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会  

「資料に関する質問と回答」（ｐ44） 

⚫ 「 【情報提供】市内障害福祉サービス事業所内でコロナ陽性者が発生した 

場合の対処」（ｐ46） 

⚫ 「障害福祉サービス事業所における新型コロナウイルス感染症対応フロー

（対象者：入所者、通所者、施設職員の場合）」（ｐ47） 

⚫ 「新型コロナウイルス感染症が疑われたら・・・」（ｐ48） 

「新型コロナウイルス感染症対策チェックリスト（入所系サービス）」（ｐ48） 

「新型コロナウイルス感染症対策チェックリスト（通所系サービス）」（ｐ49） 

「新型コロナウイルス感染症対策チェックリスト（訪問系サービス）」（ｐ49） 

⚫ かながわ湘南西障福ナビだより第 107 号～第 112 号（ｐ50） 

                         （令和 2 年度発行分） 
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者
自

立
支

援
協

議
会

に
出

席
し

、
協

議
会

等
で

の
地

域
課

題
や

相
談

支
援

等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
支

援
の

取
り

組
み

状
況

等
に

つ
い

て
報

告
を

行
う

。
ま

た
、
神

奈
川

県
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
に

係
る

調
査

・
研

究
等

に
協

力
し

、
権

利
擁

護
部

会
に

参
画

す
る

。
 

 

2
.
 
湘

南
西

部
障

害
保

健
福

祉
圏

域
相

談
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
等

 

令
和

2
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

に
向

け
た

神
奈

川
県

の
方

針

を
受

け
、

主
催

す
る

会
議

・
事

例
検

討
会

は
、

原
則

と
し

て
、

書
面

も
し

く
は

W
E
B
で

開
催

す

る
。

 

た
だ

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

の
ま

ん
延

状
況

や
そ

の
他

の
状

況
を

鑑
み

、
神

奈

川
県

と
協

議
の

上
、

開
催

時
期

・
方

法
・

回
数

を
変

更
す

る
。
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（
1
）

 
相

談
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

圏
域

内
市

町
行

政
、
委

託
相

談
支

援
事

業
所

を
中

心
に

、
保

健
福

祉
事

務
所

、
発

達
障

害
者

支

援
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
で

構
成

す
る

。
湘

南
西

部
圏

域
内

市
町

の
相

談
支

援
体

制
整

備
と

人
材

育
成

の
促

進
を

目
的

に
、
地

域
で

の
取

り
組

み
や

課
題

を
共

有
し

、
解

決
に

向
け

て
協

力
し

て
取

り
組

む
。

 

①
  
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
 

W
E
B
も

し
く

は
書

面
で

年
2
回

（
9
月

、
1
月

）
開

催
す

る
。

 

②
  
湘

南
西

部
圏

域
事

例
検

討
会

 

湘
南

西
部

圏
域

市
町

協
議

会
の

相
談

部
会

等
と

事
例

検
討

会
を

合
同

開
催

し
、

地
域

に
お

け
る

事
例

検
討

会
の

定
着

に
よ

る
相

談
支

援
専

門
員

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

更
な

る
充

実
に

協

力
す

る
。

年
に

4
回

開
催

す
る

。
 

③
  
研

修
の

共
有

 

湘
南

西
部

圏
域

内
の

市
町

協
議

会
、
部

会
等

が
主

催
す

る
研

修
会

の
う

ち
、
主

催
者

か
ら

了

解
を

得
ら

れ
た

研
修

会
を

圏
域

内
の

他
の

市
町

に
共

有
す

る
こ

と
で

、
人

材
育

成
の

機
会

を

増
や

す
。

 

た
だ

し
、
令

和
2
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

の
観

点
か

ら
、
よ

り
少

な
い

人
数

で
の

開
催

が
望

ま
し

い
こ

と
か

ら
、

実
施

し
な

い
。

 

④
  
相

談
支

援
従

事
者

初
任

者
研

修
へ

の
講

師
派

遣
 

相
談

支
援

従
事

者
初

任
者

研
修

に
湘

南
西

部
圏

域
地

域
生

活
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

か
ら

講
師

等
を

派
遣

し
、

圏
域

内
の

新
規

の
相

談
支

援
従

事
者

の
養

成
に

関
わ

る
こ

と
で

、

市
町

協
議

会
の

相
談

部
会

等
に

つ
な

が
る

き
っ

か
け

を
作

り
、

相
談

支
援

専
門

員
の

人
材

育

成
を

進
め

る
。
令

和
2
年

度
か

ら
の

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

に
伴

い
、
年

に
1
0
日

程
度

派

遣
す

る
。

 

⑤
  
相

談
支

援
体

制
充

実
強

化
事

業
 

相
談

支
援

専
門

員
か

ら
支

援
依

頼
を

受
け

、
湘

南
西

部
圏

域
地

域
生

活
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

が
専

門
機

関
に

よ
る

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
の

開
催

を
調

整
し

、
そ

こ
で

の
見

立

て
や

助
言

を
も

と
に

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

や
委

託
相

談
支

援
事

業
所

と
連

携
し

て
そ

の

後
の

支
援

の
伴

走
者

と
し

て
必

要
な

期
間

関
わ

る
。

ま
た

、
神

奈
川

県
が

主
催

す
る

研
究

会

で
の

対
応

事
例

集
作

成
に

協
力

す
る

。
今

年
度

は
新

規
で

1
事

例
対

応
し

、
神

奈
川

県
か

ら

の
要

請
に

基
づ

き
研

究
会

に
出

席
す

る
。

 

（
1
）

 
重

症
心

身
障

害
児

者
及

び
医

療
的

ケ
ア

の
必

要
な

方
の

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 

湘
南

西
部

圏
域

内
の

当
事

者
家

族
、
事

業
所

、
市

町
行

政
、
保

健
福

祉
事

務
所

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

で
構

成
し

、
平

成
2
2
年

度
の

支
援

検
討

委
員

会
実

態
調

査
結

果
か

ら
把

握
し

た

圏
域

課
題

を
は

じ
め

と
し

た
重

症
心

身
障

害
児

者
及

び
医

療
的

ケ
ア

を
必

要
と

す
る

方
に

関
す

る
地

域
課

題
の

解
消

に
む

け
て

、
情

報
交

換
と

連
携

の
強

化
に

取
り

組
む

。
 

①
 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
 

W
E
B
も

し
く

は
書

面
で

年
に

2
回

（
9
月

、
2
月

）
開

催
す

る
。

 

②
 
医

療
機

関
懇

談
会

 

湘
南

西
部

圏
域

内
の

医
療

機
関

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

事
業

者
、
保

健
福

祉
事

務
所

、
訪

問
看

護
を

中
心

に
、
市

町
行

政
、
相

談
支

援
事

業
所

、
医

師
へ

も
参

加
を

呼
び

掛
け

て
年

に
1
回

会
議

を
開

催
す

る
。

 

た
だ

し
、
令

和
2
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

の
観

点
か

ら
開

催

し
な

い
。

 

③
 
事

業
所

情
報

交
換

会
 

湘
南

西
部

圏
域

内
の

重
症

心
身

障
害

児
者

及
び

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
方

を
支

援
す

る
事

業
所

間
の

顔
の

見
え

る
関

係
の

構
築

に
よ

る
連

携
の

強
化

と
情

報
交

換
を

目
的

に
開

催

す
る

。
 

た
だ

し
、

令
和

2
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

の
観

点
か

ら
開

催
し

な
い

。
 

④
 
医

療
的

ケ
ア

を
必

要
と

す
る

児
童

の
退

院
に

伴
う

地
域

と
の

連
携

ツ
ー

ル
の

作
成

 

平
塚

保
健

福
祉

事
務

所
秦

野
セ

ン
タ

ー
小

児
特

定
疾

病
部

会
ワ

ー
キ

ン
グ

に
参

画
し

、
医

療
機

関
、

行
政

と
と

も
に

連
携

ツ
ー

ル
を

作
成

し
、

実
際

の
退

院
場

面
で

の
活

用
の

検
証

を

目
指

し
協

働
す

る
。
ま

た
、
研

修
会

を
共

催
し

、
ツ

ー
ル

の
活

用
と

医
療
・
福

祉
・
教

育
・
母

子
保

健
の

顔
の

見
え

る
関

係
の

構
築

づ
く

り
を

進
め

る
。

 

た
だ

し
、
令

和
2
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

の
観

点
か

ら
、
平

塚
保

健
福

祉
事

務
所

秦
野

セ
ン

タ
ー

と
の

協
議

に
よ

り
実

施
す

る
。

 

 

（
2
）

 
湘

南
西

部
圏

域
内

市
町

協
議

会
、

部
会

等
と

の
連

携
 

湘
南

西
部

圏
域

内
市

町
協

議
会

と
そ

の
部

会
、

湘
南

西
部

保
健

福
祉

圏
域

障
害

者
差

別
解

消
支

援
地

域
協

議
会

、
湘

南
西

部
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

協
議

会
、

保
健

福
祉

事
務

所
、

児
童

相
談

所
、
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特
別
支
援
学
校
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
広
域
専
門
機
関
等
と
連
携
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
て
協
働
す
る
。
 

 

3.
 
広
報
活
動
 

（
1
）

 「
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
だ
よ
り
」
 

奇
数
月
の
末
日
に
発
行
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
う
。
 

（
2
）

 「
湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
地
域
生
活
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告
書
」

 

令
和

3
年

4
月
に
令
和

2
年
度
分
を
発
行
し
、
当
事
業
の
周
知
の
た
め
関
係
機
関
に
配
布
す

る
。
 

（
3
）

 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

発
行
済
み
の
活
動
報
告
書
や
会
議
開
催
予
定
等
を
掲
載
し
、
情
報
を
発
信
す
る
。
 

（
ht

tp
:/

/w
ww

.j
ou
se

i.
or
.j

p/
ka

nr
en
/k

en
ik
i/

in
de
x.

ht
ml
）
 

以
上
                

令和 3 年 1 月からホームページの URL が

変更になりました。新しい URL は 

https://jousei.or.jp/navi/     

です。 
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令
和

2
年

度
第

1
回

湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
 

協
議

事
項

｢
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感

染
症

対
応

か
ら

見
え

た
課

題
に

つ
い

て
｣
に

関
す

る
ご

意
見

 

 

所
属

 
ご
意
見

 

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
平
塚

 
各
法
人
で
作
成
し
て
い
る
感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

B
C

P
な
ど
を
共

有
し
、
参
考
に
な
る
取
り
組
み
を
圏
域
の
事
業
所
に
も
普
及
で
き
る
と
良

い
と
感
じ
ま
し
た
。

 

秦
野
市
障
害
者
地
域
生
活

支
援
推
進
機
構

 

神
奈
川
県
よ
り
提
示
さ
れ
た
「
介
護
者
が
コ
ロ
ナ
入
院
で
不
在
と
な
っ
た

在
宅
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
受
け
入
れ
る
専
用
入
所
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
」
の
情
報
を
広
く
介
護
者
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
で

も
不
安
解
消
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
う
。
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

 

神
奈
川
県
立
湘
南
養
護
学
校

 
給
食
提
供
に
つ
い
て
、
消
毒
や
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
の
汚
染
物
の
処

理
方
法
・
小
グ
ル
ー
プ
で
の
喫
食
、
介
助
者
は
同
時
に
喫
食
し
な
い
な

ど
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
る
上
で
の
人
員
確
保
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
消
毒
薬
や
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
の
物
品
不
足

が
続
い
て
お
り
、
物
品
不
足
の
た
め
に
人
手
を
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

 

秦
野
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

 
・
目
に
見
え
な
い
も
の
な
の
で
、
子
ど
も
に
“
何
に
気
を
つ
け
な
さ
い
”
と
言

う
具
体
的
な
言
葉
が
な
く
、
教
え
る
事
が
む
ず
か
し
い
。

 

・
育
成
会
の
行
事
、
事
業
を
い
つ
か
ら
再
開
し
て
良
い
の
か
分
か
ら
ず
、

安
心
・
安
全
の
為
、
人
が
集
ま
る
事
を
や
め
て
い
ま
す
。

 

平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
陽
性
者
の
届
け
出
が
あ
っ
て
か
ら
の
、

「
保
健
所
」
で
の
本
人
家
族
関
係
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
と
良
い
と
思
う
。

 

一
部
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
振
り
回
さ
れ
ず
対
応
す
る
た
め
に
も
「
保
健

所
」
を
活
用
し
て
欲
し
い
。

 

平
塚
市
障
が
い
者

 

自
立
支
援
協
議
会

 

障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
に
あ
た
り
、
寄
り
添
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の

大
切
さ
を
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
改
め
て
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。

 

 
小
さ
な
事
で
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

権
利
擁
護
推
進
部

 

地
域
の
中
で
の
集
い
や
サ
ロ
ン
活
動
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
中
、

新
し
い
生
活
様
式
を
と
り
入
れ
た
地
域
福
祉
活
動
の
工
夫
な
ど
、
今
で
き

る
こ
と
を
考
え
た
活
動
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
情
報
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど

の
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

※
名
簿
順
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

 

令
和

2
年

度
第

1
回

湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
 

資
料

に
関

す
る

質
問

と
回

答
 

質 問 １
 

所
 
属

 
神
奈
川
県
立
秦
野
養
護
学
校

 

資
料
番
号

 
１

 
（
事
業
計
画

(案
)・
活
動
予
定

(案
)）

 

ペ
ー
ジ
番
号

 
２
～
７

 

質
問
内
容

 
事
業
計
画
全
体
に
係
る
質
問
で
す
。

 
 

昨
年
度
、
委
員
か
ら
「
共
生
社
会
を
見
据
え
、
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
め
ざ
す
た
め
に

は
、
福
祉
関
係
者
の
み
な
ら
ず
社
会
一
般
の
理
解
や
知
見
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会

の
委
員
と
し
て
地
域
小
中
学
校
の
校
長
先
生
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
各
種
取
組
に
対
す
る

率
直
な
意
見
や
助
言
を
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
」
と
の
趣
旨
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
委
員
が
賛
同
こ
そ
す
れ
、
異
議
は
出
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

 

今
年
度
の
委
員
名
簿
に
は
そ
の
趣
旨
に
基
づ
い
た
委
員
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度

の
意
見
が
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
不
採
用
と
な
っ
た
の
か
、
全
体

の
場
で
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

回
答
内
容

 
（
事
務
局
よ
り
）
 

と
も
に
生
き
る
社
会
の
理
念
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
な
い
現
状
は
、
多
様
な
分
野
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、

神
奈
川
県
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
、
組
織
で
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
圏
域
内
で
も
引
き
続
き

取
り
組
み
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
平
成

3
0
年

５
月

2
4
日
付
け
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
長
連

名
に
よ
る
通
知
に
も
あ
る
よ
う
に
、
社
会
的
な
要
請
で
あ
る
と
も
い
え
、
当
圏
域
に
お
い
て
も
一
層
の
推
進
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

 

湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
委
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
慣
例
的
に
、
必

要
に
応
じ
て

2
年
に

1
回
の
委
員
改
選
期
に
調
整
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
委
員
の
任
期
は
今
年
度
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
回
令
和

3
年

2
月
の
本
協
議
会
に
お
い
て
、
社
会
の
変
化
や
今
日
的
課
題
へ
の
対

応
力
の
強
化
を
目
的
に
、
広
く
委
員
構
成
の
検
討
を
議
題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
ま
で
に
、
市
町

の
普
通
学
校
と
の
協
力
関
係
を
推
進
す
べ
く
、
本
協
議
会
に
ご
参
画
い
た
だ
け
る
適
切
な
立
場
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
、
事
務
局
が
調
査
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
と
も
に
生
き
る
社
会
の
理
念
の
普
及
と
協
働
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
本
協
議
会
に
お
い
て

議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
検
討
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の

検
討
に
よ
り
、
例
え
ば
、
新
た
に
地
域
へ
働
き
か
け
る
手
段
と
し
て
特
別
支
援
学
校
、
地
域
の
教
育
委
員
会
、
本

協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、
教
育
関
係
者
向
け
の
講
演
会
を
企
画
す
る
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
本
協
議

会
は
、
情
勢
を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
議
題
の
選
定
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

な
お
、
議
題
に
応
じ
て
必
要
な
方
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
お
招
き
し
、
意
見
交
換
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
は

可
能
で
す
。
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質 問 ２
 

所
 
属

 
秦
野
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

 

資
料
番
号

 
５
－
１
 
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
か
ら
見
え
た
課
題
）
 

ペ
ー
ジ
番
号

 
２
７

 

質
問
内
容

 
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
秦
野
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
へ
の
質
問
で
す
。

 

「
熱
が
出
て
心
配
な
の
で
、
県
に
何
か
電
話
を
し
て
も
つ
な
が
ら
ず
、
ど
う
し
て
良
い
の
か
分
か

ら
ず
不
安
で
し
た
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
か
つ
な
が
り
や
す
い
方
法
が
あ
り
ま
す
か
。

 

回
答
内
容

 
（
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
秦
野
セ
ン
タ
ー
よ
り
）
 

 

コ
ロ

ナ
禍

で
の

発
熱

症
状

と
い

う
こ

と
で

、
す

ぐ
に

で
も

対
応

に
つ

い
て

ご
相

談
さ

れ
た

か
っ

た
こ

と
と

お
察

し
い

た
し

ま
す

。
お

加
減

が
悪

い
中

、
県

の
相

談
機

関
の

電
話

が
つ

な
が

ら
ず

、
不

安
な

思
い

を
抱

か
せ

て
し

ま

い
大

変
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

 

現
在

、
県

で
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

電
話

相
談

は
、
下

記
の

帰
国

者
・

接
触

者
相

談
セ

ン

タ
ー

で
2

4
時

間
対

応
し

て
お

り
ま

す
が

、
多

数
お

問
合

せ
を

い
た

だ
き

電
話

が
つ

な
が

り
に

く
く

、
皆

様
に

は

大
変

ご
迷

惑
を

お
か

け
致

し
て

お
り

ま
す

。
 

秦
野

市
・

伊
勢

原
市

に
お

住
い

の
方

で
県

の
帰

国
者

・
接

触
者

相
談

セ
ン

タ
ー

に
お

か
け

に
な

り
、
つ

な
が

ら

な
い

場
合

は
、
平

塚
保

健
福

祉
事

務
所

秦
野

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

も
相

談
を

お
受

け
し

て
お

り
ま

す
の

で
、
ど

う

ぞ
、

下
記

の
番

号
ま

で
御

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
基

礎
疾

患
が

あ
り

症
状

に
変

化
が

あ
る

方
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
以

外
の

病
気

が
心

配
な

方

は
、

ま
ず

、
か

か
り

つ
け

の
医

師
に

電
話

で
ご

相
談

さ
れ

る
こ

と
を

お
勧

め
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
体

調
が

悪
化

し

た
り

、
急

変
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
、

救
急

車
を

お
呼

び
く

だ
さ

い
。

 

最
近

で
は

、
県

内
の

新
規

感
染

者
数

も
増

え
て

き
て

お
り

ま
す

。
皆

様
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、
今

後
も

引
き

続

き
、

日
常

生
活

に
お

い
て

「
ま

め
な

手
洗

い
」

、
「

手
指

消
毒

」
、

「
換

気
」

、
「

マ
ス

ク
の

着
用

」
「

3
密

の

回
避

」
（

密
集

・
密

接
・

密
閉

）
を

実
施

し
、

感
染

防
止

に
努

め
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

発
熱

や
風

邪
の

症
状

が
あ

る
場

合
は

、
無

理
を

せ
ず

自
宅

で
療

養
し

、
相

談
・

受
診

を
す

る
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 ＊
相

談
の

目
安

 

・
息

苦
し

さ
（

呼
吸

困
難

）
、

強
い

だ
る

さ
（

倦
怠

感
）

、
高

熱
等

の
い

ず
れ

か
強

い
症

状
が

あ
る

方
 

・
基

礎
疾

患
が

あ
る

方
や

高
齢

者
な

ど
重

症
化

し
や

す
い

方
（

＊
注

意
）
で

、
発

熱
や

咳
な

ど
の

比
較

的
軽

い

風
邪

症
状

が
あ

る
方

 

・
上

記
以

外
で

発
熱

や
咳

な
ど

比
較

的
軽

い
風

邪
の

症
状

が
続

く
方

（
4
日

以
上

続
く

場
合

は
必

ず
ご

相
談

く

だ
さ

い
）

 

 

＊
重

症
化

し
や

す
い

方
と

は
 

高
齢

者
、
糖

尿
病

、
心

不
全

、
呼

吸
器

疾
患
（

C
O

P
D

等
）
等

の
基

礎
疾

患
が

あ
る

方
や

透
析

を
受

け
て

い
る

方
、

免
疫

抑
制

剤
や

抗
が

ん
剤

等
を

用
い

て
い

る
方

 

 

＊
電

話
で

の
相

談
が

難
し

い
方

（
視

覚
、

聴
覚

、
言

語
障

害
を

お
持

ち
の

方
）

 

聴
覚

に
障

が
い

の
あ

る
方

を
は

じ
め

、
電

話
で

の
相

談
が

難
し

い
方

で
、
「

帰
国

者
・
接

触
者

相
談

セ
ン

タ
ー

」

へ
の

ご
相

談
を

ご
希

望
の

場
合

は
、

 
(
1
)
電

話
で

の
相

談
が

難
し

い
こ

と
、

(
2
)
帰

国
者

・
接

触
者

相
談

セ
ン

タ
ー

へ
の

相
談

で
あ

る
こ

と
、

(
3
)
現

在
の

症
状

（
い

つ
か

ら
ど

ん
な

症
状

が
あ

り
、

現
在

は
ど

の
よ

う
な

状

態
か

、
医

療
機

関
は

受
診

済
み

か
な

ど
）
を

ご
記

入
の

上
、
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
（

0
4

5
-2

8
5

-0
2

1
6
）
で

お
送

り
く

だ
さ

い
。

 
 

 

注
意

！
令

和
3
年

4
月

現
在

で
、

こ
の

回
答

内
容

は
古

く
な

っ
て

い
ま

す
。

 

最
新

の
情

報
を

検
索

し
、

利
用

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
≪
参
考
≫

 
今
回
の
質
問
を
い
た
だ
く
ま
で
の
経
過

 

 R
1
.7

.1
7
 
／

 
令
和
元
年
第

1
回
協
議
会

 
議
題

4
 
そ
の
他

 
で
の
提
案

 

平
塚
養
護
学
校
よ
り

 

“
地
域
の
学
校
の
責
任
あ
る
立
場
の
方
の
中
に
す
ら
「
障
害
児
は
特
別
支
援
学
校
で
対
応
し
て
く
れ
な
い

と
困
る
」
と
発
言
す
る
方
が
い
る
。
“
 

 

“
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
は
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
普
通
学
校
の
校
長
か
ら
の
発
信
が
大
切
だ
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
協
議
会
の
よ
う
な
場
に
、
特
別
支
援
学
校
だ
け
で
な
く
普
通
学
校
や
高
校
も
参
加
で

き
る
と
良
い
と
考
え
る
。
”
 
と
の
提
案
を
い
た
だ
く
。

 

↓
 

R
1
.7

 
／

 
令
和
元
年
第

1
回
協
議
会
開
催
結
果
を
踏
ま
え
た
対
応

 

事
務
局
か
ら
該
当
地
域
の
教
育
委
員
会
教
育
指
導
課
に
対
し
情
報
提
供
し
、
善
処
を
お
願
い
し
た
。

 

↓
 

R
1
.1

0
.2

3
 
／

 
令
和
元
年
第

2
回
協
議
会
に
お
け
る
対
応

 

第
1
回
協
議
会
で
提
起
の
あ
っ
た
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
を
持
つ
た
め
、
「
議

題
３

 
地
域
共
生
社
会
（
と
も
に
生
き
る
社
会
）
の
実
現
に
向
け
て
」
を
設
け
、
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

地
域
協
議
会
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
、
特
別
支
援
学
校
の
立
場
か
ら
の

6
つ
の
実
践
報
告
の
後
、
地

域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

 

↓
 

R
2
.2

 
／

 
第

3
回
協
議
会
（
R

2
.3

.4
予
定
）
の
参
加
申
し
込
み

F
A

X
で
の
提
案

 

平
塚
養
護
学
校
よ
り

 

“
協
議
会
の
出
席
メ
ン
バ
ー
は
、
小
中
高
の
校
長
な
ど
幅
広
く
人
を
集
め
た
ほ
う
が
良
い
”
と
提
案
い
た
だ
く

 

↓
 

R
2
.2

.2
6
 
／

 
第

3
回
協
議
会
の
中
止
に
伴
う
提
案
へ
の
対
応
の
休
止

 

事
務
局
か
ら
神
奈
川
県
障
害
福
祉
課
に
相
談
し
、
第

3
回
協
議
会
に
お
い
て
神
奈
川
県
障
害
福
祉
課

か
ら
こ
の
提
案
に
回
答
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防
止
の
た
め

開
催
中
止
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
後
神
奈
川
県
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
会
議
も

中
止
と
な
る
。

 

↓
 

R
2
.7

.2
9
 
／

 
令
和

2
年
度
第

1
回
協
議
会
（
～

8
.5

 
書
面
開
催
）
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
以
上
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 ＜

相
談

窓
口

＞
 

〇
帰

国
者

・
接

触
者

相
談

セ
ン

タ
ー

（
2

4
時

間
対

応
）

 
電

話
（

０
５

７
０

）
０

５
６

７
９

９
 

〇
平

塚
保

健
福

祉
事

務
所

秦
野

セ
ン

タ
ー

（
秦

野
市

・
伊

勢
原

市
に

お
住

い
の

方
）

 
 

平
日

（
8
：

3
0
～

1
7
：

1
5
）

 
 
電

話
（

０
４

６
３

）
８

２
－

１
４

２
８

 

 

※
平

塚
市

・
大

磯
町

・
二

宮
町

に
お

住
い

の
方

は
、

平
塚

保
健

福
祉

事
務

所
で

相
談

を
受

付
け

て
お

り
ま

す
。

 

 
 

平
日

（
8
：

3
0
～

1
7
：

1
5
）

 
 
電

話
（

０
４

６
３

）
３

２
－

０
１

３
０

 
 

 
 

  

以
上

 

所
 
属

 

質 問 ３
 

資
料
番
号

 
神
奈
川
県
立
総
合
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー

 

ペ
ー
ジ
番
号

 
１

 
（
事
業
計
画

(案
)・
活
動
予
定
）
 

質
問
内
容

 
 
５

 

回
答
内
容

 

（
事
務
局
よ

り
）
 

「
②
医
療
機
関
懇
談
会
」
の
名
称
に
つ
い
て
。

 

 
資
料
２
、

P
１
３
（
秦
野
市
障
害
者
支
援
委
員
会

 
報
告
資
料
）
｢令
和
２
年
度
に
向
け
た
課
題

 
３
｣と

同
じ
内
容
と
思
い
ま
す
が
、
｢医
療
的
ケ
ア
児
の
必
要
な
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
て
の
協
議
の

場
｣と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
よ
り
会
議
の
目
的
等
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
な
名
称
に

(変
更

)し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
た
め
の
関
係
機
関
の
協
議
の
場
は
、
平
成

2
8
年

6
月
の
児
童
福
祉
法
改
正
を
き

っ
か
け
に
、
第

1
期
障
害
児
福
祉
計
画
（
平
成

3
0
年
度
～
平
成

3
2
年
度
）
の
成
果
目
標
と
し
て
、
平
成

3
0

年
度
末
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
を
基
本
と
さ
れ
た
も
の
で
、
圏
域
内
市
町
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

徴
を
い
か
し
た
設
置
を
進
め
て
お
り
、
市
町
行
政
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
、
保
護
者
等
が
一
堂
に
会
し
、
地

域
の
課
題
や
対
応
策
に
つ
い
て
継
続
的
に
意
見
交
換
や
情
報
共
有
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
に
お
い
て
“
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
た
め
の
関
係
機
関
の
協
議
の
場
”
に

相
当
す
る
の
は
、
「
湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
重
症
心
身
障
害
児
者
及
び
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
方
の

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
資
料
番
号
１
、

5
ペ
ー
ジ
）
で
あ
り
、
成
人
と
児
童
の
両
方
の
課
題

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
圏
域
内
市
町
の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
内
容
は
、
市
町
行
政
か
ら
こ
こ
で
報
告
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

 

「
②
医
療
機
関
懇
談
会
」
は
、
平
成

2
7
年
度
末
の
①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
お
い
て
、
医
療
と
の
連
携
を
よ
り

深
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
、
平
成

2
8
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、

5
つ
の
医
療
機
関
の

M
S
W
、
訪
問
看
護
、
保
健
福
祉
事
務
所
、
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
事
業
所
で
、
医

療
と
福
祉
の
接
点
で
起
こ
る
課
題
を
共
有
し
、
連
携
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
拡
大
会
議

と
し
て
、
小
児
科
医
師

2
名
、
相
談
支
援
事
業
所

2
名
、
行
政

2
名
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
、
“
懇
談
会
”
と
名
前
を
付
け
ま
し
た
が
、
こ
の
場
で
の
協
議
が
発

展
す
る
に
つ
れ
て
、
い
ず
れ
名
称
の
変
更
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
以
上

 

 

※
名
簿
順
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

 

 

【情報提供】市内障害福祉サービス事業所内でコロナ陽性者が発生した場合の対処

障害福祉サービ
ス事業所

[平塚保健福祉事務所
秦野センター]

市福祉部
障害福祉課

地域共生推進課

市社会福祉
協議会

地域生活支援センター
ぱれっと・はだの

状況報告 状況報告 状況報告

市内障害福
祉サービス
事業所、等

秦野 独   処

各障害
福祉施設

情報提供
支援物資の提供
［アルコール等］

ヒアリング
［影響範囲、情報提
供範囲、等］

コロナ陽
性者発生
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障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
フ
ロ
ー
（
対
象
者
：
入
所
者
、
通
所
者
、
施
設
職
員
の
場
合
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
利
用
者

（
又
は
職
員
）

障
害
福
祉
課

地
域
安
全
課

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
、

他
庁
内
関
係
各
課

障
害

福
祉

課
作

成

※
神

奈
川

県
障

害
サ

ー
ビ

ス
課

に
は

、
指

定
権

者
の

為
、

施
設

か
ら

直
接

報
告

し
て

い
る

。

発
熱

等
の

症
状

が
あ

る

（
症

状
等

か
ら

感
染

が
疑

わ
れ

る
場

合
は

協
力

医
療

機
関

等
へ

相
談

、
又

は
保

健
所

等
の

指
示

に
従

う
）

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
不

要

＜
医

療
機

関
＞

＜
帰

国
者

・
接

触
者

相
談

セ
ン

タ
ー

＞

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
必

要
（
診

断
結

果
確

定
ま

で
入

所
者

は

個
室

対
応

、
職

員
は

出
勤

停
止

【
市

に
報

告
】

陽
性

判
定

（
施

設
内

消
毒

、
濃

厚
接

触
者

の
特

定

等
、

保
健

所
の

指
示

に
従

う

【
市

に
報

告
】

施
設

職
員

か
ら

報
告

を
受

け
る

障
害

福
祉

課
か

ら
報

告
を

受
け

る

【庁
内

で
情

報
共

有
】

市
長

副
市

長

教
育

長

健
康

づ
く
り

課

秘
書

課

≪
そ

の
他

必
要

に
応

じ
関

係
各

課
≫

人
事

課

≪
保

育
こ

ど
も

園
関

係
≫

保
育

こ
ど

も
園

課

≪
幼

・
小

・
中

学
校

関
係
≫

学
校

教
育

課

（
教

育
総

務
課

・
教

育
指

導
課

）

施
設

職
員

か
ら

報
告

を
受

け
る

【
陽

性
者

の
人

数
、

入
院

の
状

況
等

】

（
濃

厚
接

触
者

の
特

定
状

況
、

濃
厚

接
触

者
以

外
に

そ
の

他
の

接
触

者
も

検
査

す
る

場
合

は
分

け
て

報
告

を
も

ら
う

）

【
ク

ラ
ス

タ
ー

等
の

場
合

は
自

治
会

等
へ

の

情
報

提
供

の
有

無
に

つ
い

て
報

告
を

も
ら

う
（
有

の
場

合
は

そ
の

通
知

文
書

を
も

ら
う

）
】

障
害

福
祉

課
か

ら
報

告
を

受
け

る

【庁
内

で
情

報
共

有
】

【市
長

・副
市

長
、

教
育

長
へ

報
告

】

保
健

所
等

の
指

示
に

よ
り

、
施

設
の

対
応

を
決

定

（
通

所
部

門
の

休
園

要
請

、
園

内
消

毒
、

利
用

者
の

健
康

状

態
の

把
握

、
通

所
利

用
者

の
代

替
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

、
自

治

会
へ

の
情

報
提

供
の

調
整

等
）

※
自

治
会

へ
の

情
報

提
供

は
、

場
合

に
よ

り
市

等
と

調
整

す

る
。

【
施

設
に

報
告

】

陰
性

判
定

施
設

職
員

か
ら

報
告

を
受

け
る

障
害

福
祉

課
か

ら
報

告
を

受
け

る

情
報
共
有

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
対

象
者

の
家

族
で

幼
小

中
の

在
籍

者
が

い
る

場
合

は
リ

ス
ト

の
提

出
を

施
設

に
依

頼
す

る
。

地
域

共
生

推
進

課
へ

報
告

（
社

会
福

祉
協

議
会

と
共

有
）
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新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（

入
所

系
サ

ー
ビ

ス
）

 

（
チ

ェ
ッ

ク
日

：
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

【
感

染
症

対
策

の
基

本
】
（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

/
 
７

）
 

□
 
手

指
衛

生
の

適
切

な
方

法
や

場
面

に
つ

い
て

、
職

員
や

利
用

者
に

周
知

・
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 
入

り
口

や
居

室
前

な
ど

に
ア

ル
コ

ー
ル

性
手

指
消

毒
剤

を
設

置
し

て
い

る
。

あ
る

い
は

、
各

職
員

が
個

人
用

ア
ル

コ
ー

ル
性

手
指

消
毒

剤
を

携
帯

し
活

用
し

て
い

る
。

 

□
 
施

設
内

で
の

マ
ス

ク
の

着
用

等
、

咳
エ

チ
ケ

ッ
ト

を
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 
お

む
つ

交
換

な
ど

の
処

置
の

際
は

使
い

捨
て

手
袋

を
着

用
し

、
利

用
者

ご
と

に
交

換
し

て
い

る
。

 

□
 
処

置
を

す
る

際
の

エ
プ

ロ
ン

は
、

防
水

性
の

使
い

捨
て

エ
プ

ロ
ン

を
使

用
し

て
い

る
。

 

□
 
新

型
コ

ロ
ナ

を
含

む
感

染
症

の
相

談
窓

口
（

医
療

機
関

、
行

政
機

関
等

）
を

把
握

し
て

い
る

。
 

□
 

個
人

防
護

具
の

着
脱

が
正

し
く

で
き

る
よ

う
指

導
し

確
認

し
て

い
る

。
 

 【
環

境
管

理
】
（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

/
３

）
 

□
 
手

す
り

や
ド

ア
ノ

ブ
、

レ
バ

ー
等

の
高

頻
度

に
触

る
場

所
や

共
有

部
分

は
、

消
毒

用
ア

ル
コ

ー
ル

や
次

亜
塩

素
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
も

し
く

は
そ

れ
に

準
ず

る
消

毒
薬

で
1

日
1

回
以

上
、
定

期
的

に
拭

き
取

り
消

毒
を

行
っ

て
い

る
。

 

□
 
居

室
・

デ
イ

ル
ー

ム
・

事
務

室
な

ど
に

つ
い

て
、

定
期

的
に

窓
を

開
け

、
換

気
を

し
て

い
る

。
 

□
 
マ

ス
ク

、
消

毒
薬

、
手

袋
、

ゴ
ー

グ
ル

、
ガ

ウ
ン

等
が

確
保

で
き

て
お

り
、

在
庫

を
把

握
し

て
い

る
。

 

 【
職

員
へ

の
対

応
】
（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

/
８

）
 

□
 
出

勤
前

を
含

め
、

1
日

1
回

以
上

職
員

全
員

の
体

温
を

計
測

し
、

記
録

・
管

理
し

て
い

る
。

 

□
 
発

熱
等

の
体

調
不

良
時

は
速

や
か

に
上

司
に

報
告

し
、

出
勤

し
な

い
こ

と
な

ど
、

就
業

に
関

す
る

規
則

が
決

め
ら

れ
て

い
る

。
 

□
 
家

族
に

感
染

症
状

が
あ

る
場

合
等

の
報

告
方

法
や

対
応

を
決

め
、

周
知

・
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 
施

設
内

で
の

マ
ス

ク
の

着
用

を
徹

底
し

、
マ

ス
ク

を
外

す
際

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

内
に

人
が

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。
 

□
 
会

話
を

す
る

際
は

、
マ

ス
ク

を
す

る
こ

と
を

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 
休

憩
等

は
時

間
を

ず
ら

し
、

向
か

い
合

っ
て

の
食

事
を

避
け

、
密

に
な

ら
な

い
よ

う
に

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 
更

衣
室

等
の

利
用

は
短

時
間

と
し

、
会

話
は

せ
ず

、
密

に
な

ら
な

い
よ

う
に

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 
仮

眠
時

の
リ

ネ
ン

は
職

員
同

士
の

共
有

は
避

け
清

潔
に

保
た

れ
て

い
る

。
 

 【
利

用
者

へ
の

対
応

】
（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

/
７

）
 

□
 
発

熱
等

の
利

用
者

の
健

康
状

態
を

日
常

的
に

観
察

し
、

記
録

・
管

理
し

て
い

る
。

 

□
 
発

熱
や

呼
吸

器
症

状
な

ど
、

疑
い

の
あ

る
利

用
者

は
原

則
個

室
に

う
つ

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

□
 
疑

い
の

あ
る

利
用

者
に

ケ
ア

や
処

置
を

す
る

際
は

、
ガ

ウ
ン

・
マ

ス
ク

・
手

袋
・

ゴ
ー

グ
ル

等
の

着
用

を
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 
食

事
介

助
の

際
は

、
介

助
者

は
マ

ス
ク

と
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
を

着
用

し
て

い
る

。
 

□
 
多

数
の

利
用

者
が

集
ま

り
、

接
触

し
て

行
う

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

は
避

け
る

。
 

□
 
大

勢
が

集
ま

っ
て

声
を

出
す

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

や
イ

ベ
ン

ト
は

避
け

る
。

 

□
 
利

用
者

同
士

が
集

ま
る

と
き

は
、

互
い

に
手

を
伸

ば
し

た
ら

手
が

届
く

範
囲

以
上

の
距

離
を

保
つ

。
 

 【
来

所
者

や
委

託
業

者
へ

の
対

応
】
（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

/
２

）
 

□
 
施

設
入

口
、

ト
イ

レ
等

に
ア

ル
コ

ー
ル

性
手

指
消

毒
剤

を
設

置
し

て
い

る
。

 

□
 
来

所
者

の
体

温
測

定
・

マ
ス

ク
着

用
・

手
指

消
毒

を
徹

底
し

、
発

熱
時

は
面

会
を

断
っ

て
い

る
。

 

R
2
.
9
月
 
神
奈
川
県
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
作
成
 

  
 

 
 

                          

 【
参

考
】

濃
厚

接
触

者
と

は
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

患
者

に
対

す
る

積
極

的
疫

学
調

査
実

施
要

領
 
令

和
２

年
５

月
２

９
日

版
）

 

「
濃

厚
接

触
者

」
と

は
、「

患
者

（
確

定
例

）
」

の
感

染
可

能
期

間
に

接
触

し
た

者
の

う
ち

、
次

の
範

囲
に

該
当

す
る

も
の

で

あ
る

。
 

 
 

・
患

者
（

確
定

例
）

と
同

居
あ

る
い

は
長

時
間

の
接

触
（

車
内

、
航

空
機

内
等

を
含

む
）

が
あ

っ
た

者
 

 
 

・
適

切
な

感
染

防
護

無
し

に
患

者
（

確
定

例
）

を
診

察
、

看
護

若
し

く
は

介
護

し
て

い
た

者
 

 
 

・
患

者
（

確
定

例
）

の
気

道
分

泌
液

も
し

く
は

体
液

等
の

汚
染

物
質

に
直

接
触

れ
た

可
能

性
が

高
い

者
 

 
 

・
手

で
触

れ
る

こ
と

の
出

来
る

距
離

（
目

安
と

し
て

1
メ

ー
ト

ル
）

で
、

必
要

な
感

染
予

防
策

な
し

で
、「

患
者

（
確

定
例

）」

と
1

5
分

以
上

の
接

触
が

あ
っ

た
者

（
周

辺
の

環
境

や
接

触
の

状
況

等
個

々
の

状
況

か
ら

患
者

の
感

染
性

を
総

合
的

に
判

断
す

る
）。

 

【
問
合
せ
先
】

 
 

平
塚
市

,大
磯
町

,二
宮
町
の
方
は

 平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

 〒
25

4-
00

51
平
塚
市
豊
原
町

6
-2

1
 
電
話

 
0

4
6

3
(3

2
)0

1
3

0
(代

) 

秦
野
市

,伊
勢
原
市
の
方
は

 
 
〃

 
 
秦
野
セ
ン
タ
ー

  
〒

25
7-

00
31
秦
野
市
曽
屋

2
-9

-9
 
電
話

 
0

4
6

3
(8
 

（
１

）
発

生
状

況
の

把
握

（
～

診
断

確
定

ま
で

）
 

①
 感
染
が
疑
わ
れ
る
者
（
有
症
状
者
・
濃
厚
接
触
者
等
）
の
状
況
を
把
握
し
ま
す
。
症
状
や
検
査
結
果
の
有

無
、
医
療
機
関
や
保
健
所
か
ら
の
指
示
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。
 

②
 速
や
か
に
管
理
者
等
へ
の
報
告
を
行
い
、
事
業
所
内
で
情
報
共
有
を
し
ま
す
。
 

③
 必
要
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
等
に
連
絡
を
し
ま
す
。
 

④
 職
員
や
利
用
者
に
体
調
不
良
者
が
い
な
い
か
確
認
し
ま
す
。
 

⑤
 感
染
が
疑
わ
れ
る
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
と
確
定
し
た
場
合
は
、
施
設
の
勤
務
日
や
利
用

日
、
接
触
者
等
を
確
認
し
ま
す
。
発
症
日
あ
る
い
は
検
体
採
取
日
の

2
日
前
に
施
設
の
利
用
や
勤
務
が
あ
っ

た
と
き
、
あ
る
い
は
施
設
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
と
き
に
、
保
健
所
か
ら
施
設
に
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
 

⑥
 保
健
所
と
の
連
絡
窓
口
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
疑

わ
れ

た
ら

・
・

・
 

施
設

に
お

い
て

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
疑

わ
れ

る
事

例
が

発
生

し
た

と
き

に
、

あ
わ

て
な

い
よ

う

に
、

平
常

時
か

ら
発

生
時

の
対

応
を

確
認

・
周

知
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

 

（
２

）
診

断
さ

れ
た

と
き

は
 

①
 患
者
の
施
設
利
用
状
況
や
勤
務
状
況
を
保
健
所
と
確
認
し
、
感
染
可
能
期
間
（
発
症
日
や
検
体
採
取
日
の
２
日

前
か
ら
入
院
、
自
宅
等
の
待
機
開
始
ま
で
の
間
）
に
接
触
し
た
者
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
す
。
 

②
 
患
者
が
触
れ
た
場
所
や
共
用
部
分
等
を
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
や
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
拭
き
取
り
消
毒

を
行
い
ま
す
。
 

 （
３

）
濃

厚
接

触
者

の
確

定
 

 
 
①
 接
触
者
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
接
触
時
間
や
回
数
・
感
染
防
護
の
有
無
等
を
確
認
し
、
保
健
所
が
濃
厚
接
触
者

を
決
定
し
ま
す
。
 

 
②
 濃
厚
接
触
者
は
、
最
終
接
触
日
の
次
の
日
か
ら

14
日
間
の
健
康
観
察
と
自
宅
待
機
を
お
願
い
し
ま
す
。
加
え

て
、
PC
R
検
査
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。
 

  
③
 濃
厚
接
触
者
以
外
の
方
は
通
常
勤
務
可
能
で
す
が
、
体
調
管
理
を
行
い
、
体
調
不
良
時
は
出
勤
せ
ず
、
上
司
や

保
健
所
に
報
告
す
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
 

R2
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神
奈
川
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平
塚
保
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福
祉
事
務
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作
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新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（

通
所

系
サ

ー
ビ

ス
）

 

（
チ

ェ
ッ

ク
日

：
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

【
感

染
症

対
策

の
基

本
】（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

 
/ 

７
）

 

□
 手

指
衛

生
の

適
切

な
方

法
や

場
面

に
つ

い
て

、
職

員
や

利
用

者
に

周
知

・
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 施

設
入

り
口

や
ト

イ
レ

な
ど

に
ア

ル
コ

ー
ル

性
手

指
消

毒
剤

を
設

置
し

て
い

る
。

あ
る

い
は

、
各

職
員

が
個

人
用

ア
ル

コ
ー

ル
性

手
指

消
毒

剤
を

携
帯

し
活

用
し

て
い

る
。

 

□
 施

設
内

で
の

マ
ス

ク
の

着
用

等
、

咳
エ

チ
ケ

ッ
ト

を
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 お

む
つ

交
換

な
ど

の
処

置
の

際
は

使
い

捨
て

手
袋

を
着

用
し

、
利

用
者

ご
と

に
交

換
し

て
い

る
。

 

□
 処

置
を

す
る

際
の

エ
プ

ロ
ン

は
、

防
水

性
の

使
い

捨
て

エ
プ

ロ
ン

を
使

用
し

て
い

る
。

 

□
 新

型
コ

ロ
ナ

を
含

む
感

染
症

の
相

談
窓

口
（

医
療

機
関

、
行

政
機

関
等

）
を

把
握

し
て

い
る

。
 

□
 

個
人

防
護

具
の

着
脱

が
正

し
く

で
き

る
よ

う
指

導
し

確
認

し
て

い
る

。
 

 【
環

境
管

理
】（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

/３
）

 

□
 手

す
り

や
ド

ア
ノ

ブ
、

レ
バ

ー
等

の
高

頻
度

に
触

る
場

所
や

共
有

部
分

は
、

消
毒

用
ア

ル
コ

ー
ル

や
次

亜
塩

素
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
も

し
く

は
そ

れ
に

準
ず

る
消

毒
薬

で
1

日
1

回
以

上
、定

期
的

に
拭

き
取

り
消

毒
を

行
っ

て
い

る
。

 

□
 居

室
・

事
務

室
な

ど
に

つ
い

て
、

定
期

的
に

窓
を

開
け

、
換

気
を

実
施

し
て

い
る

。
 

□
 マ

ス
ク

、
消

毒
薬

、
手

袋
、

ゴ
ー

グ
ル

、
ガ

ウ
ン

等
が

確
保

で
き

て
お

り
、

在
庫

を
把

握
し

て
い

る
。

 
 【

職
員

へ
の

対
応

】（
チ

ェ
ッ

ク
数

：
 

 
/７

）
 

□
 出

勤
前

を
含

め
、

1
日

1
回

以
上

職
員

全
員

の
体

温
を

計
測

し
、

記
録

・
管

理
し

て
い

る
。

 

□
 発

熱
等

の
体

調
不

良
時

は
速

や
か

に
上

司
に

報
告

し
、

出
勤

し
な

い
こ

と
な

ど
、

就
業

に
関

す
る

規
則

が
決

め
ら

れ
て

い
る

。
 

□
 家

族
に

感
染

症
状

が
あ

る
場

合
等

の
報

告
方

法
や

対
応

を
決

め
、

周
知

・
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 施

設
内

で
の

マ
ス

ク
の

着
用

を
徹

底
し

、
マ

ス
ク

を
外

す
際

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

内
に

人
が

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。
 

□
 
会

話
を

す
る

際
は

、
マ

ス
ク

を
す

る
こ

と
を

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 休

憩
等

は
時

間
を

ず
ら

し
、

向
か

い
合

っ
て

の
食

事
を

避
け

、
密

に
な

ら
な

い
よ

う
に

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 更

衣
室

等
の

利
用

は
短

時
間

と
し

、
会

話
は

せ
ず

、
密

に
な

ら
な

い
よ

う
に

徹
底

し
て

い
る

。
 

 【
利

用
者

へ
の

対
応

】（
チ

ェ
ッ

ク
数

：
 

 
/１

１
）

 

□
 発

熱
等

の
利

用
者

の
健

康
状

態
を

日
常

的
に

観
察

し
、

記
録

・
管

理
し

て
い

る
。

 

□
 送

迎
車

の
乗

車
前

に
体

温
を

測
定

し
、

発
熱

や
体

調
不

良
時

は
、

利
用

を
中

止
し

て
い

る
。

 

□
 送

迎
車

の
利

用
人

数
を

制
限

し
、

密
に

な
る

こ
と

を
避

け
、

十
分

な
換

気
を

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 送

迎
車

内
で

は
マ

ス
ク

を
着

用
し

、
会

話
を

避
け

る
。

 

□
 送

迎
車

使
用

後
の

消
毒

を
行

っ
て

い
る

。
 

□
 発

熱
や

呼
吸

器
症

状
な

ど
疑

い
の

あ
る

利
用

者
は

原
則

個
室

に
う

つ
し

、
速

や
か

に
帰

宅
さ

せ
て

い
る

。
 

□
 疑

い
の

あ
る

利
用

者
に

ケ
ア

や
処

置
を

す
る

際
は

、
ガ

ウ
ン

・
マ

ス
ク

・
手

袋
・

ゴ
ー

グ
ル

等
の

着
用

を
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 食

事
介

助
の

際
は

、
介

助
者

は
マ

ス
ク

と
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
を

着
用

し
て

い
る

。
 

□
 多

数
の

利
用

者
が

集
ま

り
、

接
触

し
て

行
う

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

は
避

け
る

。
 

□
 大

勢
が

集
ま

っ
て

声
を

出
す

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

や
イ

ベ
ン

ト
は

避
け

る
。

 

□
 利

用
者

同
士

が
集

ま
る

と
き

は
、

互
い

に
手

を
伸

ば
し

た
ら

手
が

届
く

範
囲

以
上

の
距

離
を

保
つ

。
 

□
 利

用
者

に
も

可
能

な
限

り
マ

ス
ク

の
着

用
を

し
て

も
ら

う
。

 
 【

来
所

者
や

委
託

業
者

へ
の

対
応

】（
チ

ェ
ッ

ク
数

：
 

 
/１

）
 

□
 来

所
者

の
体

温
測

定
・

マ
ス

ク
着

用
・

手
指

消
毒

を
徹

底
し

、
発

熱
時

は
面

会
を

断
っ

て
い

る
。

 

R2
.9
月

 
神
奈
川
県
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
作
成
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（

訪
問

系
サ

ー
ビ

ス
）

 

（
チ

ェ
ッ

ク
日

：
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

【
感

染
症

対
策

の
基

本
】（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

 
/ 

７
）

 

□
 手

指
衛

生
の

適
切

な
方

法
や

場
面

に
つ

い
て

、
職

員
や

利
用

者
に

周
知

・
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 各

職
員

が
個

人
用

ア
ル

コ
ー

ル
性

手
指

消
毒

剤
を

携
帯

し
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

前
後

の
手

指
消

毒
を

徹
底

し
て

い
る

。 

□
 マ

ス
ク

の
着

用
等

、
咳

エ
チ

ケ
ッ

ト
を

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 お

む
つ

交
換

な
ど

の
処

置
の

際
は

使
い

捨
て

手
袋

を
着

用
し

、
利

用
者

ご
と

に
交

換
し

て
い

る
。

 

□
 処

置
を

す
る

際
の

エ
プ

ロ
ン

は
、

防
水

性
の

使
い

捨
て

エ
プ

ロ
ン

を
使

用
し

て
い

る
。

 

□
 新

型
コ

ロ
ナ

を
含

む
感

染
症

の
相

談
窓

口
（

医
療

機
関

、
行

政
機

関
等

）
を

把
握

し
て

い
る

。
 

□
 

個
人

防
護

具
の

着
脱

が
正

し
く

で
き

る
よ

う
指

導
し

確
認

し
て

い
る

。
 

 【
環

境
管

理
】（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

 
 

/４
）

 

□
 手

す
り

や
ド

ア
ノ

ブ
、

レ
バ

ー
等

の
高

頻
度

に
触

る
場

所
や

共
有

部
分

は
、

消
毒

用
ア

ル
コ

ー
ル

や
次

亜
塩

素
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
も

し
く

は
そ

れ
に

準
ず

る
消

毒
薬

で
1

日
1

回
以

上
、定

期
的

に
拭

き
取

り
消

毒
を

行
っ

て
い

る
。

 

□
 サ

ー
ビ

ス
提

供
時

に
は

窓
を

開
け

る
等

の
換

気
を

行
い

、
利

用
者

に
マ

ス
ク

着
用

を
促

し
て

い
る

。
 

□
 事

務
室

な
ど

は
定

期
的

に
窓

を
開

け
、

換
気

を
実

施
し

て
い

る
。

 

□
 マ

ス
ク

、
消

毒
薬

、
手

袋
、

ゴ
ー

グ
ル

、
ガ

ウ
ン

等
が

確
保

で
き

て
お

り
、

在
庫

を
把

握
し

て
い

る
。

 

 【
職

員
へ

の
対

応
】（

チ
ェ

ッ
ク

数
：

 
 

 
/８

）
 

□
 出

勤
前

を
含

め
、

1
日

1
回

以
上

職
員

全
員

の
体

温
を

計
測

し
、

記
録

・
管

理
し

て
い

る
。

 

□
 発

熱
等

の
体

調
不

良
時

は
速

や
か

に
上

司
に

報
告

し
、

出
勤

し
な

い
こ

と
な

ど
、

就
業

に
関

す
る

規
則

が
決

め
ら

れ
て

い
る

。
 

□
 家

族
に

感
染

症
状

が
あ

る
場

合
等

の
報

告
方

法
や

対
応

を
決

め
、

周
知

・
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 
マ

ス
ク

の
着

用
を

徹
底

し
、

マ
ス

ク
を

外
す

際
は

、
1

メ
ー

ト
ル

以
内

に
人

が
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。 

□
 
会

話
を

す
る

際
は

、
マ

ス
ク

を
す

る
こ

と
を

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 休

憩
等

は
時

間
を

ず
ら

し
、

向
か

い
合

っ
て

の
食

事
を

避
け

、
密

に
な

ら
な

い
よ

う
に

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 更

衣
室

等
の

利
用

は
短

時
間

と
し

、
会

話
は

せ
ず

、
密

に
な

ら
な

い
よ

う
に

徹
底

し
て

い
る

。
 

□
 車

の
利

用
時

は
、

利
用

人
数

を
制

限
し

、
密

に
な

る
こ

と
を

避
け

、
十

分
な

換
気

を
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 車

内
で

は
、

マ
ス

ク
を

着
用

し
、

会
話

を
避

け
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

 

 【
利

用
者

へ
の

対
応

】（
チ

ェ
ッ

ク
数

：
 

 
 

/４
）

 

□
 発

熱
等

の
利

用
者

の
健

康
状

態
を

日
常

的
に

観
察

し
、

記
録

・
管

理
し

て
い

る
。

 

□
 疑

い
の

あ
る

利
用

者
に

ケ
ア

や
処

置
を

す
る

際
は

、
ガ

ウ
ン

・
マ

ス
ク

・
手

袋
・

ゴ
ー

グ
ル

等
の

着
用

を
徹

底
し

て
い

る
。

 

□
 感

染
が

疑
わ

れ
る

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

当
た

っ
て

は
、

可
能

な
限

り
担

当
職

員
を

決
め

、
最

後
に

訪
問

す
る

等
の

対
応

を
行

う
。

 

□
 食

事
介

助
の

際
は

、
介

助
者

は
マ

ス
ク

と
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
を

着
用

し
て

い
る

。
 

□
 利

用
者

の
体

調
不

良
時

に
連

絡
す

る
主

治
医

の
連

絡
先

等
を

把
握

し
て

い
る

。
 

R2
.9
月
 
神
奈
川
県
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
作
成
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コ
ロ

ナ
特

措
法

緊
急

事
態

宣
言

下
で

の
圏

域
内

の
状

況
に

つ
い

て
 

神
奈

川
県

の
方

針
に

よ
り

、
か

な
が

わ
湘

南
西

障
福

ナ
ビ

が
開

催
す

る
会

議
（

書
面

開
催

除
く

）
は

す
べ

て
9

月
以

降
の

開
催

と
な

り
、

圏
域

内
市

町
協

議
会

・
部

会
の

開
催

も
現

時
点

で
は

見
通

し
が

立
た

な
い

状
況

に
あ

る

た
め

、
関

係
機

関
の

方
々

と
お

目
に

か
か

っ
て

お
話

し
す

る
機

会
が

な
く

な
っ

て
い

ま
す

。
そ

ん
な

中
で

、
相

談

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
中

心
に

、
圏

域
協

議
会

、
重

心
・

医
療

的
ケ

ア
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

委
員

の
方

々
か

ら

地
域

の
情

報
を

提
供

い
た

だ
い

た
の

で
、

そ
の

一
部

を
改

変
し

て
ご

紹
介

し
ま

す
。

 

 ⚫
 

し
ば

ら
く

連
絡

が
な

か
っ

た
方

か
ら

の
相

談
が

増
え

て
い

る
。

通
所

の
回

数
が

減
り

、
先

行
き

に
対

す
る

不

安
の

訴
え

が
多

い
。

 

⚫
 

短
期

入
所

は
軒

並
み

使
え

な
い

と
い

う
印

象
が

強
い

。
そ

の
分

日
中

の
サ

ー
ビ

ス
支

給
量

を
増

や
し

た
方

が

い
る

。
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

方
だ

と
、

ご
家

族
の

夜
間

の
休

息
が

と
れ

な
く

な
る

。
 

⚫
 

虐
待

認
定

さ
れ

た
方

の
避

難
場

所
を

な
か

な
か

確
保

で
き

ず
、

大
変

苦
労

し
た

。
 

⚫
 

感
染

予
防

の
た

め
、

買
い

物
支

援
、

通
院

介
助

な
ど

を
中

止
し

て
い

る
ヘ

ル
パ

ー
事

業
所

も
あ

る
。

 

⚫
 

思
う

よ
う

に
通

所
で

き
ず

、
自

宅
で

ご
家

族
と

の
喧

嘩
が

増
え

た
方

が
い

る
。

ご
家

族
の

負
担

を
減

ら
す

た

め
、

ヘ
ル

パ
ー

の
支

給
量

を
増

や
し

た
。

 

⚫
 

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
方

は
、

感
染

に
よ

り
重

篤
化

す
る

リ
ス

ク
が

高
い

た
め

、
神

経
質

に
な

ら
ざ

る
を

得

な
い

。
も

し
一

人
で

も
感

染
者

が
出

れ
ば

、
も

と
も

と
少

な
い

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
方

の
支

援
体

制

は
簡

単
に

崩
壊

し
て

し
ま

う
。

 

⚫
 

P
C

R
検

査
陽

性
の

情
報

で
行

動
を

お
こ

し
て

も
後

の
祭

り
と

な
る

た
め

、
同

 

じ
利

用
者

さ
ん

が
通

う
近

隣
の

事
業

所
数

か
所

で
、

職
員

も
含

め
た

自
宅

待
機

 

者
が

出
て

い
る

か
ど

う
か

の
情

報
を

共
有

し
あ

っ
て

い
る

。
感

染
を

予
防

す
る

 

た
め

の
も

っ
と

早
期

の
警

戒
情

報
が

共
有

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

⚫
 

発
熱

で
通

所
を

休
み

、
ご

家
族

も
順

次
発

熱
し

、
ど

な
た

も
検

査
を

受
け

ら
れ

 

ず
長

期
間

自
宅

待
機

に
な

っ
て

い
る

方
が

い
る

。
何

か
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
な

 

い
か

考
え

て
い

る
が

、
事

業
所

に
感

染
を

広
げ

ら
れ

な
い

の
で

誰
も

手
を

出
せ

な
い

。
歯

が
ゆ

い
。

 

⚫
 

感
染

を
避

け
る

た
め

に
必

要
な

行
動

を
と

る
こ

と
が

難
し

い
方

々
が

利
用

す
る

入
所

施
設

で
は

、
感

染
者

が

1
人

出
る

と
あ

っ
と

い
う

間
に

広
が

っ
て

し
ま

う
。

感
染

し
た

方
が

施
設

で
療

養
す

る
の

は
大

変
厳

し
い

事

態
に

つ
な

が
る

。
せ

め
て

、
感

染
の

有
無

を
容

易
に

確
認

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
、

良
い

の
だ

が
…

。
 

 

今
年

度
第

1
回

の
湘

南
西

部
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

は
、

7
月

に
書

面
開

催
の

見
込

み
で

す
。

圏
域

内
の

現

状
や

今
後

に
向

け
た

備
え

を
共

有
す

る
機

会
に

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
今

年
度

も
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い

い
た

し
ま

す
。

 

                                      

【
あ
と
が
き
】
大
阪
市
の
松
井
市
長
が
、
医
療
現
場
で
は
防
護
服
不
足
に
よ
り
ご
み
袋
を
被
っ
て
治
療
し
て
い
る
窮

状
を
説
明
し
、
雨
が
っ
ぱ
の
提
供
を
テ
レ
ビ
で
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
2
日
間
で
台
湾
か
ら
の

1
万

2
千
着
を
含
む

10
万
着
以
上
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
松
井
市
長
は
こ
の
こ
と
を
振
り
返
り
、
“
困
っ

て
い
る
こ
と
を
他
の
人
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
。
必
ず
誰
か
に
届
く
と
信
じ
て
い
た
。
”
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
我
々
は
困
り
を
受
け
止
め
て
行
動
を
起
こ
す
立
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
身
近
で
把
握
し
て
外

に
発
信
す
る
立
場
で
も
あ
り
ま
す
。
制
度
が
追
い
付
け
な
い
未
曽
有
の
危
機
を
超
え
る
に
は
、
人
の
つ
な
が
り
と
善

意
が
欠
か
せ
な
い
の
だ
と
腑
に
落
ち
た
気
が
し
ま
し
た
。
 

在
宅

で
痰

の
吸

引
が

必
要

な
方

の
多

く
が

今
困

っ
て

い
る

こ
と

の
一

つ
は

、
吸

引
用

カ
テ

ー
テ

ル
を

使
用

後
に

消
毒

す
る

た
め

の
ア

ル
コ

ー
ル

綿
が

な
か

な
か

手
に

入
ら

な
い

こ
と

で
す

。
当

相
談

室
に

も
3

月
半

ば
頃

か
ら

そ

の
相

談
が

入
っ

て
い

ま
し

た
。
4

月
に

入
っ

て
よ

り
状

況
が

深
刻

化
す

る
中

、“
医

療
的

ケ
ア

児
者

の
全

国
組

織
が

、

在
宅

の
方

を
対

象
に

消
毒

用
ア

ル
コ

ー
ル

綿
を

無
償

配
布

す
る

”
と

い
う

情
報

が
入

り
ま

し
た

。
応

募
締

め
切

り

ま
で

残
り

2
日

で
あ

っ
た

た
め

、
取

り
急

ぎ
、

相
談

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
重

心
医

療
的

ケ
ア

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
の

方
々

を
中

心
に

情
報

提
供

し
、

医
療

的
ケ

ア
の

あ
る

方
に

深
い

関
り

が
あ

る
機

関
に

は
、

更
に

電
話

で
情

報

の
伝

達
を

お
願

い
し

ま
し

た
。

複
数

の
通

所
事

業
所

で
、“

初
め

て
聞

い
た

情
報

な
の

で
利

用
者

ご
家

族
に

す
ぐ

に

連
絡

し
た

い
”

と
い

う
力

強
い

お
返

事
を

い
た

だ
き

、
行

政
に

は
、

事
業

所
へ

協
力

を
仰

ぐ
こ

と
を

お
勧

め
し

ま
し

た
。

 

今
月

に
入

っ
て

そ
の

時
の

対
応

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
あ

る
地

域
で

 

は
、

行
政

が
利

用
者

ご
家

族
に

直
接

電
話

で
情

報
提

供
し

、
別

の
地

域
で

は
、

行
政

が
メ

ー
ル

と
F
a
x

を
駆

使
し

て
事

業
所

へ
情

報
提

供
を

依
頼

し
た

そ
う

で
す

。
そ

れ
を

受
け

、
実

際
に

利
用

者
ご

家
族

に
情

報
を

伝
達

し
た

事
業

所
に

よ
る

と
、「

知
っ

て
い

る
方

は
い

た
が

、
知

ら
な

い
方

も
た

く
さ

ん
い

た
」

と

の
こ

と
で

し
た

。
ま

た
、

消
毒

用
ア

ル
コ

ー
ル

綿
が

届
い

た
方

が
、「

病
院

に

在
庫

が
な

く
て

処
方

さ
れ

ず
困

っ
て

い
た

の
で

、
と

て
も

う
れ

し
か

っ
た

」
と

話
さ

れ
て

い
た

そ
う

で
す

。
今

回
の

情
報

提
供

へ
の

関
り

か
ら

、
以

下
の

学
び

が
あ

り
ま

し
た

。
 

 ①
 
的

確
に

情
報

提
供

す
る

に
は

、
誰

が
そ

の
情

報
を

欲
し

て
い

る
か

を
知

る
人

（
機

関
）

に
つ

な
ぐ

 

今
回

の
情

報
提

供
で

良
か

っ
た

点
は

、
行

政
の

力
も

お
借

り
し

な
が

ら
、

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
方

と
日

常

的
に

関
わ

る
多

く
の

機
関

（
通

所
事

業
所

、
訪

問
看

護
、

養
護

学
校

等
）

に
協

力
い

た
だ

け
た

こ
と

こ
と

で

す
。

こ
れ

ら
の

機
関

は
、

利
用

者
ご

家
族

と
普

段
か

ら
関

り
が

あ
り

、
誰

が
ど

の
程

度
困

っ
て

い
る

の
か

に

も
精

通
し

て
い

る
た

め
、

迅
速

に
情

報
が

行
き

届
き

ま
し

た
。

 

 

②
 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

“
課

題
”

で
は

な
く

、“
支

援
を

必
要

と
す

る
方

”
の

周
り

に
で

き
る

 

ど
の

機
関

も
忙

し
い

な
か

耳
を

傾
け

て
く

だ
さ

い
ま

し
た

が
、

前
述

の
機

関
に

限
ら

ず
、

当
事

者
・

ご
家

族

を
直

接
知

っ
て

い
る

方
々

に
情

報
の

伝
達

を
依

頼
す

る
と

、「
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
！

」
と

大
変

喜
ば

れ
ま

し
た

。
そ

し
て

利
用

者
ご

家
族

1
件

1
件

に
連

絡
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
ま

し
た

。
転

じ
て

、
誰

が
何

に
つ

い
て

困
っ

て
い

る
の

か
と

い
う

具
体

の
イ

メ
ー

ジ
が

わ
か

な
い

と
、

人
の

心
は

動
か

な
い

、
つ

ま
り

、

個
別

の
事

例
（

の
積

み
重

ね
）

か
ら

し
か

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
地

域
課

題
を

解
決

す
る

道
は

見
え

て
こ

な
い

、

と
い

う
大

切
な

事
柄

を
実

感
で

き
ま

し
た

。
 

 

 
改

め
て

協
力

い
た

だ
い

た
機

関
に

感
謝

申
し

上
げ

ま
す

。
こ

の
出

来
事

以
降

、
当

方
か

ら
も

で
き

る
だ

け
多

く

の
機

関
に

直
接

情
報

を
お

届
け

で
き

る
よ

う
、

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
の

更
新

・
整

理
を

進
め

て
い

ま
す

。
相

手
が

大
切

だ
か

ら
こ

そ
会

え
な

い
こ

の
今

、
私

た
ち

の
つ

な
が

り
が

試
さ

れ
て

い
る

気
が

し
て

な
り

ま
せ

ん
。

 

情
報

提
供

の
在

り
方

と
人

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て
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【
あ
と
が
き
】
三
密
を
避
け
た
職
場
環
境
確
保
の
た
め
に
常
時
窓
を
開
け
て
い
ま
す
が
、
長
梅
雨
の
せ
い
で
、
い
つ

の
間
に
か
ロ
ッ
カ
ー
の
中
が
カ
ビ
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夏
の
暑
い
太
陽
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
 

令
和

2
年

6
月

8
日

に
第

2
8

回
神

奈
川

県
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
（

以
下

、「
県

協
議

会
」

と
い

う
）

が

書
面

開
催

さ
れ

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

か
ら

見
え

た
課

題
に

つ
い

て
意

見
が

集
約

さ
れ

ま
し

た
。

湘
南

西
部

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
か

ら
挙

げ
た

意
見

等
（

≪
実

情
と

課
題

≫
、

≪
提

案
≫

）
は

、
以

下
の

通
り

で
す

。
 

  

【
サ

ー
ビ

ス
利

用
関

連
】

 

⚫
  

目
に

見
え

な
い

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

怖
さ

の
理

解
が

難
し

い
方

は
、

自
ら

を
守

る
行

動
の

定

着
が

難
し

く
、

感
染

リ
ス

ク
が

高
い

状
態

に
あ

り
、

通
所

先
・

ご
家

族
の

職
場

な
ど

多
方

面

へ
迷

惑
を

か
け

て
し

ま
う

か
も

し
れ

な
い

こ
と

を
ご

家
族

が
恐

れ
て

い
る

。
 

⚫
  

ご
本

人
・

ご
家

族
が

発
熱

し
て

自
宅

待
機

に
な

っ
た

場
合

に
受

け
ら

れ
る

支
援

、
感

染
し

た

場
合

の
居

場
所

と
支

援
に

十
分

な
見

通
し

が
立

た
な

い
た

め
、

ご
本

人
、

ご
家

族
、

支
援

者

が
不

安
を

抱
え

て
い

る
。

 

⚫
  

ど
う

し
て

も
支

援
が

必
要

な
方

を
受

け
続

け
る

（
事

業
継

続
）

た
め

、
複

数
の

事
業

所
を

利

用
す

る
方

の
感

染
媒

介
防

止
を

念
頭

に
、

事
業

所
間

で
の

警
戒

情
報

の
共

有
を

ス
ム

ー
ズ

に

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
と

い
う

声
が

あ
る

。
 

【
短

期
入

所
関

連
】

 

⚫
  

短
期

入
所

が
実

質
的

に
使

え
な

く
な

っ
た

こ
と

で
、

緊
急

避
難

的
な

対
応

や
レ

ス
パ

イ
ト

が

で
き

な
く

な
り

、
支

援
課

題
が

多
い

方
の

在
宅

生
活

の
継

続
が

困
難

に
な

っ
て

い
る

。
 

【
障

害
者

虐
待

関
連

】
 

⚫
  

障
害

者
虐

待
認

定
を

受
け

た
緊

急
性

の
高

い
方

を
ご

家
族

と
分

離
す

る
た

め
、

圏
域

内
外

、

県
立

・
民

間
問

わ
ず

短
期

入
所

施
設

を
1

7
か

所
あ

た
っ

た
が

、
ど

こ
も

コ
ロ

ナ
禍

で
受

け

入
れ

を
中

止
し

て
お

り
、

1
泊

2
日

で
利

用
で

き
た

民
間

事
業

所
が

2
か

所
の

み
だ

っ
た

。

分
離

で
き

ず
在

宅
生

活
を

続
け

て
い

る
。

 

 

 コ
ロ

ナ
禍

で
の

緊
急

時
の

短
期

入
所

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
整

理
（

県
立

施
設

の
役

割
発

揮
等

）
 

 

上
述

の
【

障
害

者
虐

待
関

連
】

の
内

容
と

そ
れ

に
基

づ
く

県
協

議
会

へ
の

≪
提

案
≫

は
、

第
2

波
へ

の
備

え

を
考

え
る

上
で

、
大

変
重

要
な

事
柄

で
す

。
今

回
報

告
し

た
事

例
は

行
動

障
害

の
あ

る
方

で
あ

り
、

平
時

で
あ

っ
て

も
短

期
入

所
の

利
用

は
簡

単
で

は
な

か
っ

た
こ

と
に

加
え

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
予

防
の

た
め

、

短
期

入
所

施
設

は
利

用
者

の
受

け
入

れ
を

実
質

的
に

中
止

し
て

い
る

と
こ

ろ
が

多
か

っ
た

こ
と

が
背

景
に

あ
り

ま
す

。
湘

南
西

部
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

と
し

て
は

、
障

害
者

虐
待

事
例

の
よ

う
に

特
に

緊
急

で
対

応
す

べ
き

方
の

短
期

入
所

を
滞

り
な

く
進

め
る

た
め

に
、

県
協

議
会

後
の

経
過

も
加

え
た

事
例

報
告

書
を

作
成

し
、

令
和

2
年

度
第

1
回

湘
南

西
部

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
【

書
面

開
催

】（
令

和
2

年
7

月
2

9
日

～
8

月
5

日
）

で

配
布

し
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

県
立

施
設

の
役

割
発

揮
を

念
頭

に
、

緊
急

時
の

短
期

入
所

施
設

等
の

受
け

入
れ

態
勢

整
備

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
、

改
め

て
諮

っ
て

い
ま

す
。

 

 

第
2

8
回

神
奈

川
県

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

へ
 

湘
南

西
部

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
か

ら
挙

げ
た

意
見

等
に

つ
い

て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                            
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
令

和
2

年
7

月
9

日
（

木
）

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
防

止
に

向
け

た
県

主
催

の
事

業
に

関
す

る
基

本
方

針
が

改
定

さ
れ

、
不

要
・

不
急

の
会

議
・

研
修

等
に

つ
い

て
は

、
原

則
、

中
止

ま
た

は

延
期

を
す

る
対

応
（

一
部

例
外

あ
り

）
が

今
年

度
末

ま
で

延
長

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ

に
伴

い
、

7
月

2
9

日

か
ら

開
催

し
て

い
る

、
令

和
2

年
度

第
1

回
湘

南
西

部
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

【
書

面
開

催
】

で
は

、
上

記

の
改

定
内

容
を

踏
ま

え
た

事
業

計
画

を
検

討
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

以
下

は
、

そ
の

一
部

で
す

。
 

 

⚫
 

湘
南

西
部

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
 

 

7
月

：
書

面
開

催
中

（
開

催
期

間
 

7
月

2
9

日
（

水
）

～
8

月
5

日
（

水
））

、
そ

れ
以

降
は

書
面

ま

た
は

W
E

B
開

催
す

る
方

向
で

検
討

中
で

す
。

 

⚫
 

相
談

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
 

7
月

の
対

面
開

催
が

不
可

と
な

り
再

度
9

月
で

開
催

調
整

し
ま

し
た

が
、

今
回

の
基

本
方

針
の

改
定

を
受

け
て

、
再

び
年

度
内

の
対

面
開

催
が

難
し

く
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
委

員
の

方
々

と

W
E

B
開

催
へ

の
切

り
替

え
を

検
討

中
で

す
。

 

⚫
 

重
心

・
医

療
的

ケ
ア

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 

例
年

通
り

、
第

1
回

会
議

の
開

催
を

9
月

で
予

定
し

て
い

ま
す

が
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

委
員

の
方

々
と

W
E

B
開

催
を

検
討

中
で

す
。

医
療

機
関

懇
談

会
、

事
業

所
情

報
交

換
会

、
昨

年
度

末
に

延
期

と
な

っ
た

医
療

的
ケ

ア
児

に
関

す
る

講
演

会
は

開
催

の
目

途
が

立
っ

て
い

ま
せ

ん
。

 

⚫
 

事
例

検
討

会
 

圏
域

内
の

市
町

協
議

会
・

部
会

と
合

同
開

催
を

予
定

し
て

い
ま

す
が

、
現

時
点

で
日

程
が

確
定

し
て

い

る
地

域
は

あ
り

ま
せ

ん
。

状
況

に
よ

っ
て

、
開

催
方

法
の

再
検

討
が

必
要

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。 

⚫
 

研
修

の
共

有
 

圏
域

内
の

市
町

協
議

会
・

部
会

が
主

催
す

る
研

修
等

を
相

互
に

共
有

し
て

身
近

な
場

所
で

の
研

修
機

会

を
増

や
し

て
き

ま
し

た
が

、
集

合
研

修
自

体
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

と
、

少
し

で
も

密
集

を
避

け

た
い

主
催

者
側

の
お

考
え

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

研
修

の
共

有
は

行
わ

な
い

方
向

で
検

討
し

て
い

ま
す

。
 

 新
し

い
生

活
様

式
に

お
い

て
も

、
必

要
な

連
携

が
十

分
に

図
ら

れ
る

よ
う

、
新

し
い

こ
と

に
果

敢
に

挑
戦

す
る

必
要

性
を

感
じ

ま
す

。
皆

様
か

ら
の

事
業

運
営

に
関

す
る

率
直

な
ご

意
見

、
ご

要
望

を
お

待
ち

し
て

い

ま
す

。
 

 

令
和

2
年

度
か

な
が

わ
湘

南
西

障
福

ナ
ビ

 

（
湘

南
西

部
圏

域
地

域
生

活
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

）
 

の
活

動
に

つ
い

て
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【
あ
と
が
き
】
今
年
で
法
人
設
立

30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
関

係
各
所
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

5
年
か
ら
自
主
事
業
と
し
て
開
始
し
た
相
談
支
援
事
業
は

27
年
が
経

ち
ま
し
た
。
小
さ
な
部
署
で
す
が
、
地
域
で
役
割
を
果
た
せ
る
事
業
所
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
に
励
み
ま
す
。

 

湘
南

西
部

圏
域

の
皆

さ
ま

へ
 

感
染

予
防

の
視

点
で

日
常

業
務

を
実

践
し

て
い

た
だ

く
た

め
に

 

 
今

年
度

開
催

さ
れ

た
当

圏
域

事
業

関
連

の
会

議
に

お
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

現
場

で
の

困
り

ご
と

に
つ

い
て

多
く

の
声

を
お

寄
せ

い
た

だ
き

、
そ

の
内

容
を

平
塚

保
健

福
祉

事
務

所
に

ご
報

告
・

ご
相

談
し

て
参

り
ま

し
た

。
そ

の
内

容
も

踏
ま

え
、

こ
の

度
、

感
染

予
防

の
視

点
で

日
常

業
務

を
実

践
し

て
い

た
だ

く
た

め
に

、
湘

南
西

部

圏
域

の
事

業
所

の
皆

さ
ま

に
向

け
て

、
新

た
に

資
料

を
作

成
・

提
供

い
た

だ
き

ま
し

た
。

既

に
、

圏
域

内
市

町
行

政
、

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
委

員
・

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

湘
南

西
部

圏
域

地
域

生
活

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
（

湘
南

西
障

福
ナ

ビ
）

が
事

務
局

と
な

っ
て

開
催

す
る

会
議

は
、

原
則

と

し
て

年
度

内
の

対
面

開
催

が
見

送
ら

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

こ

の
よ

う
な

時
期

だ
か

ら
こ

そ
、

タ
イ

ム
リ

ー
な

意
見

交
換

の
場

が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

W
e
b

で
N

W
会

議
を

開
催

し
ま

し
た

（
重

心
N

W
9

/
4

・
2

5
名

、
相

談
N

W
9

/
2

5
・

1
5

名
）。

初
め

て
利

用
す

る
方

も
お

り
、

希
望

者
に

は
事

前
の

接
続

テ
ス

ト
を

行

っ
て

い
ま

す
。

発
信

（
確

認
）

し
た

い
情

報
を

予
め

提
出

い
た

だ

き
、

そ
れ

を
事

務
局

で
と

り
ま

と
め

、
会

議
前

に
参

加
者

全
体

で
 

令
和

2
年

度
第

1
回

湘
南

西
部

圏
域

重
心

・
医

療
的

ケ
ア

支
援

Ｎ
Ｗ

会
議

 

＆
 令

和
2

年
度

第
1

回
湘

南
西

部
圏

域
相

談
支

援
Ｎ

Ｗ
会

議
を

W
e
b

開
催

 

関
係

者
の

皆
さ

ま
に

は
メ

ー
ル

で
配

信
し

て
い

ま
す

（
9

/3
0

）。
か

な
が

わ
湘

南
西

障
福

ナ
ビ

（
湘

南
西

部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

地
域

生
活

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
）
の

該
当

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
も

掲
載

し
て

い
ま

す
の

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
現

場
で

ご
活

用
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

な
お

、
内

容
に

つ
い

て
ご

不
明

な
点

は
、

平
塚

保
健

福
祉

事
務

所
／

平
塚

保
健

福
祉

事
務

所
秦

野
セ

ン
タ

ー
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

【
資

料
掲

載
場

所
】

 

 
“

か
な

が
わ

湘
南

西
障

福
ナ

ビ
”

を
検

索
し

、“
お

知
ら

せ
”

ペ
ー

ジ
掲

載
の

「
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

等
に

対
す

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

に
係

る
資

料
の

配
布

に
つ

い
て

」
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
資

料
掲

載
場

所
が

ご
不

明
な

方
は

、
か

な
が

わ
湘

南
西

障
福

ナ
ビ

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

 ペ
ー

ジ
 

 共
有

し
て

会
議

に
臨

み
ま

し
た

。
当

日
は

音
声

ト
ラ

ブ
ル

等
も

あ
り

ま
し

た
が

、
委

員
の

方
々

の
ご

協
力

の

お
か

げ
で

、
効

率
的

に
会

議
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
W

e
b

会
議

で
は

、
意

見
交

換
の

際
の

間
の

取
り

方
の

難
し

さ
や

、
複

数
人

で
同

時
に

話
す

こ
と

が
で

き
な

い
な

ど
の

歯
が

ゆ
さ

が
あ

る
一

方
で

、
コ

ロ

ナ
禍

で
も

安
全

に
多

く
の

方
と

生
で

意
見

交
換

で
き

る
、

遠
く

に
出

向
か

な
い

の
で

時
間

等
の

節
約

が
可

能

に
な

る
、

な
ど

の
メ

リ
ッ

ト
も

あ
り

ま
し

た
。

よ
り

よ
い

手
段

に
す

る
た

め
、

更
な

る
慣

れ
と

改
善

が
必

要

と
感

じ
た

次
第

で
す

。
そ

れ
ぞ

れ
の

会
議

の
内

容
は

、
次

号
で

お
伝

え
し

ま
す

。
な

お
、

第
2

回
湘

南
西

部

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
は

、
令

和
3

年
2

月
1

7
日

（
水

）
に

W
e
b

開
催

（
参

加
が

難
し

い
方

は
書

面
参

加
）

予
定

で
す

。
 

 

                           
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

は
神

奈
川

県
の

責
任

と
管

理
の

下
、

秦
野

精
華

園
利

用
者

・
職

員
と

環
境

・
動

線
を

明
確

に
分

離
し

、
感

染
防

止
対

策
に

十
分

配
慮

し
た

上
で

、
神

奈
川

県
職

員
が

福
祉

的
ケ

ア
や

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

ま
す

。
今

回
、

秦
野

精
華

園
の

施
設

を
提

供
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

入
所

・
通

所
の

利
用

者
さ

ん
、

ご
家

族
、

職
員

に
対

し
て

丁
寧

な
説

明
を

行
っ

て
き

ま
し

た
。

特
に

ご
家

族
、

職
員

か
ら

は
、「

必
要

と
さ

れ
る

施
設

な
の

で
ぜ

ひ
神

奈
川

県

に
協

力
し

て
下

さ
い

。」
と

激
励

の
ご

意
見

を
い

た
だ

い
た

一
方

、
「

コ
ロ

ナ
に

罹
患

す
る

リ
ス

ク
は

な
い

の

か
。」

な
ど

心
配

の
声

を
い

た
だ

き
ま

し
た

が
、

コ
ロ

ナ
罹

患
の

リ
ス

ク
が

全
く

な
い

こ
と

を
丁

寧
に

説
明

す

る
こ

と
で

、
皆

様
に

概
ね

ご
理

解
ご

協
力

い
た

だ
け

た
こ

と
に

大
変

感
謝

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

在
宅

の
高

齢
者

や
障

が
い

者
を

介
護

さ
れ

て
い

る
ご

家
族

か
ら

は
、

万
一

、
ご

家
族

自
身

が
コ

ロ
ナ

に
罹

患
し

た
場

合
、

大
き

な
不

安
が

あ
る

と
の

多
く

の
声

が
聞

か
れ

ま
し

た
。

そ
う

い
っ

た
不

安
の

声
に

対
し

て
、

少
し

で
も

秦
野

精
華

園
を

役
立

て
て

い
た

だ
け

る
こ

と
に

大
変

嬉
し

く
思

っ
て

い
ま

す
。「

ケ
ア

付
き

宿
泊

療
養

施
設

」
で

働

く
神

奈
川

県
職

員
の

皆
様

は
、

開
設

に
あ

た
っ

て
防

護
服

の
着

脱
手

順
、

感
染

防
止

対
策

研
修

会
な

ど
入

念
な

準
備

を
進

め
ら

れ
て

き
ま

し
た

。
大

変
な

使
命

感
と

決
意

を
持

っ
て

従
事

さ
れ

る
こ

と
に

敬
意

を
表

し
ま

す
。

最
後

に
、

コ
ロ

ナ
禍

の
早

期
終

息
を

願
う

と
と

も
に

、
罹

患
さ

れ
た

皆
様

の
一

日
も

早
い

ご
快

復
を

心
よ

り
お

祈
り

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 

秦
野

精
華

園
コ

ロ
ナ

罹
患

者
「

ケ
ア

付
き

宿
泊

療
養

施
設

」
に

つ
い

て
 

 
秦

野
精

華
園

総
合

施
設

長
 

永
井

 
清

光
 

 

～
7

月
2

9
日

に
開

催
さ

れ
た

湘
南

西
部

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
、

地
域

協
議

会
や

そ
の

部
会

に
と

ど
ま

ら
ず

、

地
域

の
様

々
な

機
関

に
お

い
て

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
課

題
と

そ
の

対
策

に
つ

い
て

意
見

が
交

わ
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

中
で

、
今

関
心

を
集

め
て

い
る

「
ケ

ア
付

き
宿

泊
療

養
施

設
」

に
つ

い
て

、
秦

野
精

華
園

総
合

施
設

長

の
永

井
様

よ
り

ご
寄

稿
い

た
だ

き
ま

し
た

。
～

 

 

 
神

奈
川

県
で

は
、

介
護

者
が

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
で

入
院

し
、

在
宅

の
高

齢
者

や
障

が
い

者
が

取

り
残

さ
れ

た
場

合
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
で

本
人

が
陽

性
で

軽

症
の

場
合

に
、

福
祉

的
ケ

ア
の

割
合

が
高

く
医

療
機

関

へ
の

入
院

が
難

し
い

場
合

に
受

け
入

れ
る

「
ケ

ア
付

き

宿
泊

療
養

施
設

」
を

秦
野

精
華

園
内

に
設

置
し

ま
し

た
。

か
な

が
わ

共
同

会
は

神
奈

川
県

か
ら

の
要

請
を

受
け

、

地
域

社
会

に
貢

献
す

る
社

会
福

祉
法

人
の

役
割

と
し

て

応
え

る
た

め
、

今
年

度
よ

り
使

用
し

て
い

な
か

っ
た

秦

野
精

華
園

旧
授

産
棟

を
無

償
で

提
供

す
る

こ
と

に
し

ま

し
た

。「
ケ

ア
付

き
宿

泊
療

養
施

設
」

設
置

に
あ

た
っ

て
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も
安

心
で

き
た

と
の

お
話

が
あ

り
ま

し
た

。
こ

の
お

話
か

ら
、

す
べ

て
の

福
祉

活
動

の
ゴ

ー
ル

は
そ

の
成

果
が

当
事

者

の
役

に
立

つ
こ

と
で

あ
る

、
と

い
う

当
た

り
前

か
つ

最
も

大

切
な

原
則

を
再

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
福

祉
活

動

は
細

分
化

さ
れ

て
様

々
な

取
り

組
み

が
な

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

い
つ

も
こ

の
ゴ

ー
ル

を
見

失
わ

な
い

よ
う

に
し

た
い

と

思
い

ま
す

。
 

圏
域

事
業

で
は

、
多

く
の

会
議

が
W

e
b

開
催

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、
対

面
だ

か
ら

こ
そ

わ
か

る
貴

重
な

情
報

も
あ

り
、

直
接

会
っ

て
話

せ
る

貴
重

な
機

会
を

最
大

限
に

活
か

す

こ
と

が
、

障
害

の
あ

る
方

の
生

活
を

支
え

な
が

ら
コ

ロ
ナ

禍

を
乗

り
切

る
た

め
に

大
切

で
あ

る
と

実
感

し
ま

し
た

。
 

令
和

2
年

度
第

2
回

秦
野

市
障

害
者

支
援

委
員

会
 

参
加

報
告

 

昨
年

度
末

か
ら

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

神
奈

川
県

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

を
は

じ
め

と
す

る
県

内
の

協
議

会

は
中

止
、

延
期

が
相

次
ぎ

、
今

年
度

に
入

っ
て

か
ら

は
書

面
開

催
を

行
う

地
域

が
多

い
印

象
で

す
。

本
稿

執
筆

時
点

で
協

議
会

を
対

面
で

開
催

し
て

い
る

湘
南

西
部

圏
域

内
の

地
域

は
、

秦
野

市
、

伊
勢

原
市

の
み

と
な

っ
て

い
ま

す
。

秦
野

市
障

害
者

支
援

委
員

会
（

＝
協

議
会

）
は

、
年

間
4

回
の

開
催

を
予

定
し

て
い

ま
し

た
が

、
緊

急
事

態
宣

言
に

よ
り

令
和

2
年

5
月

を
中

止
し

、
7

月
か

ら
十

分
な

感
染

防
止

対
策

を
講

じ
た

上
で

、
対

面
で

開
催

し
て

い
ま

す
。
か

な
が

わ
湘

南
西

障
福

ナ
ビ

は
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

参
加

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。
 

第
2

回
秦

野
市

障
害

者
支

援
委

員
会

は
、

令
和

2
年

1
1

月
1

0
日

に
秦

野
市

教
育

庁
舎

3
階

大
会

議
室

で
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
秦

野
市

障
害

者
支

援
懇

話
会

部
門

（
＝

部
会

）
の

報
告

で
は

、
各

部
門

と
も

コ
ロ

ナ
禍

で
制

約
が

あ
る

中
の

活
動

で
あ

り
な

が
ら

、
就

労
部

門
と

福
祉

サ
ー

ビ
ス

部
門

か
ら

は
サ

ー
ビ

ス
管

理
責

任
者

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
開

催
検

討
、

こ
ど

も
部

門
か

ら
は

医
療

的
ケ

ア
児

等
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

検
討

な
ど

の
状

況
報

告
が

あ
り

ま
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

対
策

の
議

題
で

は
、

秦
野

市
内

の
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

で
コ

ロ
ナ

陽
性

者
が

発
生

し
た

場
合

の
秦

野
市

独
自

の
市

内
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

へ
の

情
報

提
供

イ
メ

ー
ジ

が
説

明
さ

れ
、

今
後

実
施

に
向

け
て

調
整

を
行

う
と

の
こ

と
で

し
た

。
農

福
連

携
で

は
、

秦
野

市
が

神
奈

川
県

の
農

福
連

携
マ

ッ
チ

ン
グ

等
支

援
事

業
の

モ
デ

ル
地

域
に

指
定

さ
れ

て
い

る
（

他
に

は
、

平
塚

市
、

藤
沢

市
）

と
い

う
こ

と
で

、
中

間
支

援
組

織
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
秦

野
市

社
会

福
祉

協
議

会
か

ら
取

り
組

み
の

説
明

が
あ

り
ま

し
た

。
当

事
者

委
員

か
ら

は
、

情
報

の
や

り
取

り
が

減
少

す
る

中
で

、
当

事
者

団
体

が
発

信
す

る
困

り
を

受
け

止
め

て
く

れ
る

、
そ

し
て

、
疑

問
に

答
え

て
く

れ
る

機
関

が
あ

っ
た

こ
と

で
、

と
て

 

 
 

 

   

【
あ
と
が
き
】
前
号
で
ご
案
内
し
た
、
圏
域
相
談
支
援

NW
、
重
心
・
医
療
的
ケ
ア
支
援

N
W
会
議
の
内
容
の
掲
載
は
、
紙
面
の

都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
令
和

3
年

4
月
発
行
の
令
和

2
年
度
活
動
報
告
書
で
確
認
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2
02
1
年
が
最
高
の
年
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。
 

コ
ロ

ナ
禍

で
の

研
修

機
会

か
ら

考
え

る
こ

と
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

を
念

頭
に

、
対

面
で

開
催

さ
れ

る
研

修
は

、
法

定
研

修
（

相
談

支
援

従
事

者
初

任
者

研

修
や

サ
ビ

児
管

研
修

な
ど

）
以

外
は

あ
ま

り
見

受
け

ら
れ

ず
、

W
e
b

で
の

動
画

視
聴

に
よ

る
研

修
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。
当

初
は

、
講

師
の

熱
意

が
伝

わ
り

づ
ら

く
な

る
、

ラ

イ
ブ

感
が

な
く

な
る

な
ど

の
懸

念
が

聞
か

れ
ま

し
た

が
、

実

際
の

と
こ

ろ
は

必
ず

し
も

、
そ

れ
だ

け
で

は
な

く
、

良
い

面

も
あ

る
よ

う
で

す
。

動
画

視
聴

の
研

修
会

に
参

加
し

た
事

業

所
に

伺
っ

た
と

こ
ろ

、「
こ

れ
ま

で
は

、
研

修
に

参
加

し
た

く

て
も

現
場

の
人

員
配

置
を

維
持

す
る

た
め

に
一

部
の

職
員

し
か

参
加

で
き

な
か

っ
た

。
今

年
度

は
そ

も
そ

も
コ

ロ
ナ

 

 
禍

で
研

修
会

が
中

止
さ

れ
て

い
る

中
で

、
事

業
所

内
で

の
動

画
視

聴
が

可
能

な
研

修
の

お
か

げ
で

、
職

員
が

皆
参

加
で

き
る

事
業

所
内

研
修

と
し

て
開

催
で

き
た

」
と

話
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
W

e
b

の
活

用
に

よ
り

移
動

に
伴

う
時

間
や

経
費

が
解

消
さ

れ
、

参
加

人
数

の
課

題
が

ク
リ

ア
さ

れ
た

良
い

例
で

す
。

今
年

度
の

神
奈

川

県
相

談
支

援
従

事
者

初
任

者
研

修
で

は
、

2
日

間
の

座
学

部
分

が
動

画
視

聴
と

な
り

ま
し

た
が

、「
一

度
聴

い

て
解

ら
な

か
っ

た
部

分
を

、
す

ぐ
に

も
う

一
度

再
生

し
て

視
聴

で
き

た
の

で
、

わ
か

ら
な

い
ま

ま
先

に
進

む

こ
と

が
無

か
っ

た
。

そ
の

た
め

良
く

理
解

で
き

た
。

自
分

の
理

解
の

ペ
ー

ス
に

合
わ

せ
て

進
め

ら
れ

る
の

が

い
い

。
」

と
話

す
受

講
生

も
お

り
、

研
修

最
終

日
の

修
了

式
で

は
、

受
講

生
の

7
～

8
割

が
、

動
画

視
聴

に
プ

ラ
ス

の
評

価
を

行
っ

て
い

ま
し

た
。

初
任

者
研

修
の

開
催

者
で

あ
る

、
か

な
が

わ
障

害
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

従
事

者
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

K
C

N
）

に
よ

る
と

、「
講

義
の

前
後

で
各

自
が

記
入

す
る

振
り

返
り

シ
ー

ト
に

お
け

る
理

解
度

は
、

昨
年

ま
で

の
集

合
形

式
で

の
講

義
と

比
較

し
て

、
飛

躍
的

に
上

が
っ

て
い

る
」

と
の

こ
と

で
、

コ
ロ

ナ
終

息
後

も
こ

の
研

修
形

式
は

残
る

と
考

え
て

い
る

そ
う

で
す

。
 

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
様

々
な

弊
害

が
起

き
て

い
る

中
で

、
我

々
の

生
活

に
は

、
こ

れ
ま

で
当

た
り

前
の

こ
と

と
し

て
疑

わ
な

か
っ

た
も

の
を

見
直

す
機

会
が

訪
れ

て
い

ま
す

。
長

い
間

続
い

て
き

た
各

種
取

り
組

み
で

も

中
止

が
相

次
い

で
い

ま
す

が
、

そ
れ

が
無

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

悪
影

響
が

そ
れ

ほ
ど

無
い

の
で

あ
れ

ば
、

そ

の
取

り
組

み
の

必
要

性
、

開
催

頻
度

に
つ

い
て

改
め

て
考

え
る

勇
気

が
必

要
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
今

後
社

会

が
大

き
く

変
わ

る
可

能
性

が
あ

る
と

も
い

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

守
る

べ
き

も
の

、
思

い
切

っ
て

変
え

て
い

く

べ
き

も
の

を
見

極
め

、
選

択
し

て
い

く
こ

と
が

、
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

に
む

け
た

備
え

と
し

て
大

変
重

要
で

あ

る
と

感
じ

ま
す

。
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令

和
3

年
1

月
2

2
日
（

金
）
に

第
2

回
会

議
を

W
e
b

開
催

し
ま

し
た

。
 

 
ま

ず
、
神

奈
川

県
障

害
福

祉
課

か
ら

は
、
前

号
で

ご
紹

介

し
た

、
神

奈
川

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
「

医
療

的
ケ

ア
児

へ
の

支
援

に
つ

い
て

」
に

つ
い

て
詳

し
く

説
明

い
た

だ
き

、
今

後

の
ペ

ー
ジ

の
充

実
に

向
け

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
協

力
し

た
当

事
者

委
員

（
ご

家
族

）
か

ら
、

そ
の

時
の

様
子

と
情

報
提

供

し
た

内
容

に
つ

い
て

報
告

い
た

だ
き

ま
し

た
。
そ

の
他

、
医

療
型

短
期

入
所

事
業

所
開

設
促

進
事

業
の

進
捗

状
況

、
ケ

ア
付

き
通

学
支

援
事

業
の

検
討

状
況

、
医

療
的

ケ
ア

児
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

配
置

に
向

け
た

検
討

状
況

に
関

す

る
、

県
内

の
情

報
を

提
供

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

 
各

機
関

か
ら

は
、

 

⚫
 

他
圏

域
で

ケ
ア

付
き

通
学

支
援

の
実

施
に

向
け

て
進

ん
で

い
る

地
域

の
情

報
を

得
て

、
該

当
地

域
か

ら
よ

り
具

体
の

情
報

提
供

を
受

け
、

実
現

を
見

据
え

て
研

究
を

進
め

て
い

る
。

 

⚫
 

昨
年

度
の

関
東

地
方

広
域

で
の

台
風

被
害

状
況

を
受

け
、

災
害

に
対

す
る

不
安

の
声

が
根

強
い

こ
と

か
ら

、
防

災
担

当
課

と
連

携
し

た
研

修
な

ど
検

討
し

て
い

き
た

い
。

 

⚫
 

ご
家

族
か

ら
は

、
体

調
不

良
の

訴
え

が
多

い
よ

う
に

感
じ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

っ

て
、

と
り

ま
と

め
て

い
る

。
 

⚫
 

コ
ロ

ナ
禍

で
、

短
期

利
用

を
辞

退
す

る
方

も
い

る
が

、
一

方
で

在
宅

生
活

が
長

引
き

厳
し

い
状

況
の

方

も
い

る
。

そ
の

た
め

、
な

ん
と

か
夜

間
看

護
師

の
配

置
を

増
や

し
て

、
少

し
で

も
困

っ
て

い
る

方
の

利

用
に

つ
な

げ
ら

れ
な

い
か

、
事

業
所

内
で

検
討

を
重

ね
て

い
る

。
 

⚫
 

か
ね

て
よ

り
、

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
方

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を
作

っ
て

ほ
し

い
と

、
要

望
を

受

け
て

き
た

。
そ

の
実

現
の

た
め

に
何

が
必

要
か

、
真

剣
に

議
論

し
て

い
る

。
 

⚫
 

短
期

入
所

毎
に

衣
類

な
ど

大
量

の
荷

物
を

持
参

す
る

ご
家

族
の

負
担

を
少

し
で

も
軽

減
す

る
た

め
、

駐
車

許
可

証
を

発
行

し
車

を
近

く
に

停
め

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
ま

た
、

荷
物

を
減

ら
す

た
め

に
有

償

サ
ー

ビ
ス

を
使

え
な

い
か

業
者

と
検

討
し

て
い

る
。

 

な
ど

の
報

告
が

あ
り

ま
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
、

こ
れ

ま
で

の
課

題
に

真
摯

に
取

り
組

ん
で

い
る

圏
域

内
各

機
関

の
状

況
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
今

後
も

、
そ

れ
ぞ

れ
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

て
い

く
予

定
で

す
。

 

第
2

回
重

心
・

医
療

的
ケ

ア
支

援
Ｎ

Ｗ
会

議
 

開
催

 

                                    

 
令

和
3

年
1

月
1

5
日

に
、

第
2

回
会

議
を

W
e
b

開
催

し
ま

し
た

。
市

町
行

政
か

ら
は

、
地

域
協

議

会
・

部
会

等
の

開
催

状
況

に
つ

い
て

報
告

が
あ

り
、

感
染

状
況

や
議

題
を

踏
ま

え
て

、
対

面
で

の
会

議
開

催

の
是

非
を

都
度

検
討

し
な

が
ら

進
め

て
い

る
状

況
が

あ
り

ま
し

た
。

そ
の

他
、

各
機

関
か

ら
の

報
告

で
は

、
 

⚫
 

成
年

後
見

利
用

申
し

立
て

の
際

、
ご

家
族

の
高

齢
化

に
よ

り
書

類
作

成
が

難
し

い
た

め
、

相
談

支
援

専

門
員

へ
の

相
談

が
多

く
、

行
政

や
専

門
相

談
機

関
に

相
談

し
な

が
ら

文
書

作
成

を
進

め
て

い
る

が
、

業

務
を

圧
迫

し
て

い
る

。
 

⚫
 

コ
ロ

ナ
禍

で
外

出
し

な
い

こ
と

で
、

運
動

量
や

気
力

が
低

下
し

た
方

が
目

立
っ

て
き

て
い

る
。

新
た

に

入
所

を
希

望
す

る
方

が
増

え
て

い
る

よ
う

に
感

じ
る

。
 

⚫
 

協
議

会
の

相
談

部
会

は
、

新
年

度
に

入
っ

て
開

催
を

中
止

し
て

い
た

が
、

9
月

に
書

面
で

開
催

し
た

。

し
か

し
、

長
引

く
コ

ロ
ナ

禍
で

相
談

支
援

専
門

員
の

孤
立

や
負

担
増

が
心

配
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
今

こ

そ
情

報
交

換
の

場
を

作
る

必
要

が
あ

る
と

判
断

し
、

1
1

月
に

は
対

策
を

万
全

に
し

て
対

面
開

催
し

た
。
 

な
ど

の
報

告
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ま
た

、
昨

今
の

感
染

拡
大

に
よ

る
様

々
な

影
響

が
あ

る
中

で
対

応
に

困

っ
た

事
例

と
し

て
、

 

⚫
 

重
症

心
身

障
害

あ
る

方
の

同
居

の
ご

家
族

が
皆

感
染

し
、

ご
本

人
は

陰
性

だ
っ

た
。

家
族

が
コ

ロ
ナ

入

院
し

た
当

事
者

の
方

専
用

の
短

期
入

所
協

力
施

設
は

、
ご

本
人

が
重

症
心

身
障

害
で

あ
る

た
め

利
用

で

き
ず

、
他

の
短

期
入

所
事

業
所

は
、

ご
本

人
が

濃
厚

接
触

者
で

あ
る

た
め

利
用

で
き

な
か

っ
た

（
ご

家
族

が
陰

性
と

な
っ

て
か

ら
2

週
間

経
過

し
た

後
ご

本
人

が
再

度
陰

性
で

あ
れ

ば
利

用
可

能
で

は
あ

っ
た

）
。

ま
た

、
同

様
の

理
由

で
通

所
や

訪
問

看
護

の
利

用
も

難
 

し
く

、
自

宅
療

養
と

な
っ

た
ご

家
族

が
自

宅
で

ご
本

人
 

の
ケ

ア
を

続
け

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

。
 

と
い

う
報

告
が

あ
り

、
現

状
で

の
大

き
な

課
題

と
し

て
捉

え
 

ま
し

た
。

本
紙

1
面

の
重

心
・

医
療

的
ケ

ア
支

援
Ｎ

Ｗ
に

お
 

い
て

も
、

本
事

例
を

共
有

し
て

い
ま

す
。

 

 

【
あ
と
が
き
】
1
年
前
の
ナ
ビ
だ
よ
り
紙
面
に
は
、
重
心
・
医
療
的
ケ
ア
支
援

NW
の
事
業
所
情
報
交
換
会
、
湘
南

西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
障
害
者
差
別
解
消
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
今
年
度
中
止
さ
れ
た
催
し
の
記
事
や
、
対
面
が
当

た
り
前
だ
っ
た
頃
の
会
議
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
、
遠
い
昔
み
た
い
に
懐
か
し
い
で
す
ね
。
 

第
2

回
圏

域
相

談
支

援
Ｎ

Ｗ
会

議
 開

催
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社
会

福
祉

法
人

 
常

成
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会

 
丹

沢
自

律
生

活
セ
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タ

ー
総

合
相

談
室
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0
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F
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x
 0

4
6
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-
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7
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E
-
m

a
il

：
s
o

u
d

a
n

@
j
o

u
s
e

i.
o

r
.
j
p

 

か
な

が
わ

湘
南

西
 

 

障
福

ナ
ビ

だ
よ

り
 

 
 

 
令

和
3

年
3

月
3

1
日

 
第

1
1

2
号

 
 

 
令

和
3

年
2

月
1

7
日

（
水

）
に

第
2

回
協

議
会

を
W

e
b

で
開

催
し

ま
し

た
。

当
協

議
会

と
し

て
は

初
め

て
の

試
み

で
し

た
が

、
第

1
回

協
議

会
で

委
員

の
方

々
に

接
続

環
境

の
整

備
状

況
を

調
査

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
調

整
と

委
員

の
方

々
の

ご
協

力
に

よ
り

実
現

し
ま

し
た

。
 

 
会

議
で

は
、

県
、

圏
域

、
市

町
協

議
会

か
ら

の
報

告
の

他
に

、

第
1

回
協

議
会

で
の

報
告

事
例

（
障

害
者

虐
待

を
受

け
た

行
動

障
害

の
あ

る
方

の
行

き
先

が
見

つ
か

ら
ず

、
1

泊
～

2
泊

程
度

で
短

期
入

所
を

転
々

と
し

て
い

る
事

例
、

本
紙

第
1

0
8

号
に

関
連

記
事

掲
載

）
は

、
そ

の
後

も
変

化
が

な
い

こ
と

が
報

告
さ

 

れ
ま

し
た

。
そ

の
打

開
に

向
け

て
、“

県
立

施
設

に
よ

る
新

た
な

機
能

発
揮

と
し

て
、

民
間

施
設

の
利

用
促

進

を
目

的
と

し
た

中
期

入
所

に
よ

る
利

用
者

評
価

と
支

援
の

組
み

立
て

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
の

実
施
”

に
つ

い

て
、

ま
た

、“
広

域
で

短
期

入
所

を
頻

回
に

利
用

調
整

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
方

の
広

域
利

用
調

整
補

助
な

ど

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

機
能

の
発

揮
”

に
つ

い
て

、
神

奈
川

県
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
に

提
言

す
る

こ
と

に

な
り

ま
し

た
。

 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
関

連
で

は
、

第
1

回
協

議
会

で
、

新
た

に
生

じ
て

い
る

地
域

課
題

と
今

後

に
向

け
た

方
策

を
取

り
ま

と
め

ま
し

た
が

、
今

回
は

、
そ

の
後

の
取

り
組

み
状

況
を

各
委

員
・

オ
ブ

ザ
ー

バ

ー
か

ら
書

面
で

報
告

い
た

だ
き

共
有

し
ま

し
た

。
ま

た
、

圏
域

内
で

実
際

に
起

こ
っ

た
以

下
の

２
つ

の
事

例

を
報

告
し

、
保

健
福

祉
事

務
所

か
ら

コ
メ

ン
ト

を
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

 

【
事

例
①

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
陽

性
者

が
出

た
施

設
の

発
生

前
か

ら
の

対
応

経
過

を
追

う
事

例
 

 
今

年
度

に
入

り
感

染
症

防
止

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
り

、
保

健
福

祉
事

務
所

か
ら

助
言

を
受

け
て

修
正

し
て

い
た

が
、

秋
に

は
実

地
検

証
に

よ
り

更
な

る
助

言
を

受
け

、
職

員
体

制
と

運
営

方
法

を
見

直
し

て
い

た
た

め
、

陽
性

者
が

発
生

し
て

か
ら

感
染

が
拡

大
し

な
か

っ
た

。
対

応
を

通
し

た
学

び
が

多
か

っ
た

。
 

【
事

例
②

】
家

族
が

コ
ロ

ナ
入

院
し

自
身

は
陰

性
で

あ
る

重
症

心
身

障
害

の
方

が
短

期
入

所
協

力
施

設
を

利

用
で

き
ず

、
行

き
先

が
見

つ
か

ら
ず

に
他

の
陽

性
の

家
族

が
自

宅
で

本
人

の
ケ

ア
に

あ
た

っ
た

事
例

 

 
地

域
の

関
係

機
関

が
コ

ロ
ナ

入
院

し
た

ご
家

族
に

代
わ

り
、

ご
本

人
の

ケ
ア

を
引

き
受

け
よ

う
と

東
奔

西
走

し
た

が
、

結
果

と
し

て
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
で

受
け

止
め

る
こ

と
が

で
き

ず
、

や
む

な
く

自
宅

療
養

中
の

ご
家

族
が

、
地

域
関

係
者

か
ら

の
電

話
サ

ポ
ー

ト
で

し
の

が
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
。

 

事
例

②
は

、
神

奈
川

県
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
に

対
し

、“
家

族
が

コ
ロ

ナ
入

院
し

た
際

に
陰

性
の

重
症

心
身

障
害

の
あ

る
方

が
利

用
で

き
る

短
期

入
所

協
力

施
設

の
設

置
”

を
提

言
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

 

 第
2

回
湘

南
西

部
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

 
W

e
b

開
催

 

                              

 
3

密
を

避
け

た
多

数
同

時
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

必
要

な
W

e
b

会
議

で
す

が
、

参
加

し
て

一

番
困

る
の

は
、

何
で

し
ょ

う
か

。
そ

の
一

番
は

、
画

面
の

向
こ

う
で

話
し

て
い

る
は

ず
の

人
の

声
が

聞
こ

え

な
い

こ
と

、
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
音

声
の

ミ
ュ

ー
ト

解
除

を
忘

れ
て

い
る

だ
け

な
ら

誰
か

が
音

声
で

そ

れ
を

伝
え

れ
ば

良
い

の
で

す
ぐ

に
解

決
し

ま
す

が
、

接
続

環
境

の
影

響
を

受
け

て
、

音
声

が
途

切
れ

途
切

れ

で
一

部
聞

こ
え

な
い

場
合

は
、

全
く

別
で

す
。

そ
れ

を
指

摘
す

る
た

め
に

、
途

中
で

声
を

挟
む

タ
イ

ミ
ン

グ

も
慣

れ
な

い
と

難
し

い
で

す
。

も
う

一
度

話
し

て
も

ら
っ

た
と

し
て

も
、

接
続

環
境

は
変

わ
っ

て
い

な
い

の

で
特

に
変

わ
ら

ず
、

結
局

ま
わ

り
も

聞
き

取
る

こ
と

を
諦

め
て

し
ま

い
ま

す
。

会
議

の
進

行
、

成
否

に
影

響

を
与

え
う

る
大

き
な

ト
ラ

ブ
ル

と
も

言
え

、
ま

た
、

よ
く

起
こ

る
こ

と
で

も
あ

り
ま

す
。

開
催

の
目

的
で

あ

る
多

数
同

時
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
不

成
立

と
な

り
、

参
加

者
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

低
下

す
る

の
で

、

な
ん

と
し

て
も

こ
の

状
況

を
回

避
し

た
い

と
こ

ろ
で

す
が

、
そ

の
方

の
通

信
環

境
に

は
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

ま

せ
ん

。
で

は
ど

う
す

れ
ば

良
い

で
し

ょ
う

か
。

 

 
当

圏
域

の
W

e
b

会
議

で
は

、
Z

o
o
m

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

今
年

に
入

っ
て

か
ら

、

音
声

が
途

切
れ

が
ち

の
方

に
は

、
電

話
に

よ
る

別
の

接
続

を
ご

案
内

し
て

い
ま

す
。

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
招

待

メ
ー

ル
に

は
、

自
動

的
に

生
成

さ
れ

る
そ

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
専

用
の

電
話

接
続

用
の

電
話

番
号

（
国

内
に

設

定
可

能
）

も
別

途
掲

載
し

、
事

前
に

お
知

ら
せ

し
て

い
ま

す
（

ホ
ス

ト
に

よ
る

設
定

が
必

要
）
。

そ
し

て
、

W
e
b

会
議

中
に

音
声

ト
ラ

ブ
ル

が
起

き
た

方
が

、
指

定
の

電
話

番
号

に
電

話
し

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
Ｉ

Ｄ
を

入
力

す

る
と

、
電

話
に

よ
る

音
声

で
新

た
に

参
加

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
今

年
2

月
の

協
議

会
で

は
、

初
め

て
会

議

中
に

電
話

が
使

用
さ

れ
、

重
要

な
事

柄
を

参
加

者
全

員
で

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
電

話
接

続
す

る

際
の

冒
頭

で
、
「
“

パ
ウ

ン
ド

”
を

押
し

て
く

だ
さ

い
」

と
受

話
器

か
ら

ア
ナ

ウ
ン

ス
が

流
れ

ま
す

が
、

こ
の

“
パ

ウ
ン

ド
”

と
は

、「
＃

」
を

指
し

て
い

る
こ

と
が

解
れ

ば
、

簡
単

に
接

続
が

可
能

で
す

。
音

声
ト

ラ
ブ

ル

回
避

の
た

め
に

、
今

後
も

積
極

的
に

活
用

し
て

い
く

予
定

で
す

。
 

か
な

が
わ

湘
南

西
障

福
ナ

ビ
だ

よ
り

 
 

 

【
あ
と
が
き
】
令
和
３
年
度
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
当
事
業
所
が
本
事
業
を
受
託
し
て
１
３
年
目
の
始
ま

り
で
も
あ
り
ま
す
。
気
づ
け
ば
最
古
参
で
す
。
新
年
度
が
、
す
べ
て
の
方
の
希
望
が
叶
う
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
 

W
e
b

会
議

の
音

声
ト

ラ
ブ

ル
を

回
避

す
る

た
め

に
 

第
2

9
回

 神
奈

川
県

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

 書
面

開
催

 

 
W

e
b

会
議

は
、
長

引
く

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
着

実
に

開
催

が
増

え
て

い

る
よ

う
で

す
。

圏
域

協
議

会
で

昨
年

7
月

末
に

調
査

し
た

時
点

で
、

接

続
環

境
も

参
加

経
験

も
な

く
参

加
は

難
し

い
と

答
え

て
い

た
方

の
中

に

は
、

年
明

け
の

調
査

の
際

に
は

、
既

に
参

加
経

験
も

あ
り

接
続

環
境

も

整
っ

て
い

る
と

回
答

さ
れ

た
方

が
多

く
、

今
年

2
月

の
協

議
会

で
は

書

面
開

催
を

併
用

す
る

必
要

が
な

く
な

り
、
W

e
b

の
み

で
開

催
が

可
能

と

な
り

ま
し

た
。

 

令
和

3
年

３
月

２
3

日
（

火
）
か

ら
書

面
開

催
さ

れ
、
意

見
書

提
出

期
間

は
3

0
日
（

火
）

ま
で

と
な

っ
て

い
ま

す
。

協
議

事
項

は
、「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
応

か
ら

見
え

た
課

題
に

つ
い

て
」

で
す

。
当

圏
域

か
ら

は
、

本
紙

1
面

掲
載

の
課

題
に

つ
い

て
提

言
し

ま
し

た
。

ま
た

、
市

町
、

圏
域

、
県

の
協

議
会

の
3

層
構

造
を

活
か

し
た

協
議

と
す

る
た

め
の

神
奈

川
県

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

の
開

催
時

期
に

つ
い

て
意

見
書

を
提

出
し

ま
し

た
。

開
催

結
果

に
つ

い
て

は
、

本
紙

第
1

1
3

号
で

必
要

な
事

柄
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 


